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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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わたしが恋人になれるわけないじゃん、ムリムリ！（※ムリじゃなかった!?） ＳＳ集


みかみてれん











　本書には、２０２４年１２月までに発表された「わたしが恋人になれるわけないじゃん、ムリムリ！（※ムリじゃなかった!?）」の店舗特典・フェア特典ＳＳを加筆・修正したものと、書き下ろし短編『甘織れな子、プールで一生を終える』が収録されています。
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とらのあな特典ＳＳ




間話　れな子に一生縁がない（かもしれない）休日の過ごし方のお話









「休みの日はショッピングしてま～す♪　って言う女子いるじゃん」

　屋上の低いフェンスに寄りかかりながら、わたし、甘あま織おりれな子は虚こ空くうを見つめてため息をつく。

「いるね」

　隣には『美女』の結晶みたいな女、王おう塚づか真ま唯いが微笑みながら立っている。

「わたし、あれずーっと疑問だったんだよね。だって、休みって毎週二回もあるでしょ。それなのに毎日毎日ショッピングできるわけないし。だったらちゃんと趣味に漫画とかドラマとか、アニメとかゲームとか言ってほしい……」

「よくわからないけれど、その子にとって、家でする遊びはただの暇ひまつぶしであって、趣味と言えるのは月に何度か出かけるショッピングなんじゃないのかな？　趣味はスキーだと答える人でも、年中スキーばっかりしているわけではないだろう」

「完全に論ろん破ぱされた！」

　頭を抱かかえながら叫ぶ。しょせんは陰キャのひがみでしかなかった。

　涼しい顔の真唯を横目に見上げながら。

「うう、だったら真唯は休みの日、なにしてるの……」

「ふむ、私か」

　真唯は少し考えて。

「平日と変わらず、六時半に起床し、まずはルームランナーで軽く汗を流す」

「ルームランナー」

　どうしよう、わたしがこの先、何十年生きたところで体験できないであろうケースが語られそうだ。

「シャワーを浴びたあとは、朝食だね。サラダだけの質素な日もあれば、トーストにエシレブランドのバターを塗って、味と香りを楽しむ日もある。前日の体調を鑑かんがみて、お手伝いさんが調整してくれるんだ」

　その後も真唯は朗ほがらかに、わたしの質問に答えてくれた。




「朝食後は自由時間だ。自主勉強をしたり、そうだな。趣味の時間を楽しむよ。最近はサクソフォーンを吹くのがちょっとした楽しみなんだ」

「ああ、休日は一冊本を読むようにしていてね。紗さ月つきに勧すすめられたミステリーをたぐるのも好きだよ。近くのプライベートカフェで、コーヒーの香りを味わいながらさ」

「もっと本格的に体を動かしたいときは、マンションのジムで本格的なフィットネスをするかな。専属のトレーナーさんが来てくれて、今は主おもに腹ふく斜しや筋きんを鍛えているんだ。最近ハリが出てきて、成果が見えて嬉しいよ」

「母の友人が画家でね。仕事の合間に絵画教室を開いていて、指導してもらっているんだ。私の好みは風景画なんだけれど、今度は人物画にも挑戦してみようと思っている。いつかれな子を描いてみたいな」




　そうニコニコと語る真唯に、わたしは死んだ魚みたいな目でつぶやいた。

「わたしは朝起きて寝るまでずっとゲームしてるか漫画読んでるかアニメ見てる」

　うん、と真唯は大きくうなずいて。

「なるほど、充実した生活だね。とても楽しそうじゃないか」

「このセレブめ!!」

　わたしの叫び声は、なぜだか負け惜しみのように響いてしまったのだった。










書泉特典ＳＳ




間話　れな子が６０時間バイトしたら食べれるお肉のお話









「れな子の好きなものはなんだい？」

　と、昼休み、ご飯を食べた後でやってきた屋上にて。

　隣に立つ真ま唯いに突然の質問をされて、わたしはきょとんと彼女の顔を見返す。

「えーと」

「そうか、私か。ふふ、面おも映はゆいな」

「待って、待て待て。違う、友達。フレンド」

　のんびりとした空気が流れてたはずの、ふたりっきりの屋上。天気もよくてさっきまでうとうとしてた気分が、どこかに行っちゃったじゃないか。

「てかなに、急に」

「今後、私がれな子をエスコートする際にね。食の好みぐらいは把握しておきたくて」

「じゃあ『好きな食べ物はなんだ？』でしょ！　あえてか!?　あえての言い間違いか!?」

　真唯はなにも言わず、微笑しながら風に金色の髪をなびかせた。む、ムカつく。

「ええと……ハンバーガーとか、フライドポテトとか好きだけど。あ、真唯食べたことある？　ナイフとかフォークじゃなくて手づかみで食べるんだよ」

「私をなんだと思っているんだい？　しかし、ジャンクフードか……」

　顔を曇らせる真唯。エスコート泣かせの選択肢を選んでしまった。

「ええと、じゃあ真唯はなにが好きなの？」

「れな子だね」

「それはもういい！　食べ物！　わかった、キャビアとワインとフォアグラでしょ？」

「私をなんだと」

　でも確かに真唯って、お弁当はいつも少食だし、サラダとかばっかり入ってるから、美味おいしそうになにかを食べている姿ってあんまり想像できないんだよね。モデルとして体型維持に余念がないし。

　真唯は胸に手を当てて微笑んだ。

「私が好きな食べ物はね、肉だよ」

「ああー」

　それはそれでかなり、っぽい。

「ハンバーグとか、焼き肉とか、すき焼きとか？」

「そうだな、その辺りはなんでも好きだ。牛がいちばん好きかな。だから外食もよくするよ。頻ひん度どは月に何回かぐらいだけどね」

「いいじゃん、お肉。わたしも好きだよ。だったら今度、一緒にお肉食べに行こうよ」

　ぱぁっと真唯が笑う。

「本当か？　それはよかった。だったら、オススメしたい店があるんだ。来週の土曜日とかどうだい？」

「え？　あ、うん、いいけど……」

　嫌な予感がした。

　ちなみに……と聞いてみる。

「そのお店って、相当お値段、すごい？」

「いや、そうでもないよ。味の割にはリーズナブルさ。そうだね、ひとりなら普段は五万円のコースを頼むんだが、今回はれな子と一緒だ。奮ふん発ぱつして十万円のコースにしようじゃないか」

「セレブかよ！」

　セレブだった。




　もちろんその店は却きやつ下かした。代わりに今度ファミレスに連れていってやるとしよう。果たしてこの王女様は６００円のハンバーグにどんな反応を示すのか。

　それはそれで、地味に楽しみなのであった。










メロンブックス特典ＳＳ




間話　ミイラ取りのれな子が危うくミイラになってしまいそうなお話









「君がほしい」

　風が吹き抜けた。

　休み時間、ふたりきりの屋上。真ま唯いはわたしを真正面に見つめて、いつになく真剣な面おも持もちでド直球の告白をしてきた。

「……えっ？」

　思わず焦あせる。頰が熱くなる。

　真唯の瞳の中に吸い込まれそうになる感覚。

　この女、顔面の偏差値がハーバードぐらいある。わたしはすっかり魅了され……。

　見つめ合うこと数秒。真唯は少しも揺らぐことのない美しさのまま。

「間違えた。君の写真がほしい、だった」

「…………」

「どうした？　なぜ睨にらむんだい？」

「いえ……」

　早はや鐘がねを打つ胸の鼓動と、わざとだか天然だかわかんない真唯から目を逸そらしつつ。

「でもなんで急に」

「いつでも隣にいて、君に逢あえたらいいのだけれど、現実はそうもいかないだろう。だから、せめて君の写真を持っていたくてね。いや、四し六ろく時じ中ちゆう、一緒にいられたら解決する問題ではあるんだが。共に暮らそうか？」

「暮らさない！」

　でも、まあ……。

　そういうことなら、わからないでもない。付き合ってるふたりがお互いをスマホの待ち受けにしてたりするって聞くし。いや、わたしと真唯は友達同士なわけですけどね？

「いいよ、別にそれくらいなら」

「本当かい？　よかった。それでは」

　真唯はスマホを取り出した。そのレンズがギラリと獰どう猛もうに光る。

「うっ」

　これは陰キャあるあるだと思うんだけど、カメラを向けられると急に緊張してしまう。表情やポーズがわからない。ていうかできれば撮られたくない。

　けど、現代の陽キャと写真は切っても切れない存在……。避けては通れないのだ……。

「ど、どうぞ？」

　胸の前で控えめにピースし、死刑執行を待つみたいな笑顔でスタンバってると、真唯はじっとスマホを操作してこっちを一いつ顧こだにしない。

　なんだこれ、焦じらしプレイか？

「あの、真唯」

「ああ、すまない。ええとね、れな子、再来週の日曜日は空あいているかな？　ちょうどお世話になっているカメラマンの方が、来日するみたいなんだ。君が良ければ、スタジオとスタッフの予約を取ろうと思うんだが」

「よくないなあ!?」

　わたしは全力で真唯の肩をがくがくと揺する。

「なんなの!?　宣材写真でも撮るつもり!?　アルバム作る気!?」

「特にそういうつもりではないが、写真と言ったら他になにかあるのかな」

「今あんたが持ってるその板だよお！」

　真唯は難しい顔をした。

「スマートフォンでポートレートか……。レフ板ばんもなく……？　大丈夫なのか」

「それは知らないけど、スタジオとかぜったい行かないから！」

　あまりにも恥ずかしすぎるでしょ。大勢に囲まれながら、頭の中でずっと『シテ……コロシテ……』って泣き叫ぶことになるよ。

「むう、ならばこれを使うしかないか……」

　カメラモードに切り替えた真唯が、そのレンズをようやくわたしに向けてくる。

　緊張の瞬間、再び。ぎくっとして待ち構えてると、真唯が大きくため息をついた。

「だめだ、緊張してきた。私がれな子の可愛らしさを本当に切り取ることができるのかどうか、不安だ……」

「いや、待って！　ハードルあげないで！　十じつ把ぱ一ひと絡からげのビジュアルですからわたし！　てかいいから早く撮ってよ！」

「そうか、君がそこまで言うなら」

　なんでわたしがお願いしている立場になってるのかぜんぜんわからないけど、ようやくパシャリと真唯が写真を撮ってくれた。

　ふう、終わった……。

　でも真唯はまだ大げさにスマホを覗のぞき込んでいる。

『こんなんじゃゼンゼンだめだ！』とかごねられるんじゃないかとヒヤヒヤしてると。

　その唇が、ふわっと緩ゆるんだ。

「かわいい」

「む…………」

　微笑む真唯に、なんとも言い難がたいむずがゆさがこみ上げてくる。

「じゃ、じゃあ、真唯には写真を撮る才能もあったってことじゃない？」

「そうかもしれない。だが、同じぐらいに被写体がいいのだろう。うむ、そうか……これが皆、私を撮影したがる気持ちなのかもしれない……」

「世界的モデルと庶民派女子高生を、同列に並べないでくれない……？」

　真唯が顔をあげる。その目がキラキラ輝いていた。

「れな子をもっともっと撮りたい」

「えっ、ええ……？　一枚あればじゅうぶんじゃないの……？」

「次は横顔がいい。そちらを向いてくれ」

「恥ずかしいんだけど……」

　パシャリパシャリと音がする。真唯も、なんでこんなので、はしゃぐのか。針のむしろだ。

「うん、いい。かわいさの中にも、一いち抹まつの寂しさを感じて、今すぐ抱きしめたくなってくる。じゃあ今度は目線をこっちに」

「あーうー」

「口元に手を添えてみてくれ。顎あごを引いて。上うわ目め遣づかい、かわいいぞ。さすがれな子だ。ああ、いい。かわいいかわいい。振り返る姿も撮っておこう。立ち位置は、太陽を背にしてみよう。うん、逆光の中のれな子、輝いている」

「いつまでやるのこれ……」

　真唯はずっと楽しそうだ。無邪気にはしゃいでるせいでむげにもできず、居心地悪そうなわたしが真唯のスマホの中に収められてゆく。

「撮れば撮るほど、違ったアングルやポーズを試したくなってくるものだね……。好きな人を撮るっていうのは、心が躍おどる。楽しいな」

　このままじゃ、休み時間いっぱいわたしの撮影会が続きそうだ。

　まったく心が休まらない！

「あ、あのさ！　だったらわたしも、友達の写真、何枚かほしいんだけど！」

　せめて、撮られるよりは撮るほうがマシのはず。そんな気持ちで、攻守交代をリクエストする。

「そうか、そうだな。君にもぜひこの気分を味わってもらいたい。さあ、どうぞ」

　よしよし。

　あとは適当に真唯の写真を撮って、この場をやり過ごそう。

　わたしは掲かかげたスマホの画面に真唯を収めて、ろくに確認もせずに写真を撮った。

　モデル相手になんて雑な撮影……と思わないでもないけど、まあその、なんだ。今は『親友』としての真唯だからね。

　じっくり撮ると、ミイラ取りがミイラになりそうだし！

　真唯はご満まん悦えつの笑顔。

「ふふっ、これでれな子も寂しくなったら、いつでも私を見ることができるね」

「ああうん、そうだね……」

　適当にうなずいて、撮った真唯の写真をちらりと見る。

　……まあ、うん。

　そこには子供みたいな笑顔を浮かべて、楽しそうな真唯が写っているわけで。

　そりゃまあ、当然のごとくめちゃくちゃ美人で、ピントも合ってないくせにオーラを感じられるような一枚になってしまってるわけで。

　ん[image: ～][image: ～][image: ～]……。

　なんかこれ、撮るほうも恥ずかしいなあ！

「えい」

「なぜ消すんだ!?」

「なんとなく！　はいはい、もうおしまい、おしまいです！」

　だって。

　寂しくなったときに『なにしてるー？』ってメッセージ送るんじゃなくて、写真見るとか、そんなのめちゃくちゃ恋してるっぽいじゃんか！










アニメイト特典ＳＳ




間話　キスする理由を尋ねたれな子が真唯の口八丁に丸め込まれるお話









「キスがしたいな」

「…………」

　急に真ま唯いが夢見る乙女のようなことを言い出した。

　お昼休み。昼食後にわたしと真唯はそれぞれ別々に、屋上へとやってきた。

　ここでのひとときは、本当に癒いやし。

　真唯の戯たわ言ごとだって、右から左へ、風のように流れてゆく……。

「いやいやいや待って待って、なんで顔近づけてくるの!?」

「ちゃんと断りを入れたじゃないか。キスがしたいな、って。君は否定しなかったから、なるほど、想いが通じ合っているんだな、と」

「独特の論理展開やめて！　てか学校ではしないんだってば！」

「なぜ？」

「だ、誰かに見られでもしたら、困る」

「私は職業柄、人の視線に敏感でね」

　真唯は洞窟に流れる風を見つけるみたいに、人差し指を立てた。

「うん、大丈夫だ。今なら神様だって見ていない」

　微笑みながら、自信満々に言い切る真唯は、改めて身を寄せてきた。ぐぐぐ、と両肩を押し返す。

「だーもう！　ところ構わずしてこようとするの、ほんとやめて！」

「ところは構っているよ。例えば教室では言ってないだろう？」

「当たり前だから！　エッヘンドヤ顔するな！」

　わたしは極めてまっとうなことを言っているつもりなのに。

　真唯は、やれやれ、と肩をすくめた。解げせぬ。

「好きな子のワガママというのはかわいいものだし、なるべく聞いてあげたいのだけどね」

「わがまま!?　わたしが!?」

　こいつほんと、こいつ……。

「てか、なんでそんなにしたがるの……。キスとか……」

　迫られながらもわたしがガードを固くしていると、真唯は「ふむ」と顎あごに手を当てる。

「人間がキスをするのは、高度な情報の伝達を目的にしている、という説があってね」

「……そうなの？」

「ああ、顔と顔を近づけると、まず匂いを感じることになるだろう。唇の接触は神経と神経の接続だ。唾だ液えきにはもっと多くの情報が含まれている。ＤＮＡによって、生殖状態や免めん疫えきを確認することだってできるから、人はキスを必要としているのだ、とね」

「へええ……」

　まったくロマンチックじゃないけど、面白い話だ。

「というわけで」

　と、真唯はあらゆる人間が遺伝子的に惹ひかれるような笑みを浮かべる。

「私が君とキスをしたがるのは、より多くの君の情報を必要としているから……というのは、どうかな？」

「あの……ええ？」

「れな子、君のすべてを私は知りたいんだよ。一分一秒、常にアップデートし続ける私たちだからこそ、いつでも最新の君を覚えていたいんだ」

　そう言って、顔を覗のぞき込んでくる真唯。

　しっとりとした水みな面ものような瞳に、思わず喉のどを鳴らしてしまう。

「だ、だからって」

「れな子」

　真唯の手が頰に添えられて、わたしは思わず目をつむってしまった。

　うう。もうだめだこれ。きょうは、逃げられない……。

　真唯の顔が近づいてくる気配がする。まぶたの裏で思い描いた彼女は、こっちの心臓が破裂しちゃいそうなほどにきれいだし。

　ふわりと真唯の香りがした。それは秘めやかに甘く、凜りんとして爽さわやかだった。

　やがて、唇に温かくて柔らかな感触。ずれた秒針が合わさって、再び同じ時を刻みだすような、そんな感覚がした。

「ん」

　唇の表面を舐なめられる。真唯の舌が控えめに、わたしの唇のすぐ内側に、唾液を残していく。自分の遺伝子情報、触れ合うだけでは知りえない、そのＤＮＡを。

　思わずぶるりと震えてしまった。わたしの手を、真唯が手のひらで優しく包み込む。

　薄く目を開く。

　すぐ前で真唯が花のように微笑んでいた。

「う、ううう」

　わたしは慌あわてて視線を外しながら、うつむいて頰を熱くさせる。

「また、流されてしまった……」

　敗北感。

「ふふ、なるほど。君にはああいったロマンチックなロジックが有効なんだね。これからも活用させてもらうとしようかな」

　真唯を上うわ目め遣づかいに睨にらみながら、口を尖とがらせる。

「……さっきのほんとなの？　情報を必要としている、っての」

「もちろん。私が君にウソを言うはずがないじゃないか。理由のひとつではある」

　胸に手を当てて、身の潔白を証明するみたいに言い張る真唯。

「……他の理由は？」

　真唯は清らかに微笑んだ。

「それが、心地いいから、だよ」

「………………」

　思いっきりツッコミを入れようとして大口を開けたものの……結局、言葉は出てこなかった。

　なぜなら……真唯とのキスは、あれこれ理屈をこねくり回してみたところで、確かにただ単純に、実際きもちよかったのだから……。

　ぐう。
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間話　四者四様の心理テスト




メロンブックス　ノベル祭り２０２０年夏ＳＳ









「それでは心理テストです。ばばーん！」

　いつものお昼休み、まったりとした空気だ。

　そんな中、香か穂ほちゃんがスマホを見ながら指を立てた。こういうときに話題を提供する率が高いのも、香穂ちゃんだ。

　真ま唯い、紗さ月つきさん、紫陽花あじさいさん、それにわたしの視線が、一斉に香穂ちゃんを向く。

「えー、あなたは深い森の中を歩いていました」

「どうして？」

「登山じゃないかなあ」

「だとしたら、遭難している可能性が高いね」

　紗月さん、紫陽花さん、真唯が口々に喋しやべるも、香穂ちゃんは気にせず。

「すると、突然目の前に動物が飛び出してきました。その動物とはいったい!?　五択になっています。クマ、孔く雀じやく、うさぎ、鹿しか、そしてマンモスです」

　高校生にもなったし、もう心理テストで一喜一憂するような年でもない。それはみんなわかっているので、暇ひまつぶしの話題みたいなものだ。

　紗月さんがめちゃくちゃどうでもよさそうに言う。

「じゃあ孔雀」

「えー、孔雀を選んだあなたは、ロマンチスト。見果てぬ夢を追いかけて、いつまでもがんばっていますね。先は長く遠いですが、諦あきらめずに進んでください。日本の森にいるはずのない孔雀だって、いつかはきっと見つかるはずであ痛！　なんで!?」

「なんとなく」

　香穂ちゃんにチョップをした紗月さんは、そのまま視線を逸そらす。当たっていたのか外れていたのか謎……。

「じゃあ私は、鹿かなあ」

「はい、アーちゃんは鹿。どれどれ。これは……おお……！」

「え、なになにー？　そんなに溜めるー？」

「ふふっ、アーちゃんらしいなって」

　紫陽花さんが香穂ちゃんの肩に触れて揺らす。イチャイチャしてるじゃん。かわいい。

「鹿を選んだあなたは、心優しい母性の塊かたまり。あなたの優しさにきっといつも周りのみんなは助けられているでしょう。でも困ったことがあったら、あなたも周りを頼ることを忘れずに。鹿は群れで生きていく動物なのですから。だって！」

「えー？　そんな母性の塊とかじゃないよー」

「ていうか、私のとだいぶ違わないかしら」

「さ、ほら、マイマイは？」

　真唯はキメ顔で言った。

「マンモス」

　やっぱり…………。

　あまりにも王おう塚づか真唯。

「あなた、いるわけないでしょそんなの」

「でも、現れたら面白いじゃないか」

「常識で考えなさいよ」

「紗月。常識で考えたら、孔雀は日本の森にはいないよ」

　ふつうに紗月さんが舌打ちした。わたしは震え上がる。

「さて、マンモスを選んだ私への回答は？」

「うん……あっ、これすごいよ、マイマイ！」

「ほう、それは楽しみだ」

　香穂ちゃんが読み上げる。

「マンモスを選んだあなたは、常識では計り知れない価値観の持ち主。他人の評価など気にすることなく、自みずからの道を突き進みましょう。芸術家として大成するタイプ。あっ、それに今すぐ恋をするべきって書いてある！　あなたのそばにはいつだって素晴らしい女性がいるはず……ちなみにその子の名字は小こ柳やなぎで始まるとかなんとかかんとかごにょごにょ」

　香穂ちゃんの健けな気げなアピールも気にせず、真唯はくすりと笑った。

「そうか、たしかに素晴らしい女性はいるかもしれないな」

「えっ、あ、うん！」

　ぽぽぽと香穂ちゃんの頰が赤くなる。乙女っぽいリアクションであった。

　ぜったいに目を合わせない。合わせないからな、真唯。

「で、れなちんは？」

「えっ？　あ、えと、わたし？」

　わたしは……そうだな。残っているのはクマとうさぎだけど、深い森の中でクマに会いたいわけがない。よし、ここはうさぎだ。

「じゃあ、うさぎ……」

「うさぎ、うさぎ……は、と。おおー」

　香穂ちゃんはもったいぶって、わたしをチラチラ見る。大したことはないはずだけど、なんか緊張してしまう。

「れなちんっぽい」

「そ、そう？」

　香穂ちゃんが告げてきた。

「うさぎは性欲の象徴。あなたはどんなときも愛に生きる恋愛体質人間。普段はむっつりと隠しているその本性も、もしかしたら周りに筒抜けかも？　妄想はほどほどにしましょう！」

「なっ――」

　紫陽花さんが口を手で覆おおって、真唯が「ほう」と面白そうに笑い、そして紗月さんが大きなため息をついた。

　わたしはきっと真っ赤になりながら、ニヤニヤしてる香穂ちゃんに向かって叫ぶ。

「ち、ちがう[image: ー][image: ー][image: ー]！」

　わたしは恋愛とかぜったいにしないから！　恋より友情！　間違いなく！

　違うんだからね！　真唯！










間話　１・５章　みんなの職業なんだろね




アニメイト特典ＳＳ









　授業が始まる前、紫陽花あじさいさんとの心癒いやされる歓談のお時間。

　というか、わたしの人生においてそんな幸せな出来事が訪れるなんて、すごい。思わず神に祈る。天使の紫陽花さんをわたしの前の席に配置してくださってありがとうございます、神様。席替えの神様……。

「じゃあじゃあ、れなちゃん」

「あっ、はい」

　体ごとこちらに向いてきた紫陽花さんが、胸の前で指を絡からめながら告げてくる。人を笑顔にさせるようなふわふわとした声色に、わたしの相そう好ごうが崩れてゆく。

「もしファンタジーの世界で冒険するなら、みんなの職業はなにがいい？」

「あ、えっと」

　朝のおしゃべりの続きだ。

　あのときはわたしが紫陽花さんは僧侶かなーって言ったのを、武道家がいいってリクエストされたのだ。

「ちなみにれなちゃんが勇者ね」

「ん[image: ～][image: ～]なるほど」

　わたしが勇者、わたしが勇者か……。

　なんか王様に会いに行ったら、がっかりされそうだな……。『よくぞ来た勇者。……えっ、勇者？　おぬしが？　村娘ではなく？　……はぁ……そっか……。ああ、宝箱にあるからお金、適当にもってって』みたいな。

　いや、ていうかなんで妄想の中でまで、そんな悲惨なリアリティある想像しちゃうんだわたし。もっと自分に都合よく考えろ！

「そう、わたしは天下無敵で最強の勇者……。剣を振れば山が真っ二つ、魔法で海も干ひ上あがらせて、人徳があって、世界中に求められた勇者……誰がなんと言おうと勇者……」

「れ、れなちゃん……？」

　紫陽花さんが心配そうに声をかけてきてくれる。

　大丈夫だよ。なんたってわたしは最強の勇者だからね。

　よし、マインドコントロールは済んだ。それでええと。

「他のみんな。紗さ月つきさん、香か穂ほちゃん、王おう塚づかさんだね」

「うん」

「とりあえず、紫陽花さんは僧侶固定として……」

「わかった」

　ぐっと拳を握り込む紫陽花さん。

「みんなの怪け我がをがんばって回復させるね。むむむーって」

　眉み間けんにシワを入れる紫陽花さん。可愛さの魔力であった。

　傷ついたら紫陽花さんに回復してもらえる……。

　少しぐらいの無茶も平気そうだ。

　それどころか、もし死んだとしても、紫陽花さんに生き返らせてもらえるんだったら、それはある意味ではご褒ほう美びなのでは……？　まさしく天使じゃん。

「ええと、じゃあ紗月ちゃんは？」

「紗月さんは魔法使い一択だよね」

　わたしは間かん髪はついれずに答えた。決まってる。

　紗月さんは相手の弱点をつくのがあまりにも得意そうだ。寒さを嫌がる魔物に氷呪文を。熱を嫌う魔物に炎呪文を。パワータイプのモンスターには、弱体化魔法もお手の物。

　あと、生物相手にはめちゃめちゃ毒とか使いそう。

「あの手この手で魔物を苦しめるんだよ。魔法使いっていうか、もはや魔女」

　しかもすごい楽しそうにやるんだ。

　簡単に死ぬと舌打ちして、『チッ……つまらないわね……、もっと歯ごたえのある敵はいないのかしら』って髪をかきあげてさ。こわい。

「確かに、紗月ちゃんってすっごく頭いいもんねー」

　紗月さんの性格についてのご意見を『頭がいい』の一言で表す紫陽花さん。

　あらゆるチクチク言葉を、ふわふわ言葉に言い換える名人であった。

　次はええと、香穂ちゃんか。

「香穂ちゃんは、なんとなく戦士っぽいよね」

「あーわかるかもー」

　わたしの言葉に、紫陽花さんも笑う。

「我先に、武器を振り回しながら突っ込んでいきそうだよね」

　体はちっちゃいけれど、そのハンディを克服するみたいに大きな武器を担かついだりしてさ。

　あんまり魔物を怖がったりもしなさそうだ。

　楽しそうにぶっしゃぶっしゃと血しぶきをあげながら、戦場を駆け回りそう。こわくない!?　香穂ちゃんそんなキャラだったかな……？

　頼りがいはありそうだ。紗月さんが苦しめて、香穂ちゃんがトドメを刺して、紫陽花さんがふたりを癒やす。

　あれ、わたしは？

　戦い終わった後で、三人を褒ほめ称たたえる係かな。勇者とはいったい……。

「というわけで、わたし、紫陽花さん、紗月さん、香穂ちゃんの四人パーティーか」

　勇者、僧侶、魔法使い、戦士。かなりオーソドックスなバランスだ。うまくまとまったと思う。

　そこで紫陽花さんが尋たずねてくる。

「真ま唯いちゃんは？」

「王塚さんは……」

　頭の中に『やあ』と笑顔で手を振る真唯の顔を思い浮かべる。

「勇者……？」

「ふたり目!?　勇者はれなちゃんだよ」

「それはそうなんだけど……」

　真唯が勇者なのは、似合いすぎる。その場合、れな子勇者ぜったい偽にせ者ものでしょ。

　他にはなんだろうと首をひねっていると、紫陽花さんがぱちんと両手を合わせた。

「囚とらわれのお姫様とか、どうかな」

「迷宮の奥深く、魔物に囚われたお姫様、王塚真唯……」

　ぽわぽわと思い浮かべる。

　鉄てつ格ごう子しの中で優雅に脚を組む真唯。シエスタに紅茶を味わいながら、ときおり気けだるそうな顔で天井を見上げる。『ふぅ……。きょうこそ、勇者は私を助けに来てくれるのかな。ああ、待っているよ、愛いとしいれな子……』 あかん。

　どう考えても既成事実を作り上げられてしまう。

　囚われの姫はだめだ。勝手に脱出してくれ。真唯ならきっとできるよ。

「よし、わかった。紫陽花さん」

「いいのあった？」

「王塚さんは、遊び人にしよう」

　さすがに紫陽花さんも笑ってくれた。




　こうして、わたしたちは旅に出た。

　なにもできないけど必死にがんばるれな子と、パーティーの天使である紫陽花さん、攻撃の要かなめの紗月さんと香穂ちゃん。そして気まぐれに後ろのほうで竪たて琴ごとを弾ひいたりして、戦い終わった頃にやってくる真唯の五人で世界を救うのだ。

　だめそう！










間話　２・５章　紗月さんのアルバイト事情




とらのあな特典ＳＳ









　二週間の恋人契約の期間。いつものように、駅まで紗さ月つきさんとの帰り道。のんびりとしたテンションで、そういえば、とわたしは口を開いた。

「紗月さんってどうしてクイーンドーナツでバイトしてるの？」

「どうしてって……なに？」

　思った以上に鋭い目に、一瞬ヒエッてなってしまう。なんかダメなこと聞きました!?

　わたしはいつまで経たっても、世間話のチョイスがうまくならないなあ！

「いや、ほら、その……制服、すごいかわいいし！　紗月さんもああいうのに憧あこがれてたりするのかなあって！」

「あなたはそうなの？」

「え？　いや……わたしは別に……？」

　質問を質問で返されて、わたしはふるふると首を振った。

　わたしがかわいい服を目撃したときに起きる脳内の反応は、かわいい→着たい、では決してなく、かわいい→かわいいなあ、である。あるいは、かわいい→かわいい子が着たら似合いそう、だ。紗月さんはめちゃくちゃ似合ってた。

　紗月さんはこちらに横顔を向けつつ、髪を耳にかける。

「家から近くて、飲食店ならどこでもよかったのよ。ファストフードでも、牛丼屋でも」

「牛丼屋でバイトする紗月さん……」

　面接で採用する店長も、きっと困るだろうな……。わたしだったら『え、店間違えてない？』って言っちゃう。

「その中でクイドを選んだのは、キッチンスタッフだけ募集してたから」

「え、でも紗月さんめちゃくちゃ接客してたじゃん」

「……」

　紗月さんが思いっきり眉根を寄せた。不本意そうな顔！

「店長にも言ったのだけれど。自分は接客が苦手だからキッチンがいい、って。でも、人手が足りないらしく、今は接客も手伝っているのよ」

「そっかぁ……じゃあわたしが目撃した紗月さんは、たまたまかあ」

「ちなみに、今月はずっと接客の予定よ」

「もう接客じゃん!?」

「違うわ。私はキッチンスタッフよ。今はたまたまそういう時期なのよ……」

「恋人が浮気していることをぜったいに認めない女みたいな顔で言われても…………」

「私が接客に回されたからって、代わりにキッチンに入った先輩もいたわ」

「もう自分でわかってるじゃん!?」

　紗月さんは舌打ちをした。突っ込みすぎたかと、思わず震える。

「どこにいってもそうなのよね。人に関わりたくないって自分の意志を表明しているはずなのに、結局こうなるんだわ。理不尽よね」

「まあ、そりゃあ……」

　すっと通った鼻び梁りよう、薄くつややかな唇、それにバッサバサのまつげと、きらめくような黒い瞳を横目に、そりゃそうだろう、としか思えない……けれど。

　とはいえ、コミュ障のわたしは紗月さんの境遇に同情してしまう。

「大変だね、紗月さんも……」

「まあね。でも、仕方ないわ。美人に生まれてしまったがゆえの苦労だもの」

「あっ、そこは自覚してるんだ!?」

　いきなりはしごを外されて狼ろう狽ばいするわたしに、紗月さんはいたずらっぽくクスッと笑みをこぼしたのであった。

　ちょっとぉ！　わたしの同情返してくださいよ！










間話　４・５章　初めてのプレゼント選び




メロンブックス特典ＳＳ









　午後八時。わたしは自室に寝っ転がりながら、うなっていた。

　ゲームの練習を一時中断してでも、やることがあったのだ。

　それは目前に迫る紗さ月つきさんや真ま唯いとの勝負と同じぐらい大切なことだった。つまり――。

「……紗月さんの誕生日プレゼント……」

　スマホの通販ページを凝ぎよう視ししたまま、つぶやく。

　決戦の日の翌日。ささやかだけど、わたしたちは紗月さんのお誕生会を開くことになっていた。もちろんわたしがふたりに勝つことができたら、なんだけど！

　うう、胃が痛くなってきた。ダブルの意味で……。

　とはいえ、勝ったときのために、プレゼントも用意しておかなきゃ……。

「紗月さんって、どんなプレゼントを喜ぶんだろ……」

　ていうか、人にプレゼントを贈るなんて、いつぶりだろうか。小学校？　中学校？　あ、いや、妹には一応、わりと毎年プレゼントを贈っているな。身内相手のもカウントしていいのかはさておいて。

　ここ二週間で、紗月さんの人となりは知ることができた。けど、プレゼントとなるとまた話は別だ。こちらの気持ちだけがこもったものを渡しても『え？　う、うん……あ、ありがと……』って目をそらされながら、そそくさと鞄にしまわれてしまう可能性が高い。嫌だ！

　せっかく渡すんだから、相手に喜んでもらわないと……。でも、紗月さんが喜ぶものっていったい……。

　あれでもないこれでもないと考えて、最終的に木彫りのクマとか玄関に飾ってもらうのはどうだろう……とかいうやばい思考に陥おちいりそうになって、わたしはがばっと起き上がった。

　だめだ。ありえない第三の選択に逃げようとしちゃ！　ちゃんと、ちゃんと考えるんだ！

　木彫りのクマとか渡したら、ぜったい陰で『クマ子』とか呼ばれるでしょ。二年生になって初めて話す子から『あっ、クマ子ちゃんー……じゃなくて、ええと、れな子さんｗ』って言われて、そこで初めて自分のあだ名がクマ子だったって知るパターンだよ。

　うう。わたしは友達にＳＯＳを送る。とりあえず、なにを買ったかをリサーチだ。ヒントをもらおう。あと、かぶらないようにって。

　真っ先に返信が来たのは、香か穂ほちゃんだった。

　香穂ちゃんだったら、なにかウケ狙いのものをあげたりするのかなって思ったけど。

『あたしは、アーちゃんと一緒に買いに行ってきたよ。かわいいブックカバー！』

　小顔の横にブックカバーを添えている香穂ちゃんの、笑顔の自撮りが送られてきた。

　かっ、かわっ……！

　あまりのかわいさに思わず言葉を失ってしまった。

　芸の神に愛されているかのように、香穂ちゃんってぜったいにスベらないよな……。０点から１００点まで、常に自分でコントロールできるイメージがある……。

　しかもブックカバー剝むき出しのままってことは、家で包装をするんだろう。すごい、なんでもできるじゃん香穂ちゃん……。魔法少女マジカル☆香穂ちゃんじゃん……。

　わたしが尊敬の念を込めた返事をすると、そのタイミングで紫陽花あじさいさんからもメッセージが届いた。

『私はねー、ボディミストとハンドオイルだよー』

　遅れて、ちっちゃな包装を胸に抱いた紫陽花さんの自撮りも。

　うっわ……か、かわい……。

　こちらもすごい。お友達への誕生日プレゼントと一緒に写ってる紫陽花さん、人間の善の部分だけをより集めた完成品って感じがする。

　しかもふわふわな部屋着を着てて、おしゃれかわいい女の子だし……。

　返信した後、わたしは頭を抱かかえた。

　友達へのプレゼントひとつとっても、わたしにはまったく経験値がない……。ふたりはきっと、中学時代でもまっとうにクラスの中心にいて、お誕生日イベントを何度もこなしてきたのだろう……。

　それに比べてわたしってやつは……。続編映画の３だけ見て、ふたりと表面上だけでも話を合わせようなんて姑こ息そくな真似をするようなやつ……！

　すごい悲しくなってきたけど、でも、今さらだ。打ちのめされることには慣れきっているし、ふたりが自分より遥はるかに優れた人間だなんてことは、とっくに知っている。

　それでもわたしは陽キャになるって自分に誓ったんだから、ちゃんとやり遂とげるんだ……。

　よし。

　ネットで調べよう。

『女子高生　プレゼント』で検索すると、膨ぼう大だいな検索結果が表示された。

　えっ……よりどりみどりじゃん!?

　わたしの心は、にわかに軽くなった。

　最初からこうすればよかった！　人生、チョロい……。

　文明、最高！

　わたしは検索結果からこれだと思うものを選んで、すぐに注文をした。現地に行かず通販で済ますあたりが、実にわたし。

　届いたものをラッピングするのにはまた一苦労あったんだけど、それは置いといて……。





＊＊＊






「開けてもいい？」

　真唯と紗月さんとの決戦も終わり、ふたりが見事仲直りを果たしたその翌日。

　紗月さんの誕生日会もそろそろ解散かなってなってきた頃に、紗月さんがおもむろにわたしを見つめながら問いかけてきた。

「あ、はい。どうぞどうぞ」

「ん」

　やばい、緊張してきた。

　香穂ちゃんや紫陽花さんのは間違いなく喜ばれるだろうけど、わたしは無難オブ無難のプレゼントを選んだからな……。１００点は取れずとも、赤点にはならないと思うんだけど……。

「あら」

　包装紙を破ると、出てきたのは小さな容器。

「香りつきの、バスソルトなんだけど……ほら、紗月さん、お風呂好きっぽいし」

「なるほどね」

　ありがとうでも、嬉しいでもなく、紗月さんの返答は『なるほどね』だった。

　え、なに!?　なんで納得しているの!?

　わたしは途端におろおろした。いや、正解だったはずなんだけど……！　だってほら、なんか、おしゃれっぽいし!?　ネットにもそう書いてあったし！

　ただ、紫陽花さんや香穂ちゃん、それに真唯からのプレゼントでさえ喜んでいた紗月さんが、わたしに対してだけ『なるほどね』は不穏すぎた。

　くっ、心臓がばくばくする……。冷や汗が……。

　わたしは間違ってしまったのか……？

　それぞれお会計を済ませてカフェから出ようとしたときに、紗月さんがそっと耳打ちをしてくる。

「甘あま織おり」

「は、はい」

　くすっとした笑い声。

「こんなのプレゼントしてくるなんて、また一緒にお風呂に入りたいってこと？　まったく、ほんとうにあなたはいやらしいわね」

　頭が爆発しそうになった。

「ちっ、ちが！　ちがいま！」

　あとには笑い声。紗月さんが楽しそうに歩んでいくその背中に、わたしは必死に手を伸ばす。

　ちょ、あの！

　違いますけどー!?
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メロンブックス　ノベル祭り２０２１年夏ＳＳ




間話　１・１章　夢日記をつけてみたらめちゃめちゃ後悔した









　甘あま織おりれな子――わたしは、割と夢を見るタイプだ。基本的には直前まで遊んでいたゲームとか、見ていた漫画とかにモロに影響された夢ばっかり見るんだけど。

「……なんか、よくない夢を見た気がする……」

　カーテンから朝日が差し込む中、ベッドに起き上がってひとりつぶやく。

　高校一年生の夏休み。趣味に溺れた毎日を過ごして、最高にハッピーな気分でいたはずなのに、衝撃的な夢のせいできょうはどうにも体が重かった。

　この日の夢は、というと……。

　わたしが友達の王おう塚づか真ま唯いに誘われて、なんかすごい豪遊した後、豪華なホテルに泊まり、そしてそこで……その、真唯にキスをされてしまう、夢だった。

　いや、本当はキスされたあとも続きがあって、そこではキスよりもっとすごいことをされたりしたんだけど……。真唯はあくまでも『れまフレ』なのでノーカンということで。

「……別に、わたしが真唯を意識しているわけじゃ、ぜんぜんないし……」

　誰にも聞こえない言い訳をして、なんだか悔しい気持ちになる。

　さすがに夢の中まで現れてくると、もうどうしようもない。真唯がわたしの夢に入ることのできる装置を開発して、わたしを意識させようとしているのなら、対処法もあるけど……。

「あ、そうだ」

　そこでわたしは閃ひらめいた。

　夏休み、夢日記をつけてみよう。

　そう、一日中引きずるくらいなら、日記に書き残してさっさと忘れる。それに毎日日記をつけたら、真唯が特に登場頻ひん度どが高いわけでもなんでもないということが、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　うん、いいアイデアかも！　わたしは早速、スマホにきょうの夢を書き綴つづる。真唯に、キスをされて……って、文章に残すの恥ずかしいなもう！

　でもこれで、ちゃんとした統計情報が取れる。データは噓をつかないからね。わたしは安心して早速、ＰＳ４の電源を入れてから顔を洗いに行く。軽く朝ごはんを食べた後は、一日中ランクマを潜もぐるのだ。充実した、極上の夏休みの過ごし方だった。




　で、その日からしばらく、夢日記をつけた結果。





７月某日



　この日は真唯とバイクに乗って外を走り回る夢を見た。なにやら追手に追われたんだけど、真唯が謎の力で謎の追手を吹き飛ばして、謎のエンディングテーマが流れる中、その場で真唯になんかすごい、こう、いやらしいことをされた……。





７月某日



　この日は紗さ月つきさんと手を繫いで川のほとりで散歩している夢を見た。いつの間にかわたしは上下下着姿になってて、物陰に隠れたんだけど、そしたら紗月さんが無理矢理わたしの手を引いたので恥ずかしかった。あと紗月さんにもキスをされた。





７月某日



　すっかりと国民的アイドルになってしまった紫陽花あじさいさんが武道館でライブをしているのを、めちゃくちゃ遠くから見守っていた。サイリウムも振らず、周りの観客に「あれわたしの友達だったんですよへへへ」と自慢していた。普通に迷惑だった。





７月某日



　高いビルの屋上から、飛び降りる夢を見た。ふわふわと空を漂っていると、公園みたいなところについて、そこには真唯が待っていた。いっぱいパンをもらって食べてたら、真唯と一緒にお風呂に入ることになった。胸を揉もまれて悔しくなって胸を揉み返した。柔らかかった。





７月某日



　なんとこの日はダブルだった。ファミレスに入ると、真唯と紗月さんがいた。店員なのに同じ席に座ってきた。困っていると、左右から真唯と紗月さんがわたしを挟んでケンカを始めた。ふたりはふたりだけでケンカしているくせに、なぜかわたしにちょっかいをかけてきて、いつの間にか体をめちゃめちゃにもてあそばれた。すごい刺激的だった……。




　わたしは書き連ねた夢日記のファイルを眺めて、ぷるぷると震えていた。

「なんだ、これ……」

　思わずスマホを壁に叩きつけようかと思った。

「いやらしい夢ばっかりじゃない!?」

　まさかここまでとは。『データは噓をつかないからね』と過去のわたしがにっこり笑っていた。その顔をショットガンで吹き飛ばしてやりたい。

　心に焼きついた刺激的な事件は、わたしの深層心理にも深く刻み込まれているようだった……。うわーん！　なんでこんなことになっちゃったんだよ！　わたしは甘織れな子！　純粋で健全な高校一年生です！










間話　１・３章　最高の夏休みの過ごし方




メロンブックス特典ＳＳ









　最高の夏休みの過ごし方。

　それはクーラーの効いた部屋で一日中ゲームをすることだ。（断言）

　はあ、楽しい、楽しすぎる……こんな毎日を過ごして一生生きていきたい……。

　一日二回のごはんとお風呂とトイレ以外、ずーっと部屋に引きこもっていると、『あれ、わたしって本当に陽キャになりたかったんだっけ？』と疑問に感じてくる。来世にしよっかな？

　家の中だと、他の人の目とか一切ないから、自分がどれだけヤバ度が進行しているのかも、わからなくなるわけで。

　だから、夕食のときに妹が。

「お姉ちゃん、最近終わってない？」

　とか言ってきたときも、なに言ってんだコイツ……？　と眉をひそめるばかり。

　だが、そう。

　一切手入れしていない髪は伸びっぱなしでボサボサ。だるだるのシャツを着て、目の下にはクマもできているわたしは、間違いなく終わっていたのだった――。




「よし、妹よ。いつでもいいぞ」

「はあ」

　一週間ぶりに髪を梳とかして、ちゃんとうっすらメイクを整えたわたしは、ジャージを着てひとりでストレッチを行っていた。

　うーん、朝の空気が気持ちいい！

　朝の六時。わたしたちは近くの、そこそこ大きな公園にやってきていた。

　こんな時間だってのに辺りにはウォーキングの方々がけっこういて、みんな真ま面じ目めに人生しているんだな……とわたしはしんみり感動してしまう。

「別にお姉ちゃんが終わっててもなんでもいいんだけど、なに急にやる気出しているの？」

　妹もまたジャージを着ている。中学のジャージですら、妹が着るとオシャレアスリートウェアみたいに見えるのがまた憎い。

「ふふふ、妹よ。コンコルド効果って知っているかい？」

「知らないけど」

「このまま投資を続けていると、損をするとわかっているのに、でもこんだけ投資をしてきたんだから今さらヤメられないでしょ！　って気分になっちゃう心理効果だよ」

「損をするとわかっているならやめればいいのに」

「（話を聞かず）まあ最近では『面白くないなー……』って思いながらも、だらだらとソシャゲを続けちゃう気持ちにも当てはまるね。これまでずっと時間を使って育成してきたことが、やめた途端にすべて無駄になっちゃうわけだから……」

「面白くないならやめればいいのに」

　正論マンしかいない正論星からやってきたのかコイツ？

　わたしはぐっぐっと腕をひねりながら。

「つまりね、夏休みを怠たい惰だに過ごすのは楽しい。けど、それを続けていると、わたしが一学期にやってきた陽キャとしての苦労が水の泡になっちゃうんだよ……。それがもったいなくて、わたしは夏休みの間もある程度は陽キャとして過ごすべきなのだ……」

「まあ、理屈はぜんぜんわかんないけど」

　なんでわかんないんだ？　これだけわかりやすく説明してやったのに……。

　とんとんと足首を立てて地面をつま先で叩きながら、妹が言う。

「陰キャとか陽キャとか関係なく、ふつーに生きたほうがいいと思うよ」

　なんてデリカシーのない発言だ……。マジョリティの驕おごりをヒシヒシと感じる……。

　ナチュラルボーン陽キャへの憎しみを募つのらせつつ、わたしは口の端を引きつらせながら笑った。

「そ、そういうわけで、きょうはよろしく、妹」

「別に、朝のジョギングに付き合いたいって言ってくるぐらいはいいけど、あたしと同じペースで走るの？　お姉ちゃんって高校なんか部活やっているんだっけ」

「いや、帰宅部だけど。まあ大丈夫でしょ、去年までテニス部だったし」

　幽霊部員だったけど。

「よゆーよゆー。いいからわたしに構わず、いつも通りやっていいよ」

「それなら、まあ」

　公園のランニングコースに立った妹が、地面を蹴って駆け出す。

　わたしはその横に並んで、息を整えながら走る。

　澄み切った朝の空気を肺いっぱいに吸い込んで、吐き出す。その反復動作がなぜか心地よい。

　どんどん頭がクリアーになってゆくようだ。

　ほら、やっぱり余裕だし。現役のバドミントン部って言ってもこんなもんか。

　そもそも男女ともに、体力のピークって17歳から19歳らしいからね。妹はまだ13歳だか14歳だか。対してわたしは15歳。ピークの年齢に近いのはわたしだから、妹と比べても大して差なんてないでしょ。ウンウン。

　って思っていたのは、50メートル地点までだった。

　あ、あの、ペース速くないっすか？

　わたしは閃ひらめいた。

　ははーん……。こいつ、さてはムリしているな？

　お姉ちゃんと一緒に走っているのだ。だったら、ついつい見み栄えを張ってしまう気持ちはよくわかる。でもそんなんじゃすぐに息が切れちゃうよ？

　まったく……どれぐらいもつか、せいぜい楽しみにしてあげようじゃないの。ン。

　１００メートル地点でわたしは大いに失速し、妹に置いてかれた。

　ふ、ふふふふふ……そのやせ我慢がいつまでもつか、見ていてやろうじゃないか！

　妹はそのペースを維持したまま、周回差をつけてわたしを追い抜いていく。

　二周差、三周差……。

　なんなんだコイツ……化け物か……？

　まるで機械のように淡々と両足を動かして、ランニングコースをぐるぐる回る妹を見て、わたしは戦せん慄りつした。

　ひょっとしたら身内にオリンピックの長距離選手が爆誕するかもしれん……。





＊＊＊






　翌日の早朝。わたしがトイレに起きると、ちょうど部屋からジャージ姿の妹が出てきたところだった。

「あ、お姉ちゃん。きょうはどうする？」

「あー、うん」

　わたしは遠い目をした。

「なんていうか、別にジョギングすれば陽キャになれるかっていうと、そういうわけじゃないよね。ジョギングはあくまでもジョギング。問題の本質はそういうところじゃなくてさ、向上心を忘れずにいましょう、ってことなんだと思うんだよね」

　肩をすくめる。

「だから、きょうは別にいいかなっていうか。久々に走って足とかも痛いし、わたしはこれまで通り、わたしのペースで、がんばりすぎないようにがんばるよ。それはそれで大変だけどね――」

　すでに妹はいなかった。

　………………。

　せめて、まあ……毎日、髪ぐらいは梳かそうかな……。

　わたしは『正しく生きる』ハードルを大いに下方修正し、またクーラーの効いた自室に戻ってゆく。二度寝こそが、夏休みの最高の過ごし方なのだから…………。










間話　１・５章　れな子と紗月の夏休み




アニメイト特典ＳＳ









　夏休みのある日、久々に学校の夢を見た。

　といっても悪い夢じゃなくて、穏やかな夢だ。クラスにわたしがいて、真ま唯いがいて、紫陽花あじさいさん紗さ月つきさん、それに香か穂ほちゃんと五人でお昼休み、わいわいとお喋しやべりをしていた。

　そこでのわたしは特に人見知りすることもなく、メンタルポイントが尽き果てることもなく、屈託なく笑っていた気がする。

　目覚めたわたしは、ふと思った。

　あれ……？

　寂しい……。

　引きこもりだったはずのわたしが、まさか夏休み誰とも言葉を交わさないだけで、こんな気持ちを覚えるなんて。これはわたしも魂が陽キャに染まりつつある証拠か。

　わたしはスマホを開く。みんなと交わしたメッセージのログを読み返してみたりする。

　真唯はちょくちょくと連絡をくれる。夏休みは仕事であちこち忙しく飛び回っているらしく、届く自撮りは『え、どこ？』って聞きたくなるぐらい珍しいロケーションが多い。これだけで一冊、写真集ができあがりそうな勢いだ。

　けど、他はたまに香穂ちゃんが冷やかしみたいなスタンプを送ってくるぐらい。わたしはそもそも自分から連絡をしないので、そりゃそうだって感じだけど。

　たぶん、紫陽花さんとかに『寂しいので……』ってメッセージを送ったら、しばらく相手をしてくれるんだろうけど……。でも、わたしごときのワガママで、紫陽花さんのお時間を奪うわけにはいかない……。

　そこでわたしは閃ひらめいた。

　そうか、その手があったか！　さっそくカバンに学校の宿題を詰めて、わたしはお外行きの準備を整える。

　いってきまーす、と声をあげて、玄関を出た。

　外はメチャクチャに暑くて、わたしは『もう寂しいとかどうでもよくないか……？　クーラーのあるおうちはすべてに勝るだろ……』とガン萎なえしつつ、電車に乗って隣町へと向かったのだった。




「いらっしゃいませー……げ」

　わたしはニコニコとレジに並んでいた。

「オレンジジュースのＭサイズください！」

「公園いって水でも飲めば？」

「まさかの販売拒否!?」

　わたしはいかにもダルそうに接客する美少女――紗月さんに叫ぶ。

　夏休み、忙しい時間帯を避けてやってきたクイーンドーナツはお客さんもまばらで、そんな世間話をするぐらいの余裕もあった。

「ていうか、なんでわざわざこの店に来るの。ドーナツなんてコンビニでも売っているでしょう」

「そんな、店員さん自みずからがドーナツ専門店の存在価値に疑問を投げかけるようなことを……」

　わたしはチュロスを一緒に頼み、店内で、と付け加える。

　かわいい格好をした紗月さんはぶつくさ言いながらも、商品をトレイに乗せて、渡してくれた。

「どうぞ」

「わーい、ありがとうございます」

　ニコニコしつつ受け取ると、舌打ちされた。こっわ。

　わたしはカウンター近くの二人掛け席に座って、ノートを広げる。

　いやあ、ここに来ればきっと紗月さんがいると思ったんだよね。夏休みはいっぱいバイトを入れてそうだし。

　いや別に？　わたしは寂しくて紗月さんに会いに来たとかじゃなくて、ただ単に気分を変えて外で宿題をやろうと思っただけですからね！

　なのでこれは合法。いやあ、まさか紗月さんがたまたまシフトに入っていたなんてなー！

　さっきから紗月さんがカウンターの奥から刺すような視線を向けてきてる気がするけど……店員さんはそりゃ、お客さんを見ちゃうものだからね……これもたまたまだよね……。

　微妙に居たたまれない気分を味わっていると、カウンターに他のお客さんがやってきた。

「いらっしゃいませ。店内でお召し上がりですか？　それともお持ち帰りですか？」

　あっ、紗月さんが接客してる！

　ちゃんと微笑んでる！　すごい！　言葉遣づかいきれい！　かわいい！　古今東西ありとあらゆる老若男女が心奪われる美少女っぷり！　よっ、琴こと紗月！

　へへ、あれわたしの友達なんすよ、へへへ……。

　紗月さんがんばっているんだな。よし、わたしもちゃんと宿題がんばらないとな！

　わたしはやる気になって、宿題に取り掛かるのであった。

　時折、頭頂部に突き刺さるような強い視線に、身を震わせながら…………。

　緊張感あるな………………。




　しかし、わたしが居座ることを決めてからは、あまり視線も飛んでこなくなった。

　紗月さんはわたしという存在を無視することに決めたのかもしれない。アルバイト先だけだよね？　これからの人生とかじゃないよね？　ね？

　不安になりつつ、二時間ほど。持ってきた宿題もかなり進んだので、わたしはそろそろ帰ろうかな、と思っていたところで。

　目の前の席に誰かが座ってきた。うおう。

　びっくりして顔をあげると、制服から普段着に着替えた紗月さんだった。

「よくもやってくれたわね、甘あま織おり」

「え、なにもしてないですけど!?」

「この私の視界に入るだなんて」

「それで怒られるのせいぜい虫ぐらいじゃないですか!?　わたしはただ勉強してただけですけどー!?」

　わたしは叫ぶ。そう、こうやって後で詰め寄られても言い逃れできるように、わたしは予防線を張りまくっておいたのだ。わたしは悪いことをしていない、していない……。

　何度自分に言い聞かせたところで、紗月さんの圧に勝てるはずもなかった。

「す、すみません……」

「仕事中で身動き取れない私を、一方的に安全圏から眺めて楽しむとは、いい度胸だわ」

「夏休みずっと引きこもっていたので！　急に誰か知っている人に会いたくなっちゃって！　他の人の時間を奪うのは申し訳なかったので、ついお店に来てしまったんです！」

　あっという間に、わたしはすべてを打ち明けてしまっていた。

　弱すぎる……心が……。

　紗月さんは鋭く目を細める。

「そういうとこ」

「なっ、なんですか……」

「腹を見せて降伏すれば、それ以上は攻撃をされないとでも思っているのでしょうけれど、私はムカついたら犬でも踏むわよ」

「ひい」

　これ以上、敵意を向けられたら、がちで腹を見せてしまいそうだ。

　しかしそこで、紗月さんは嘆たん息そくして。

「でも、お店であなたに泣かれても、ただ迷惑なだけだものね。私は品行方正な優等生を装よそおっているのよ。トラブルを起こしたくないから」

　紗月さん、素すの性格のままだとトラブルを起こしてしまうかもしれないっていうのを、自覚しているのか……って思った。

「余計なお世話よ」

「また心を！」

「で、どこまで進んでいるの？」

「……なにがです？」

「宿題。見せてみなさい」

「あっ」

　紗月さんがわたしのノートをさらって、ぺらぺらとめくる。その声が和やわらぐ。

「ふぅん。意外と真ま面じ目めにやっているのね」

　真面目に宿題やっててよかったぁー！

　心からほっとした。偉いぞ、過去のわたし。ここでカスみたいな進しん捗ちよくだったら、紗月さんになにを言われていたかわからない。廃人にされていたかも。

「相変わらず、図形問題が苦手なのね。ここ、間違っているわよ」

「え、ほんとに？」

「休憩時間、三十分しかないから」

　紗月さんはそう言うと、髪を耳にかけながら、わたしに残忍な笑みを見せてきた。

「夏休みの特別補講。きょうは前みたいに優しくはしてあげないから、覚悟しなさいね」

「ひい」

　と、わたしは悲鳴をあげつつも、ちょっぴりだけ嬉しかった。

　今朝に見た夢みたいに和気あいあいとした時間ではないかもしれないけれど、紗月さんに構ってもらって、寂しいという気持ちはすっかり消えていたから。




　だが三十分後。そこにはいつもよりハードなレッスンに心がボロボロになった甘織れな子がいた。紗月さんはアルバイトに戻ってゆく。

　わたし、もう二度と紗月さんをからかったりしないよ……。たぶんしないと思う。しないんじゃないかな。ま、ちょっとは覚悟を。

　カウンターの奥から再び睨にらまれた。

　ひい、しません！










とらのあな特典ＳＳ




間話　１・７章　玉の輿をぜったいに狙ってほしい妹









　わたしがテレビを見るのは、リビングにいる間だけ。食事の前後と、あとお風呂上がりぐらいだ。自室のテレビはチューナーに繫いでないからね。

　というわけで、お昼ごはんのとき。

　パート休みのお母さんが茹ゆでてくれたそうめんを、わたしと妹がすすっている最中、お昼の番組でこないだのファッションショーの映像が流れたのだ。

「おー、真ま唯いだ」

　モニター越しに真唯の姿を見るのも、ようやく慣れてきた。

　なぜなら真唯は、なんと毎週、夕方のレギュラー番組をもっているのだ……。売れっ子のモデルとは聞いていたけど、テレビにも出ているなんてビビる。

　真唯はあの王おう塚づか真唯のキャラクターを演じて、芸能人ゲストの選んだコーディネートにアドバイスをしたり、モデルになったりしていた。

　出番こそ短いけれど、ふつうにトークもしているので、まじで芸能人なんだな……とダブルでびっくりである。

　妹がレコーダーで毎週録画しているので、わたしもすっかり詳しくなってしまった。妹がよく食事中に流すからね。わたしが見たいわけじゃないんだけどね。妹がね。

　というわけで、抜き打ち真唯に、妹は「わあ」と華やいだ声をあげて、なんとなく家族三人そのままテレビを眺めていたんだけど。

「真唯先輩って、年収いくらぐらいあるのかな……」

「生々しいな！」

「いやでも、気にならない？」

　妹がスマホでなにかを調べ出した。

「モデルの平均年収って、２００万から３００万だって」

「いやいやいや、あいつは確実にもっともらっている」

　じゃなければ、パーティー会場を貸し切れるはずがない。

「あ、専属モデルだと雑誌一本で月１００万の人もだって。てかスーパートップモデルだと、年収30億の人とかいるんだ……」

「そもそも真唯ってモデルなの？　もうこれタレントじゃないの？　テレビ出演料で稼いでそうじゃない」

「確かに。お母さんが会社の社長？らしいから、役員報酬とかももらっているのかも」

「三本の柱、か……」

　わたしは指折り数えるが、しかしそれで具体的な金額の目算はできなかった。たぶんいっぱいもらっているんだろう。

　はあ、と妹がため息をつく。

「私もバドミントンやっているだけで、毎日三千円もらえたらなあ」

「あいつを基準に考えると、人生がすべて空むなしくなりそうだからやめて」

　そう言ったところで、さらにもうひとつため息。お母さんだ。

「お母さんも先見の明があれば、あなたたちふたりとも芸能事務所に所属させていたんだけどねえ」

『いやいやいや』

　姉妹の声がハモった。

「こうはならないでしょ、こうは」

　テレビ越しに真唯を指さすと、お母さんは「あら」と首を傾かしげて。

「そりゃ、大成功するためには運も必要だろうけどね」

「運さえあればいけたみたいなことを！」

　わたしは叫ぶ。テレビが次のコーナーにうつって、妹も楽観的に笑う。

「でも、そんなことしなくたって、うちにはまだワンチャンあるしね。ねえ、お姉ちゃん」

　肩ポンされても困ります。

　わたしは、真唯とは結婚したりしないのでね！










[image: 第４巻ショートストーリー]












アニメイト特典ＳＳ




香穂ちゃん音声ファイル　『れなちんスーパーアイドル編』track01.MP3









　ドアが開く音。




「あっ、あの、れな子さん、ですよね!?」




「うわあ、感動です。あの、あたし、ずっとずっとれな子さんの大ファンで」




「あっ、すみません。あたし今回のメイク担当です。どうぞ、よろしくお願いします！」




「実は、れな子さんのきょうのステージ、お仕事休んで見に行くかどうか、ずっと迷ってたんですよ。それがまさか、れな子さんを担当させてもらえるとか、はああぁ……♥　今までの人生ぜんぶ大成功になっちゃった気分です……♥」




「すみませんすみません、あたしばっかり話しちゃって。お仕事はちゃんとやりますので！　はい、心配しないでください。れな子さんをもっとかわいくしちゃうお手伝いができるなんて、はぁ♥　幸せです♥」




「それじゃ……始めますね♥」




（うわあ、ヤッバ……♥　あのアイドルのれな子さんにメイクさせてもらえるとか、すっごい緊張しちゃう……♥）




「髪、ちょっと触り、触らせて、あの、触らせていただきますね……♥」（ゴクリ）




（ひええ……♥　めちゃくちゃ生なま唾つばのみこんじゃった……♥　聞こえた、よね……？　恥ずかしい……♥）




（わあ♥　髪の毛、サラサラ……♥　さすがアイドル♥　すっごく、柔らかい……♥）




「前髪をとめて、と……。それじゃあ、ベースメイクから、始めていきます。なにかあったら、どんな些さ細さいなことでも、おっしゃってくださいね♥」




「えっ、いつファンになってくれたのか、ですか？」




「それはもちろん、れな子さんが生まれたその日から♥　って、そ、それはさすがに冗談です。き、キモいですよね、あはは……」




「会社帰り、たまたまステージを見たんです。ショッピングモールで、れな子さんが歌っている姿を。あたし、アイドルの子を見るのは初めてで、うわあ、こんなにかわいい子が現実にいるんだ♥　って思っちゃって……。はい、最初は顔ファンです♥　顔が好きだったので♥」




「以降、アカウントをフォローして、毎日を追いかけていって♥　そうしたられな子さん、毎日すごくがんばっているのがわかっちゃって♥　こんなにかわいいのに、その上、努力しているんです♥　そんなの、人類みんな好きになるに決まっているじゃないですか♥」




「あたし、自分がアイドルファンになるとか、まったく想像したことなかったのに、もう、イチコロでした♥　人生って、出会いなんですね♥　あたしと出会ってくれて、ありがとうございます、れな子さん……♥」




（はあ、れな子さんのお肌、すっごくきれい♥　いつまでも、こうしていたい♥　まるで、夢みたい♥）




「目の周り、やりますね。ちょっと目をつむっててもらって、いいですか？」




（正面に回り込んで、と……わあ……♥　目をつむったれな子さん、美しすぎ……♥　アイドルの顔が近いとか、犯罪的……♥）




（こんな距離で、れな子さんのこと、見つめていられるなんて……♥　他のファンのみんな、本当にごめんね……♥　でもあたし、生まれてきてよかったぁ♥）




（頭の中、ばちばちしちゃってる♥　なにも考えられなくなっちゃうよ♥♥♥）




「あっ、も、もうちょっと待っててくださいね！　すみません！」




（だめだめ♥　お仕事、しなくっちゃ♥　れな子さん、これからステージなんだから、あたしがもっともっとれな子さんの魅力を、伝えるんだ……♥）




（うっ……でもこれ以上、れな子さんがアイドルで有名になっちゃったら……っていうか、ぜったい有名になっちゃうんだけど、あたしみたいなスタイリストは、ぜったい呼んでもらえなくなっちゃう……）




（……ううん、それでもいいんだ。あたしはお利口なファンなんだから。れな子さんが幸せなら、あたしも幸せなんだ♥）




「はい、目の周り、終わりました。……わっ！　急に、目を開けちゃ、だめですよ……♥　顔が、近いので……♥　ドキドキしちゃいますよぉ……♥」




「れな子さん、はっきり言って、かわいすぎるんですから♥　アイドルとして、もっとちゃんと自覚してくださいね？　自分がかわいいってこと……♥」




「ええ、あとは軽く全体を整えて、リップでおしまいです。し、失礼しますね……♥」




（ひゃあ…………唇のしわまで、見えちゃう……♥　ブラシで、丹念にラインを……すっ、すっ、すっ……って♥）




「えっ、あっ、リップしてもらうの、きもちいい、ですか？　え、えへへ……ありがとうございます♥」




「れな子さんへの、大好き♥ってきもち、こもっちゃってますかね♥　恥ずかしいです♥」




（ああ、でももう、メイク終わっちゃう……♥　終わっちゃうよう♥）




（ステージまでもうちょっと時間あるし……もうちょっと、もうちょっとだけ……♥）




「あたしほんと、れな子さんの大大大ファンなので、れな子さんが嬉しいって思うこと、なんでもしたいです♥　させてもらえたら、嬉しいです♥」




「え、なんですか？　あたしの名前、ですか？」




「また今度、スケジュールが空あいているときには、ぜひ来てくれって、え、えええええ!?」




「す、すみません、大きな声を出しちゃって……ほ、ほんとですか!?」




「あっ、ごめんなさい……。泣いちゃって、これは、その、違って、嬉しくて……。あのアイドルのれな子さんに、また呼んでもらえるなんて……」




「はい、あの、次もあたし、がんばりますから！　世界一かわいいれな子さんのお力になれるように、がんばりますから、いつでも、お声をかけてください。れな子さんなら、24時間いつでも、地球の裏側にでも、飛んでいきますから！」




「だってあたし……れな子さんのこと、世界一♥　大好き♥　ですから♥♥♥」





＊＊＊






　使用感のユーザーレビュー：甘あま織おりれな子




　わたしがまるで本物のアイドルになったかのような臨場感があり、とろとろに甘やかされ、自己肯定感が高まりました。以前、デパートでメイクしてもらったことを思い出しました。あのときもすごく緊張しちゃいましたけど、お姉さんが優しくて嬉しかったです。星５つ。










とらのあな特典ＳＳ




香穂ちゃん音声ファイル　『れなちんペット甘やかし編』track01.MP3









　ドアが開く音。




「はぁ、たーだいま、っと」




「れな子ちゃん、お仕事つかれたよぉ。お姉さんを癒いやしてぇ」




「はぁ、よしよし、よしよし……♥　れな子ちゃんは、きょうもかわいいねえ♥」




「お姉さんね、れな子ちゃんがおうちで待っていてくれるから、きょうも一日がんばれたんだよぉ。れな子ちゃんがいない生活とか、ほんと考えられないんだから♥」




「わ、やだ、そっぽ向かないでよ、れな子ちゃん。やだやだやだ♥　ほら、おいでおいで、お姉さんの腕の中に、ねえねえ♥」




「んぅ[image: ～][image: ～]♥　いい子いい子、いい子だねえ、れな子ちゃん♥　はぁ、うちのれな子ちゃんは世界一かわいいね♥　ぎゅ[image: ～][image: ～]♥」




「れな子ちゃんはあったかいねえ♥　ね、これからずっとお姉さんの腕の中で暮らそう？　だめ？　ぶ～♥」




「いいもんいいもん♥　だったらご主人さまが、餌え付づけしちゃうんだもん♥　ほーられな子ちゃん、きょうはトクベツなごちそうですよ～？♥」




「あ、目の色が変わったねー♥　もー、現金なんだからぁ♥」




「れな子ちゃんはお姉さんより、ごはんのほうが好きなんですかぁ？♥　違うよねー？　お姉さんのことも好きですよねー？♥　えー？　いいもーん♥　ごはんを運ぶお姉さんでも♥　その瞬間は、愛してくれるなら、いいんだもん♥」




「ほーら、ごはんですよー♥　一緒に食べよー♥」




「と、見せかけて……ぎゅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♥♥♥」




「はぁ、れな子ちゃん、いい匂いするねぇ♥　お日様の香りだねえ♥　髪の毛も甘くて、ふわふわで、れな子ちゃんのこと食べちゃいたくなっちゃうねえ♥」




「お姉さんね、かわいいかわいいれな子ちゃんが生きているだけで、幸せなんだよぉ♥　こーんなにかわいいんだもん♥　いつまでもお姉さんと暮らそうね♥　ずっとずっと、お姉さんのペットでいてね、れな子ちゃん♥」




「あっ、ごめんね、れな子ちゃん♥　ごはん食べようね♥　お姉さんがあーんしてあげよっか？　あはは、恥ずかしいよね、ごめんね♥　はい、召し上がれ♥」




「れな子ちゃん、他にお姉さんにしてほしいこと、なにかある？　なんでもいいんだよ♥　お姉さんが毎日お仕事しているのだって、れな子ちゃんのためなんだから♥」




「だからなんでも言ってね。え？　もっともっとおいしいごはんが食べたい？　そっかぁ♥　じゃあ、今度はすっごいの買ってきちゃうね♥」




「わがまま、なんでも言ってね♥　れな子ちゃんをとことん甘やかしてあげる♥　れな子ちゃんかわいいんだもん♥　かわいいんだから、甘やかされていいんだよ♥　当たり前♥」




「かわいいれな子ちゃんは、生きているだけで大勝利♥　息をしているだけで優勝♥　はぁ、もうかわいすぎ♥　ずるい♥　でも、お姉さんはかわいいれな子ちゃんにはなれないから、だからこうして、かわいいれな子ちゃんをとろとろになるまで愛めでちゃうんだよ♥」




「次のおやすみは、一日中ふたりでごろごろしていようね♥　かわいいれな子ちゃんさえいれば、他になにもいらないもん♥




「世界一、愛しているよ、れな子ちゃん♥♥♥」





＊＊＊






　使用感のユーザーレビュー：甘あま織おりれな子




　自分がペットになるという展開はかなり意外でしたが、めちゃめちゃに褒ほめてもらえたので、自己肯定感が高まりました。毎日ごろごろして、お姉さんに養ってもらえる生活は最高だと思うので、わたしも生きているだけで褒められたいです。星５つ。










メロンブックス特典ＳＳ




香穂ちゃん音声ファイル　『メンヘラＤＶ彼氏れなちんと何度傷つけられてもれなちんのことが好きで好きでたまらないからお願い別れないでとすがりついてくる女編』track01.MP3









　ドアが開く音。




「あ、れな子さん、おかえりなさい……♥」




「よかった、きょうは他の女の子のところじゃなくて、うちに帰ってきてくれたんですね……♥　あ、いえ、なんでもありません！」




「あ、そうだ、ご飯できてますよ！　ちょ、ちょっと待っててくださいね、すぐに、温めてきますから」




「え、食べて、きたんですか？　そうですか……。い、いえいえ、別に残念とか、そんな、違います。あたしが勝手に作っちゃっただけですから、ええ……あの、ごめんなさい。気を遣つかわせちゃって」




「それよりも、なんですか？　え……お金、ですか……？」




「でも一昨日おとといも、れな子さんに、渡したばっかりで……」




「あっ、やっ、違うんです！　口ごたえとか、そんなんじゃ！　ただ、あたしも今月、あんまり余裕がなくて……。ほ、ほら、財布の中も、ぜんぜん。しばらくこれで過ごさないといけなくて……だから、はい、ごめんなさい……」




「あっ、えっ……？　な、なでなで、してくれて……？　あ、ああ、なでなで好きです……。いっぱいなでなでしてください♥　れな子さんの手のひら、温かくて、柔らかくて、好き……♥　かわいすぎるれな子さん、好きぃ♥」




「あんまり無理しないようにね、なんて、そんな優しい言葉まで……♥　もう、ずっとキュンキュンしちゃいます♥　お金あげられないのに、れな子さん優しい♥　好きです♥　好き以外の気持ちが、なくなっちゃいます♥　大好き♥」




「えっ……あ、あの、急に、立ち上がって……」




「どこに行くんですか？　帰る、って、えっ、どうして……？」




「あたしが、お金ないから、ですか……？　そ、そんな……！　だってれな子さん、無理しないようにって、さっき……ああ、うぅぅ……やだ、やだやだ、行かないでください、やだやだやだ、れな子さん」




「あたし、れな子さんのカノジョ、ですよね……!?　だったら、こんなに、カノジョがれな子さんのこと、行かないでって、すがりついているんですよぉ……。ねえ、れな子さん、お願いします……。わたし、ほんとにお金なくて、ごめんなさい、ごめんなさい！　代わりのことだったら、なんでもしますから……。おいしいごはん、作りますからぁ……。きょうは、一緒にいてください……ね？　ね、れな子さん、ね……？♥」




「かわいいれな子さんのためだったら、あたし、なんでもしますからぁ♥　なにしても、いいですから……♥　れな子さん、ねえ……♥　一緒に遊びましょう……？♥　ううん、あたしで遊んでください、れな子さん……♥　あたしのこと、おもちゃにしてくださぁい……♥」




「え……？　羽振りのいい女を見つけたから、そっちに乗り換えようかな、って……」




「う、ウソ、ですよね……？　れな子さん……」




「そ、そんなぁ……。やだ、やだぁ……れな子さん、やだ、行かないでください、別れないでぇ……。あたし、れな子さんナシじゃムリです……。生きていけないよぉ……」




「やだ、やだやだ、別れないでください、れな子さん……。やだ、やだ、やです、別れないで……。好きです、大好きですから……ね、れな子さん、大好きですから……別れないで……」




「どうせわたしの顔が好きなだけでしょ？　って……。そ、そんなことないです！　確かに、れな子さんはすっごく美人で、かわいらしくて、見た目がすっっごくタイプで、一生見ているだけで、ドキドキして、幸せになっちゃいますけど……♥　で、でも、それだけじゃないです！」




「あ、あたしはれな子さんのぜんぶが好きです……。好きなんです……。だから、お願いします……他の子のところに、いかないで……。うう、あの、あたし……まだ少しなら、貯金、あって……だから、それで……」




「う、ウソをついていたわけじゃないんです！　違うんです！　これは、大事なお金で……。だから、その……うう……。でも、大丈夫です……。れな子さんのこと、いちばん愛しているのは、他の子じゃなくて……あたし、ですもん……」




「あっ……♥　れな子さん、ぎゅーっとしてくれて……♥」




「ごめんな、ありがとうな、って……♥　ああ……♥　いえ、いいんです……♥　だって、れな子さんだって、お金が必要なんですもんね……♥　れな子さんの役に立つんだったら、えへへ……♥　あたしが来月から、またいっぱい働けば、いいだけですもん……♥」




「嬉しい、れな子さん♥　ぎゅーに、なでなでに、そんな、優しい言葉までかけてくれて♥　えへへ、フルコース、ですね♥」




「はい、ありがとうございます♥　あたしも好きです、れな子さんのこと、いちばん好きです♥　これからも、れな子さんのカノジョでいさせてください♥　他の誰かに頼るぐらいなら、あたしをいちばんに頼ってください♥　別れるなんて言っちゃ、だめですよぅ？♥　悲しいです、不安になっちゃいます♥　れな子さん、いじわるです♥」




「え、今からコンビニにお金を下ろしに、ですか？　わ、わかりました。すぐ支度しますね。あっ♥　ふたりでコンビニデートですね♥　やったぁ、れな子さんとお出かけ、嬉しいです♥　すぐ近所だなんて、関係ないです♥　ふたりで行くんだから、デートですもんね♥」




「えへへ、久しぶりのデート、嬉しいな……♥　はい、着替えてきました。キャッシュカードもちゃんと、あります♥　ね、アイスも買って帰りましょう♥　えへへ、腕組んじゃいますね♥　優しいれな子さん、好きー♥」




「ね、れな子さん、大好きです♥　れな子さんといるときが、あたし、大好きです♥　はぁ、ほんっとにかわいい、れな子さん♥　お美しい♥　愛してますからね、れな子さん♥　ずっとずっと一緒にいましょうね、れな子さん♥　ね♥♥♥」





＊＊＊






　使用感のユーザーレビュー：甘あま織おりれな子




　タイトルを見たときには、とんでもねえものを送りつけてきやがったな香か穂ほちゃん、って思いましたが、これが不思議と自己肯定感が高まりました……。なぜだろう、恋人さんは可哀想なんですが……なんですかね……？　新たな扉を開いてしまったような気分です。星５つ。
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とらのあな特典ＳＳ




間話　３・１章　甘織れな子が未来からやってきた！









「すみません……でも、わたしがなんの苦労もなく紫陽花あじさいさんからキスをしてもらえる立場になったら、これから先どんなつらいことがあっても『でもわたし紫陽花さんからキスしてもらえるし』って思って、何事にも真ま面じ目めに取り組まない怠たい惰だな人間になると思うんです……」

「そ、そんなことないよぅ……」

「なるんです……。っていうかもう、なってました。わたしはそんな未来を変えるために、タイムスリップしてきました」

「だったらそっちのほうがびっくりの事実だよ……」




　そう――。

　わたし、甘あま織おりれな子は――なんの苦労もなく紫陽花さんにキスしてもらった世界線の甘織れな子である。




　こんなわたしがどういった人生を送ってしまったのか。きょうはそれを語ろう。

　高校生活は、薔ば薇ら色だった。なんと言っても、望めばなんの苦労もなく紫陽花さんからキスをしてもらえるのだ。これほど自己肯定感の高まることはない。

　紫陽花さんからたっぷりと甘やかされ、最高の三年間を過ごした。

　しかし、成績は面白いほど下がったので、紗さ月つきさんには愛想をつかされた。でも、辛つらいとは思わなかった。だって望めば紫陽花さんからキスしてもらえるし。

　大学に入る頭もなかったので、わたしはゲーム実況者として生計を立てることにした。ぜんぜん立てられなかったし、家族にはメチャメチャ白い目で見られたが、問題ない。だって辛いときは（以下略）

　次第に、友達や知り合いはわたしから離れていった。わたしはいつしか前向きな努力をやめていた。なぜかというと、自己肯定感で満たされていたからだ。どんなにクズでもゴミでも、わたしは紫陽花さんに（以下略）してもらえる。

　１兆円をもっている富豪が、コンビニバイトをするだろうか？　わたしはこの世でもっとも価値のあるものを労せず手に入れてしまったのだ。紫陽（以下略）以外のすべては、わたしにとって幸せの下位互換品でしかなかった。

　どんどんと先に進んでいく紫陽花さんの背中は、もうとっくに見えなくなっていた。でも追いかける必要すらない。だって、望めば紫陽花さんにキスしてもらえるのだから。

　わたしが過あやまちに気づいたのは、紫陽花さんに別れを告げられたそのときだった。

　独りになったわたしの周りには、なにもなくて。

　人生はもう、取り返しがつかない。紫陽花さんもキスをしてくれない。

　ああ、こんなことなら――。

　悔かい恨こんの中、わたしは泣き濡れた。

　もしも時間を戻せるのなら、球技大会の前に戻りたい。そして、紫陽花さんからなんの苦労もなくキスをしてもらった過去を、変えたい――。




「そして戻ってきたのが、今ここにいる、わたしなんです！　うわぁ本物の紫陽花さんだ！　かわいい！　ずっと会いたかったんです！　わたしたち、もう一度やり直しましょう！　それが、シュタインズゲートの選択なんですよ！」

「そうなんだぁ………………」

　わたしの必死の説得により、紫陽花さんはキチンとわかってくれたみたいだ。よかった。

　だから、今度こそわたしがんばりますからね、紫陽花さん！










間話　３・５章　琴紗月がやってきた！




アニメイト特典ＳＳ









「というわけで」

　運動着姿で髪を後ろでくくった紗さ月つきさんが、腰に手を当てながら告げてくる。

「きょうはよろしくね」

　挨あい拶さつを聞いた平ひら野のさんと長は谷せ川がわさんの瞳が、一瞬でハートに変わる。

「はっ……はひ……！」

「琴ことさんと……いえ、琴様とご一緒できるなんて、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます！」

「そ、そう」

　夕方の公園。わたしのいつも練習しているバスケットコートに、きょうから紗月さんが合流だ。お母さんにストーカーに間違われるぐらいがんばったかいがありましたね！（がんばってはいない）

　香か穂ほちゃんが握った拳をグッと突き上げる。

「よっしゃ！　これでＡ組のバスケチーム全員集合だね！」

「よかったよかった」

　なんか、まだなにも始まってないのに、なにかを成し遂とげたような気分になっちゃうな。香穂ちゃんが平野さんと長谷川さんを呼んでくれて、わたしが紗月さんを呼んだ。チームプレーの勝利だ。

「さてさて、それじゃ合同練習しよっか――」

　と、香穂ちゃんが声をかけようとしたところで。

「って、サーちゃんもう始めてる！」

　そこには、淡々とゴールに向かってシュートを打つ紗月さんの後ろ姿が！

「やっぱり、ゴールがあると違うわね」

「サーちゃん、個人練習だったらいつでもできるでしょ！」

「私は自分が上手うまくなるために、ここに来たのよ」

「んもう！　またそんなこと言ってー！」

　ぷりぷりと怒る香穂ちゃん。しかしその一方で……。

「クインテットの三人に交ざって、クインテットでもない私たちが練習なんて、いいんでしょうか……？　こんな、世界が百人の村だったら、そのうちの60人がクインテットになっちゃうような環境なんて……」

「だ、だ、だ、大丈夫ですよ……！　確かに美少女指数が高すぎますけど、でも、でも私たちもバスケの練習という大義名分があるから、ほら、大義名分の鎧よろいが、鎧が溶けてゆく……？　そんな……。これがクインテットの美少女力……」

　平野さんと長谷川さんも、メチャメチャ自分を見失ってる！

　だめだ！　合同練習なんてできやしないよ！

　どうすればいいんだこれ。

　いや、こういうときどうすればいいのか、わたしは知っている。そう、誰かがリーダーになって指導力を発揮するのだ。

　ＦＰＳのチームプレーでもそうだ。大事なのは声かけ。突っ込みます。カバーお願いします。敵を発見しました。率先してチームにコミュニケーションを取ることで、勝利に繫がる。それが貢こう献けんだ。

　だったら――。

「ほら、言ってやってくださいよ、リーダー！　ねえ、香穂ちゃんリーダー！」

　この中でいちばんリーダーにふさわしい人間は、もちろん香穂ちゃんに決まってる。ちゃんと言いたいことを言えて、紗月さんにすら物もの怖おじしない。最強だ。クラス委員長だし。

「いや、そいつはあたしの役目じゃないぜ」

　紗月さんのところから戻ってきた香穂ちゃんが、チッチッと指を振る。えっ!?

「いや、でも、さすがに平野さんと長谷川さんにリーダーを押しつけるのは、人の心がないと思うよ!?」

「なんで誰かを自動的に勘かん定じようから外すの」

「紗月さんにリーダーが務まるわけないじゃん。紗月さんは武力98だけど統率４とかのキャラだよ」

「お前だ、お前ぇー！」

　眼前に思いっきり指を突きつけられた。えええっ!?

「それこそムリでしょ!?　わたしがリーダーなんてムリムリ！（※ムリだった！）」

「ってーか、あたしだって、最初はれなちんに誘われてバスケの練習に来たんだけど」

「あのね、香穂ちゃん。わたしは思うんだ。確かにファーストペンギンは偉大だよ。誰にもできないことをやってのけたんだから。でもね、その無謀なだけのペンギンを信じて後に続いて、みんなを引っ張っていったペンギンこそ、本当のリーダーってやつじゃないかな」

「しゃらくせえ！」

　香穂ちゃんに一言で切って捨てられた。わたしの屁理屈が……。

　顔を近づけてきた香穂ちゃんが、ささやきかけてくる。

「そーもーそーもー？　いちばん勝ちたい動機がある人はー、誰でしたかにゃー？」

「そ、それは…………」

　わたしへのご褒ほう美びである『紫陽花あじさいさんのキス』を持ち出してきた……！　いや、ご褒美のためにがんばるなんて邪よこしまな目的ではありませんが……！

　しかし、それを言われると…………ご褒美がかかってないのにがんばってくれている香穂ちゃんに、すごく、罪悪感が……！

　ううう。

「わかりました……。わたしがリーダーでいいです……」

「リーダーで『いいです』？」

「わたしにリーダーをやらせてください！」

「もう一声」

「あーやりたいなー！　すごくリーダーがやりたいなー！　お願いします香穂さま！　この通りです！　どうかわたしにリーダーをやらせていただけませんか!?」

　香穂ちゃんがようやく「よろしい」とうなずいてくれた。なんだこのやり取り。

　片手をあげて、破れかぶれに告げる。

「みんな！　集合！」

　すると、平野さんと長谷川さんがやってきてくれた。紗月さんは来てくれなかった。なので四人で紗月さんのもとに行く。

「集合！　集合ですよ紗月さん！　しゅーごー!!」

「うるさいわね……」

　ようやく手を止めて、わたしたちに向き直ってくれる紗月さん。粘り勝ちである。

「わたしたちはＢ組に勝つために、一丸とならなきゃいけないんですよ！　なぜならバスケはチームプレーが大事な競技なので！　なのできょうは――」

　わたしはそこで電池が切れたようにぴたりと止まった。きょうは…………。

　香穂ちゃんを見る。

「とりあえず、自己紹介とか」

「――そう、なのできょうは自己紹介をしましょう！」

　リーダーであるわたしは堂々と言った。このリーダー、傀かい儡らいじゃないか？

　紗月さんは面倒そうに。

「自己紹介もなにも、同じクラスでしょう」

「でも、ほら、お互い遠慮しないで打ち解けるために、必要じゃないですか、こういうの！」

　まあ、自己紹介を済ませたところで、平野さん長谷川さんが紗月さん相手に『よろしくね！』みたいなテンションになるわけないって、わかってるんですが……。

　少しでも、じゃあ合同練習しようぜ！　みたいな流れになるといいな、って。希望を込めて。

「いいけれど……。琴紗月よ、よろしく」

　紗月さんは文句言いながらも、ようやく協力してくれた。わたしの手に余る女……！

　しかし、その紗月さんの差し出した手を見て。

　平野さんと長谷川さんが、硬直していた。

「あ、あ、あの、えと……」

　ふたりは声を震わせながら、お互いの顔を見つめて。

『よろしくおねがいします……（平野・長谷川）です……』

　フォント８みたいな声量で、紗月さんの差し出した手にエア握手をする。エア握手！

「……これでいいかしら」

　優雅に髪を払う紗月さん。そこからふわりと圧倒的に顔がいい美少女の香りが漂ってきて、平野さんと長谷川さん（とわたし）は、まるで魅み入いられたように顔を赤くした。な、なんてキレイなお顔立ち……。

　だめだ。お互いの家で泊まったことがあるわたしですら、紗月さんを前にすると素直にお喋しやべりなんてできやしない。だってあまりにも美人なんだもん！

「ううう、ぜんぜんだめです……」

「なんなの」

「香穂ちゃん、目出し帽って持ってないかな。あるいは狐きつね面めんとか、顔を隠せるやつ」

「あるかも！」

「甘織。それ私にかぶれって言っている？」

「紗月さんが美人すぎるからいけないんですよ!?　わかってます!?　わたしはリーダーとして真剣にこの問題に向き合ってるのに！」

「ああもう」

　紗月さんがギロリと睨にらみつけてくる。

「わかったわよ！　合同練習してあげるから！　もういい加減、練習するわよ！」




　こうして、わたしがリーダーを拝はい命めいしたことによって、Ａ組バスケチームはムリなくスムーズに合同練習ができるようになったのだった。

　粘り勝ち、ってやつだね。そうか??










間話　４・９話　打ち上げにやってきた！




メロンブックス特典ＳＳ









『かんぱーい！』

　全員の手が、ドリンクバーのグラスを掲かかげる。

　打ち上げである。

　わたし――甘あま織おりれな子は、その輪の中心部に近い席に座りながら、緊張でガッチガチの笑みを浮かべていた。

　なんで、なんでこんなことに…………。

　球技大会に勝利した一年Ａ組は、放課後、学校近くのファミレスに集まることになった。もちろんわたしもだ。というか、この打ち上げはＢ組に大勝利したことを祝しゆくす催もよおしなのだ。最後のシュートを決めたわたしは、打ち上げの主しゆ賓ひんのひとりだった。実際、わたしもその自覚があったから、胸を張って打ち上げに参加するつもりでいたんだけど……。

　き、気まずい……。

「いやー！　勝つっていうのは気分がいいねえ！　人生、永遠に勝ち続けたいね！」

　隣のテーブルでケラケラと笑っているのは、クインテットのひとり、小こ柳やなぎ香か穂ほちゃん。もしも香穂ちゃんの隣の席をゲットできたなら、この打ち上げも極楽だったんだろう。

　真ま唯いも紫陽花あじさいさんも、他のテーブルの盛り上げに一役買っている。紗さ月つきさんは最初だけ顔を出して、すぐに帰っていった。『足が痛いから』は最強の免罪符だった。

　打ち上げには、クラスの７割ぐらいが参加していた。ということはもちろん、男子もいた。さらに肩身が狭い！

　幸い、わたしの六人がけのテーブルにいるのは、女の子だけなんだけど……。

「はぁ……ほんとに、甘織さんのシュート、かっこよかったですよねえ……」

「ええ、ほんとにほんとに……。私、あの瞬間だけゴールネットになりたかった……」

　斜め向かいに座っている平ひら野のさんと長は谷せ川がわさんは、さっきからふたりの世界に飛んで戻ってこない。

　他三人もわたしに遠慮しているのか、グループ内で話題を回している。

　つれえよ……。

　この場では、クインテットの称号はもはや、わたしの周りに張り巡らされた有ゆう刺し鉄線であった。ふふ、そんなにわたしがこわいか……？

　いや、違う！　同じクインテットでも、香穂ちゃんも真唯も紫陽花さんもみんなすごく楽しそうにしてる！　わたしだけだ！　有刺鉄線の正体はわたしだった！

　なんだよ！　せっかく打ち上げに来たのに、これじゃ陰キャだった頃となんにも変わんないじゃん！　都会の街並みも、果てない草原でも、どっちもひとりぼっちだよ！

　わたしは勇気を出すことにした。そうだ、クインテットのみんなはいつもわたしに積極的に話しかけてくれる。だからこういうとき、わたしも積極的にみんなに話しかけるんだ……。それが、陽キャであるという責務なんだ……。

　ごくり。生なま唾つばを飲み込んで、笑顔を見せる。

「そ、そういえばさ！」

　一瞬で注目が集まった。ひい。なんて発言力。身の丈たけに合わなさすぎる！

「そ、ソフトボールの試合は、どうだったの？　完勝したって、聞いたけど」

　すると、他三人は嬉き々きと。

「すごかったんだよ、王おう塚づかさん！」「次々と相手バッターを打ち取って！」「打つ方も、かっこよくて――」

　いっぱい真唯の話をしてくれた！

　ふふふ、これぞ会話のテクニック……『相手に、知っている人の話をしてもらう』……だ！　知っている人の話なので、相あい槌づちも打てる。しかもわたしが喋るわけじゃないから、話し下手べたがバレない！　わたしはただニコニコしているだけでいいんだ！

　よし、これで打ち上げも乗り切れそうだ。危ない危ない。

　ん……？　進んで参加したはずの打ち上げで、どうして『乗り切る』って言葉が出てくるんだ……？　まあいいか……。

　なんて思っていると、ひとりが前のめりになってきて。

「そういえば甘織さんって、王塚さんとすごく仲いいよね」

　え？

「あ、なんかタメで呼んでたって！」

　あ、えっと……！

　死角からの攻撃に、わたしは一瞬言葉に詰まる。まあわたしの視野は、前方15度ぐらいしかないんですけどね。

　両手をぱたぱたと振って。

「あ、あれはね、バスケしててちょっとテンションあがっちゃって！　普段はあんなじゃないんだけど！　あはは、恥ずかしいな！」

「そうかい？」

　って、真唯！

　テーブル横にやってきた真唯が、面白そうに笑っている。

「別に、普段から『真唯』って呼んでくれてもいいんだよ。紗月や香穂も、そうしている」

　焦あせる。

「そ、それはそうだけど。でもなんか、ハードルが」

「試しに、ほら」

「……王塚さん」

「からの？」

「ま、ま……マイレージカード！」

　真唯が肩をすくめる。

「まったく、素直じゃないんだから」

「人を紗月さんみたいに言わないでくれませんか!?　なんか言われた通りにすることにちょっと抵抗感があるだけなんですけど！」

「それが素直じゃないってことなんじゃないかな」

　ハッ。その会話を聞いてた同じテーブルの三人が、くすくす笑っている。

「やっぱり、王塚さんと甘織さんって、仲良しだよねー」

「漫才みたいだもん」

「いや、それは、ええと」

　もたもたしていると、周りの視線が集まってくる。あわわわ。

　ええい！　わたしはびしっと真唯を指差した。

「ま、真唯がいじめてくるー！」

「な」

　真唯が怯ひるんだその隙すきに、だっと立ち上がって横を抜ける。

「あはは。れなちゃん、こっちおいでー」

「紫陽花さん！」

　両手を広げた笑顔の紫陽花さんのもとへ駆け寄る。どさくさに紛まぎれて、自然な感じで紫陽花さんの隣を確保できた！　やった！　勝った！

「君は……。またそんな、人聞きの悪いことを」

　と思ったら、今度は真唯が隣に座ってきた！　なんで!?

「逃げ切れたと思ったのに！」

　しかも席を塞ふさがれたから、立ち上がって逃げることもできない。

「いつまでも王塚さんなんて他人行儀な呼び方じゃなくても、いいと思うんだけどね、私は。他はみんな、名前で呼んでいるくせに」

「いや、でも」

「そうだよ、れなちゃん。真唯ちゃんだけ可哀想だよ」

「えっ!?」

　背中から刺してきた！

　紫陽花さんは、にまにましている。面白がってる！

　注目の的まとになってしまったわたしは、頰を熱くしながら。

「ううう……ま、真唯……」

「うんうん」

　くっ、こんなの不本意だ……！　もう！

　わたしは「せっかくわたしだっていっぱい練習したのに！　最後に真唯が出てきたら、もうわたしががんばったことなんて誰も覚えてないじゃんー！」と怒りの矛ほこ先さきを真唯に向ける。

「いや、そう言われても」

　真唯は苦笑いして、紫陽花さんも「あはは」と笑う。周りの子も「確かにー」とか「王塚さんすごかった！」やら「甘織さんもがんばってたよ！」と声をかけてきてくれた。

　話題はすぐに逸それていったんだけど、それでもこの瞬間に感じた、なんだろう、クラスの一体感？　ってやつは、悪くなかったと思う。

　なるほどね……。打ち上げ、極めちゃったかもね！

　しばらくはもうゴメンだけどね!!
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とらのあな特典ＳＳ




間話　１・７章　まいあじ派の兆し!?（花取視点）









「それじゃあ、送ってくれてありがとうございました」

「ああ、またね」

　それは、紫陽花あじさいとれな子を家に送り届けた後、帰り道のことだった。

　リムジンの車内には、運転手である花はな取とり単衣ひとえと、王おう塚づか真ま唯い。

　花取はバックミラー越しに、主人である真唯の様子を見やる。れな子から妹が不登校であると打ち明けられた真唯は、なにやら思し案あんを巡らしているようだった。

「花取さん」

　不意に声をかけられる。

「はい」

「きょうは、ありがとう。いつもいつも、運転手のように使わせてもらって」

　真唯が言うように、正確には花取は運転手ではない。立場としては、クイーンローズ所属モデル、王塚真唯のマネージャーだ。真唯の仕事に関してはともかく、プライベートにまで関わる義務はない。

「それこそ、何度も申し上げておりますが、私の職務時間内であれば、好きなようにお使いください。じゅうぶんなお給料はいただいておりますので」

「温泉旅館まで送ってもらったり、かい？」

「今からでは、少々お時間がかかってしまいますね」

「ふふ、ありがとう」

　真唯の言葉に、花取は小さく頭を下げた。

　別に、構わないのだ。顎あごで使われようが、指図されようが、花取にとっての真唯はお姫様なのだから。平民である自分とは、身分が違う。それが当たり前なのだ。

　なのに、真唯はいつも優しくお礼を言ってくれる。してもらったことに対して、それを当然とふんぞり返ることは一切ない。真に高貴な人というのは、こういう方を言うのだろう。

「ああ、しまったな」

「なにか？」

「いや、そろそろ花取さんにも紫陽花を紹介しようと思っていたのだけど、また機会を逃してしまった」

「そんな、お気になさらず」

　瀬せ名な紫陽花のこと自体は、知っている。登下校で真唯や琴こと紗さ月つきと一緒にいる姿を見かけるし、なにより温泉旅館の際には浴衣ゆかたの着付けを手伝わせてもらった。

　どういう人なのだろう？　という興味はあるが、それは紫陽花に向けられたものというよりは、真唯と親しくしている人間の素す性じようは明らかにしておきたいという花取の忠誠心からくるものだ。

「きっと花取さんも、紫陽花のことを気に入ると思うよ」

「そうですか？」

「ああ、紫陽花は紗月とも仲がいい」

　同じグループに所属しているというのは、知っている。むしろその口ぶりだと、真唯のほうが紫陽花を気に入っているように聞こえた。

「瀬名様は、どのような方なのですか？」

「清らかな人だよ。とても利他的で、自分よりも他人の幸せばかり考えている。だから人望があって、みんなから好かれているんだ。尊敬に値あたいする」

　真唯は人の美点を見つけるのが上手な方だが、ここまで手放しで褒ほめるのは珍しい。

「善よい方なのですね」

「ふふ。そうだね」

　言われてみると、花取にも心当たりがあった。

　着付けの際に少し言葉を交わしただけだが、彼女に悪印象を抱くのは難しいだろう、と思わせるような人柄だった。

　芸能界は競争社会だ。数字がすべてであり、他人を蹴落としてでも己おのれの商品価値を誇示できなければ、いずれ淘とう汰たされてゆく。闘争心がない者は、芸能界では長く生き残れない。

　ただ、中には稀まれに、特別な存在がいる。この人の力になりたい、と周囲の人間に強く思わせるカリスマであり、人柄だ。天てん賦ぷの才と言ってもいいだろう。

　それが花取にとっては真唯なのだが、確かに、瀬名紫陽花にも似た匂いを感じた。

「瀬名様は、どこかの事務所に所属していらっしゃるんですか？」

「私の知る限りは、特にないね」

「左さ様ようでございますか」

　思わずハンドルを握る手に力が入る。東京はすごい。さすが日本の首都。あんな女子高生が、そこらへんに転がっているだなんて。田舎いなかから出てきて本当によかった。

　真唯と紫陽花。ふたりがスポットライトの当たる世界に立っている姿を、思わず想像してしまう。それはきっと、美しい景色になるだろう――。

　と、我に返る。

（いえ……真唯様の隣は、琴様でしたね……！）

　危ない危ない。自分としたことが、なんたる裏切り。

「お嬢様。きょうはなにか食べたいものはありますか？」

「ん、任せるよ。花取さんの料理は、いつもおいしいから」

「そんな、もったいないお言葉です」

　不敬を恥じつつ、花取は車を走らせる。

　なおこの間、甘あま織おりれな子の顔が浮かぶことは、一度もなかったという――。










ゲーマーズ特典ＳＳ




間話　１・９章　香穂ちゃんはキケン!?（紫陽花視点）









「でさー、オンラインショップが速攻で売り切れちゃって、ぜんぜん間に合わなくって」

「それは残念だったねえ」

　香か穂ほの言葉を、紫陽花あじさいはニコニコと聞いている。

　学校の休み時間。この日は紫陽花の席に香穂がやってきて、会話に花を咲かせていた。

　さっきまでれな子がいたのだが、購買部にきょうのお昼を買い出し中だ。お昼休みほどではないが、芦あしケが谷やの購買部は混雑する。しばらく戻ってこられないだろう。

「わーん。アーちゃん慰なぐさめてー」

「はぁい。よしよし、よしよし……」

　まるで寝転ぶ猫のように頭を突き出してきた香穂に、紫陽花はいつものように手を伸ばしかけて。

　は、と気づく。

（こ、これ……。ベタベタしてる……!?）

　そう、つい先日のことだった。

　紫陽花はれな子に『嫉しつ妬としちゃった……？』と聞いて（れな子の反応はものすごく鈍にぶかったけれども）でも、カノジョとしてあまり他の子にベタベタするのはよくないんじゃないかな！　と思い直したのだ。

　だのに。

「？　アーちゃん？」

「う、ううん、なんでもないよ、なんでも」

　香穂がまったく邪気のない、かわいらしい瞳で見つめてくる。

「じゃあ慰めてー！」

「う、うん……」

　恐る恐る手を伸ばす。香穂の髪の毛は細くて、弟たちのものとはまた違う、女の子の柔らかな手触りであった。

（ちょっとだけ……ちょっとだけ……）

　香穂は目を細めて笑う。

「癒いやされるにゃあ」

（うっ……かわいい……）

　そう、かなり抗あらがいがたい事実であるが、小こ柳やなぎ香穂はかわいいのだ。

　芦ケ谷の妹と呼ばれる彼女は、男子からだけではなく、女子からも人気がある。女子というのは基本的にかわいいものが好きだし、しかも甘え上手の香穂はダイレクトに母性に訴えかけてくるような魅力があった。

「はー、アーちゃん、半分ちょうだいー」

　ひとしきり撫でられて満足した香穂の次なる要求は、今座っている椅子のスペースを半分ほど分けてくれ、というものだった。

　別段、いつものことである。特に咎とがめる必要もない。だが――。

「それはぁ……」

「えっ!?」

　紫陽花が躊ちゆう躇ちよすると、香穂は大げさに目を剝むいた。

「なんで!?　だめなの!?」

「えーっと……」

「ぽんぽんぺいん？」

「そういうわけじゃないけど……」

　心配されてしまった。小首を傾かしげる香穂に、紫陽花はなんとも煮え切らない声を発する。

「特に理由はなくてー……」

「なるほど。かわいいあたしにイジワルしたくなった、と。アーちゃんでもそーゆーことあるんだね」

「そ、それは違って」

　かわいいポーズをする香穂に、慌あわてて両手を振る。

「いいよいいよ、アーちゃんはいつも優しくしてくれるから。たまにならイジワルしてもいいよ。どーする？　勝手にあたしの舌にピアスの穴とか開けちゃう？」

「一生の傷だよ!?」

　びっくりして突っ込むと、香穂はけらけらと笑う。

「でも、アーちゃん相手なら、まあいいかなって。累計ね、累計」

「そこまで優しくはしてないよ……？」

「いいや優しくされているね！　現に今だってほら」

「ほら？」

　香穂がちょいちょいと手招きするから身を乗り出すと、その隙すきに「てい」と空あいた椅子のスペースに座り込んでくる。あっ、と思ったときにはもう遅い。

「へへへ、また優しくされちゃったー」

　と、朗ほがらかに笑う香穂を前に、紫陽花は。

「も、もお」

　と、困ったように眉根を寄せるぐらいしか、なすすべがない。

「でね、でね、こないだ見つけた動画がちょー笑えてさー」

　ニコニコしながらスマホを取り出す香穂に、紫陽花は小さなため息をつく。

（うう……。ごめんね、れなちゃん……やっぱり急に変えるのは、ムリかも……）

　生意気な弟たちに比べて、香穂の素直な明るさは、あんまりにも眩まぶしくて。

（……だって香穂ちゃん、かわいいんだもん）

　まるでお気に入りのテディベアのように、香穂をぎゅっと抱く。香穂は気にせず、楽しい話題を喋しやべり続ける。紫陽花にとってそれは（残念ながら）憩いこいの時間であった。










間話　２・５章　甘織姉妹の激闘




アニメイト特典ＳＳ









「お姉ちゃん、あたし結構ゲームうまくなってきたよ。もうお姉ちゃんの実力抜いたんじゃないかな」

「ふ」

　なにを言うかと思えば……。廊下ですれ違った妹に、わたしは口の端を吊り上げて笑う。

　妹の不登校はまだ続いている。その間、妹はそこそこ勉強とかもしているみたいだけど、だいたいはずっとゲーム漬け。

　可哀想に。だから、勘違いしてしまったのだろう。

「ねえ、妹。サッカーを６年間続けている人と、サッカーを始めてまだ１週間のド素人しろうと。どっちが上手だと思う？」

　わたしの問いに、妹はさらっと答えてきた。

「才能があるほう」

　ふふふ。わたしは高笑いをする。

「あははは！　言うじゃん、妹！」

　妹がニヤリと笑う。

「ま、そうだよね。お姉ちゃんの唯ゆい一いつのアイデンティティだもんね。認められないよね。あっという間にあたしにウデマエを追い越された、なんてさ」

　妹に部屋に呼ばれて行くと……。

「……なるほどね。ランキングは、それなりにあがったみたいじゃん」

　なんと妹は、最高ランクに達していた。

　初めてプレイする人でも遊びやすいゲームではある。ランクもあっという間にあがる。しかし、約２週間でこの急成長っぷりは、確かに……まったく才能がないというわけではないみたいだ。

　動体視力。判断能力。手先の器用さ。ＦＰＳに必要な能力は、ある意味ではアスリートとも共通する。実際、努力や反復練習が身についているスポーツ選手は、うまくなるための下した地じができているとも言えるだろう。

　だが――。

「知識と、経験。妹にはまだそのふたつが、圧倒的に足りていない」

　わたしは二本の指を立てて、言い切る。

　その言葉に、妹は。

　大きく肩をすくめて、ため息をついた。

「御託は、いいんだよねえ」

「……なに？」

「さっきから、ピーチクパーチクって、さえずってさ。お姉ちゃん、戦やろうよ。どっちが上で、どっちが下か、って。いちばんわかりやすい方法で、決着つけようじゃん」

「まさか、本当にわたしに勝てるとでも？」

「思ってなかったら、言わなくない？」

　わたしたちの視線が激しく衝突して、火花を散らす。

「ふふ」

「はは」

　獰どう猛もうな笑みが交こう錯さくし、嵐が吹き荒れ、そして炎が燃え上がった――。

　とはいえ。

「てか、どうやって対戦するつもり？」

「お父さんのゲーム機借りたら？」

「ソフトがないじゃん！」

「えー……」

　口を尖とがらせる妹。そんな顔されても！

「買いなさい」

「お姉ちゃん買ってよ」

「なんでわたしが二本目買わないといけないの!?　勝負したいのは遥はる奈なでしょ！」

「不戦敗だー！」

「まったく……」

　わめく妹が諦あきらめたようにサイフを手にする。

「まあいっか……。最近お小こ遣づかい使ってなかったし……ぐうう」

「服を一着ガマンすればいいだけじゃん……。なんでそんな嫌々なの……」

　ゲームは一本買えば何十時間も遊べるのだ。どう考えてもこっちのほうがコスパいいのに……。姉妹の金銭感覚の相違である。

　妹はますます悔しそうに、わたしに告げてくる。

「ぜったい負けないからね！　お姉ちゃん！」

「それはこっちのセリフ！」




　翌日。お父さんから借りたゲーム機に、妹が買ってきたソフトをセットする。アカウントをコピーして、ログイン。これで準備は整った。

『じゃあロビー入るね』

「ん」

　テレビを持ってきて隣同士にくっつけるのは面倒だったので、わたしも妹もそれぞれ自分の部屋でゲームをプレイしている。

　部屋は隣同士だから、別に大きな声を出せば聞こえるんだけど、ずっとそれやってると怒られそうなので、通話アプリを繫いでいた。

　スマホ越しに聞く妹の声はどこか大人びていて、普段の妹ではないみたいだ。

　……なんか、緊張してきたな。

『よっしゃー、ぶっ殺しまくってやるー』

「殺意ありすぎだよ！」

　とんでもなく口の悪い妹とチームを組んでから、マッチング開始。

　……遊び慣れたゲームとはいえ、最近はずっと妹に貸しっぱなしだったから、正直、腕は落ちてるかもしれない。

　本当に負けたらどうしよう……。

　妹は、ひとしきりわたしをからかって……でも、すぐに飽きるだろう。もともとゲームに興味のない女だ。満足して、わたしに勝ったことすら忘れてしまうかもしれない。

　しかし、わたしは…………。

　別に、自分がそこまでゲームうまいとは思ってないけど……！　でも、せめて妹になにかひとつでも勝っているものがないと、精神がどうにかなってしまう……。

　次からＦＰＳを起動するたびに『でもわたし、妹に負けたんだよな……』と思うし、『何年もプレイして妹にあっさり負ける程度の才能しかないわたしが、これからもゲームしてなんの意味があるんだろう……』って空むなしくなって……。

　そして、一生誰かのプレイ動画だけを見て生きる存在になる……。

　い、いやだ……！　ゲームしたい！　これはわたしの唯一の趣味なんだ！　それを妹に奪われてなるものか……！

　はっきり言ってこの勝負はリスクマッチだった。

　妹は負けたところでせいぜい２週間しかプレイしていない初心者。かたやわたしは自分の尊厳がかかっている。なんでこんな勝負受けちまったんだよわたし！　妹がまさかゲームまで買うとは思わないじゃん!?　うわあああ！

　内心パニック状態になっていると、マッチングした。

『って……同じチームじゃん！』

「ほんとだ」

　わたしは心の底から安あん堵どした。

『なんで!?』

「いや……このゲームは、こうなんだよ。自動的にチームが割り振られるの」

『ぶーぶー』

　試合が始まる。

『あたし右から行くから』

「はいはい」

『よっし、やっつけた！』

「後ろから来てる。ふたり」

『げ。ムリ！』

「大丈夫、いけるいける」

『死ね死ね死ね死ねー！』

「口が悪い……」

　試合が終わって、僅きん差さでわたしたちの勝利だ。

『よっし！』

「ふいー」

『次こそ敵チームに……！　って、また同じチーム！』

「たまたまだよ、たまたま」

『ぐう。じゃあ、またあたし突っ込むから』

「おっけー。高台から狙うよ」

　とまあ、何度か試合を繰り返し……。

『ようやく敵チーム！』

　ひときわ嬉しそうに声をあげる妹だったが、試合が始まってみれば。

『結局、一度も対面しなかった！』

「そういうこともある」

　なんというか、お互いの腕を証明する！　みたいな試合はほとんどなくて。

『思ってたのと違うんだけど！』

「まあ、基本的にチーム戦のゲームだからね……」

　不満そうな妹をなだめる。これは……どうやら決着！　という雰囲気でもなさそうだった。

　考えてみれば、当然だ。本当に白黒はっきりつけたいんだったら、わたしが真ま唯いや紗さ月つきさんとやったみたいに、一対一の勝負にしなければならない。そうじゃなきゃ、勝った負けたもだいたい運に左右されるに決まってる。

　……そしてわたしはわざわざ『一対一でやろう』なんて言わなくてもいいのだ！　だって！　負けるの嫌だから!!

『くそー。あ、次の試合、あたしブキ変えてくるね』

「なに使うの？」

『今ちょっと練習中のやつがあって。難しいんだよね。コツとかある？』

「ええとね――」

　そして一時間ぐらい経たったところで、妹が気づいた。

『これ、お姉ちゃんとただゲームしてるだけじゃない!?』

「まあ……はい」

『ぐぬぬ』

「あ、でも相当うまくなってるよ。すごい。ちゃんと盤面見て動けてるし、ぜんぜん死ななくなったし」

『……まあね！　毎日やってるんだから、そりゃうまくなるでしょ！』

　陽キャだけあって、喜怒哀楽のはっきりした快活な妹の声は、どこか耳心地よくて。

　……勝負じゃなくて、こういうのだったらまたやってもいいかな、とわたしは思うのだった。




『よーし、次こそお姉ちゃんぶっ殺すぞー』

「口が悪い……」










間話　３・５章　紗月のれな子育成日誌




メロンブックス特典ＳＳ









「それで、紗さ月つきさんはどこまでいったんですか？」

　お昼休み。紗月さんを捕まえて、わたしは声をかけた。

「どこまで？」

「ゲームですよ。恋愛の」

「ああ。けっこう進んだわよ。今、三年の夏かしらね」

「おお……もうすぐクリアーですね！」

　先日、紗月さんの家で恋愛ゲームを一緒に遊んだのだ。一緒にというか、紗月さんのプレイを眺めていた、というか。

　その際、【勉強０】【運動０】【容姿０】の主人公に『甘あま織おりれな子』という名前を付けられてしまい、さんざんおちょくられたのだが、それでも紗月さんとゲームの話ができるのは嬉しかった。

「データ見てみる？」

「え、いいんですか。っていうか、学校にまで持ってきているんですか」

「アルバイトの休憩時間にやったりしているから」

「なんと……」

　わたしだったら、人前で携帯ゲームやったらオタク趣味がバレる……と思って、絶対にプレイできないけど、むしろ紗月さんのように普段ゲームしない人間のほうが偏見をもっていないのかもしれない。文庫本を開くような感覚、っていうか。

　とはいえ、教室で堂々とゲームをプレイするのは、忍びないので。

「あ、それじゃあ、屋上行きましょうよ」




　お外はさすがにそろそろ空気が冷たかった。壁に背を預けて、わたしは紗月さんがプレイするゲーム画面を横から覗のぞく。

「今、こんな感じ」

「おー……めちゃくちゃステータスあがってる！」

「そうね。もうそろそろ甘織れな子とは呼べなくなってきたかもしれないわ」

「そんなことあります??」

　レベルアップするとわたしって、甘織れな子じゃなくなるの？　ポケモンか？

「他のステータスもそこそこ伸びてて、特に【勉強】はもうカンスト寸前ですねー」

「こないだはようやく学年一位に到達したわ。二位に叩き落とされたてびきがわざわざやってきて『負けちゃった。れな子くんすごいね』って、憎しみに満ちた顔で笑いかけてきて気分がよかったわ」

「紗月さんの認知がゆがんでる……」

　順位を抜かれた道みち野のてびきさんががんばった主人公を見直す、という心温まるイベントだったはずだけども……。

「次回はおそらくてびきも死に物狂いで学年一位を奪い返しに来るでしょうね。そこからが本当の勝負だわ」

　そういうゲームじゃないんだよなあ、と思いつつも、紗月さんが楽しそうなのでなによりだった。このゲームが時代を超えて愛されているのは、恋愛要素だけじゃなくて、高校三年間の青春を体験できる学園シミュレーションとしても出来がいいからなのだ。

　しかし、やっぱり気になるのは恋愛パート。

「どうですか、生徒会の子との仲は。進展しました？」

「進展と言われても。ただ延々とデートを繰り返しているだけなのよね」

「まあ、そういうゲームですし……」

「高校生の男女が、もともと友達でもないのにふたりで10数回以上デートを重ねて、それで特になんのイベントも起きないんだから、完全に脈がないと思うわ。諦あきらめたほうがいいんじゃないかしら、甘織れな子」

「全年齢対象のゲームなので！」

　そもそもわたしが真ま唯いと初めてキスをしたのは、初めてふたりでお出かけした日だった。いや、まずプール行って、おうちで２回遊んだ後だから、４回目か？　でもその途中で、カフェにふたりで行ったりはしたな……。

「いいじゃないですか、高校生らしいピュアな恋愛って感じがして」

「……。そうね」

　ただの一般論を振りかざすわたしを見て、紗月さんはなにか言いたげな顔をした。

「なんですか!?」

「いえ、あなたの口から『ピュア』なんて単語が出てきたことに驚きを隠せなかっただけよ。そう、知っていたのね、その言葉を」

「わたしは自分のことをそこそこピュアだと思っているんですけど……」

「ふ」

「鼻で笑われた!?」

　そんなことを話しているうちに、ゲーム内で下校イベントが起きた。相手は紗月さんのヒロイン、紫陽花あじさいさん似の生徒会の子だ。

　一緒に帰らない？　という主人公の誘いは、しかし断られる。

「あれ？」

「瀬せ名なになにかしたの？　甘織」

「わたしじゃないですけど！」

　現実で紫陽花さんに断られたら『なにか用事があったんだろうなー』としか思わないだろうけど、でも。

「もしかして最近、誘うたびに断られてます？」

「そうね、比較的」

「むむむ……これは、ひょっとして……」

　わたしは紗月さんからゲームを借りて、セーブしてから、主人公への評判を見てみた。これは、周囲の女の子が主人公のことをどう思っているのかわかる機能だ。

　すると……。

「めちゃめちゃ嫌われてる！」

「なにをしたの、甘織」

「だからわたしじゃないですけど！」

　現在、登場しているヒロインキャラクターのほとんどから『嫌い』と思われている主人公に、わたしは胃が痛くなる。もう三年の夏なのに……！

「ひょっとして……爆弾が爆発しましたね……？」

「爆弾？」

「このゲーム、かなり特殊なシステムがあって……。あんまり周りの女の子を放置すると、爆弾が爆発して、全員からの好感度がガクッと下がるという……」

「ちょっと言っている意味がわからないのだけれど」

「好きじゃない女の子ともデートして好感度を稼がなきゃダメなんですよ！」

「そんな不誠実なことをしなきゃいけないの？　甘織れな子という名前じゃなくても？」

「甘織れな子じゃないとしてもですよ！　誰が不誠実だ！」

　わたしは頭を抱かかえた。

　三年の夏で全員から嫌われているとなると、個別エンディングを見るのは、ほぼ不可能だ。

「ここから立て直すのは、なかなか厳しいかと……」

　恋人を作るという目標を抱いてやってきて、ついには学年一位の座を手に入れるほどに努力した甘織れな子が、しかし知り合った女の子たちを放置したというそれだけで嫌われてしまっていることに、わたしは思わず涙しそうになった。

　お前、そんなにがんばってきたのに……人間関係の立ち回りが下手へたなだけで……。なんて不ふ憫びんなんだ、甘織れな子……。

「なに勝手に諦めているの、甘織」

「え？」

　紗月さんが厳しい目でわたしを見つめている。

「卒業まで、わからないでしょう。あなたのがんばりを認めてくれる人が、もしかしたらひとりぐらいはいるかもしれないじゃない」

「紗月さん……」

　わたしはうるうるとした瞳を、紗月さんに向ける。

　紗月さんはしっかりとうなずいた。

「最後まで、自分の努力を信じなさい」

「……は、はい！」




　その日の夜、紗月さんからメッセージが届いた。

『甘織れな子は誰にも好かれることなく、独りで高校を卒業したわ』

　最悪だよ!!
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とらのあな特典ＳＳ




間話　５・５章　王塚真唯の術中なんかにハマらないんだからね、ぜったい！









「やあれな子。調子はどうだい？」

　朗ほがらかな笑みを浮かべた真ま唯いが、隣に並んでくる。

　お昼休み。少し早めに屋上に来ていたわたしはそんな真唯を見上げて、こう思う。

　なんかコイツ……。最近、しょっちゅう屋上にやってくるな……。

　理由なく人に優しくされることが信じられない悲しいモンスターであるわたしは、つい邪推してしまった。それはつまり、真唯は後ろめたいことがあるからわたしに優しくしてくれているのではないか、と。

　つい先日、真唯には婚約者がいると発表されたばかり。つまり真唯は……本当に浮気をしている……!?（むしろ、浮気相手がわたしだった!?）

「ええと……なにかを勘違いしているようだけれど」

　怯おびえるわたしの動揺が伝わったのか、真唯は苦笑いする。

「別に、やましい気持ちがあるから、君に声をかけているわけじゃないよ」

「そ、そうなんですか？」

　しまった。また敬語になっている！

　言い直す。

「……そうなの？」

「うん。単にほら、最近はお互いやることがあって、デートもできていないだろう？」

「まあ」

　真唯が忙しいのはいつものことだけど、わたしも妹のことで頭がいっぱいになっていたから。

「だからね。少しでも君との時間を作りたいと思うんだ」

「それは……嬉しいけど」

　わたしは熱い食べ物を口に運ぶように、慎重に問いかける。

「じゃあこれは、決してご機嫌伺うかがいなどではない、と」

「いや」

　そこで真唯はきっぱりと否定した。

「君の機嫌を窺うかがいたいとは思っているよ。いつでもね」

　片目をつむって、チャーミングに笑う真唯。

　ぐっ……。キュンとしてしまった！

　わたしはつい顔をそむける。

「ふ、ふんだ！　そんなこと言われたって、嬉しくもなんともないんだからねっ」

「おやおや。なかなか手ごわいお姫様だ」

「お姫様なんかじゃないし！」

　ここでわたしが、ぷくぅと頰を膨ふくらませて『もう真唯なんてしらないもんっ』とかなんとか口走ると、すべて真唯の思おも惑わく通りになってしまう。急にどこからか紗さ月つきさんが現れて、今度こそ屋上から突き落とされるかもしれない。わたしは平静を保つ。

「ていうか」

　真唯に手のひらを突き付けて。

「大丈夫なの？　こんなに頻ひん繁ぱんに抜け出して。真唯って婚約者騒ぎもあって、学校中の注目の的まとになってるじゃん。もしかしたら、誰かに後をつけられたりとか」

「一応、気を付けてはいるつもりだけれど」

　振り返る真唯。今は、屋上のドアはきちんと閉まっていて、盗み見されている心配はなさそうだ。

「もしかしたら、君とふたりでいるところを、見られることはあるかもしれないね」

「危ないじゃん！」

「どうして？」

「え？」

　真唯はくすくすと笑う。

「クインテットでも仲のいい君とふたり、屋上で和なごやかに過ごす。その一ひと時ときを見られることが、どうして危ないのかな？」

「それは……」

　わたしは言葉を探す。

「ええと、だってあの王おう塚づか真唯の知られざる一面が！　みたいなスクープに！」

「別にみんなといることがくたびれたわけじゃない。でも、君との時間も大切にしたい。そう思ってもらえるだけじゃないかな」

　そうかも……。

　わたしが真唯を『真唯呼び』していることは、もう球技大会でバレてしまったわけだし。今さら他に隠すようなことは……ない……？　ほんとか？　真唯の術中にハマってないか？

「あ、でもだったら、しばらく学校でキスとかはだめだからね」

　真唯が注目されている今、あらぬ噂を立てられるわけにはいかないのだから。

　と、わたしが念を押すように言うと、真唯はなぜか笑った。なに!?

「いやね。『しばらくはだめ』なんて言うものだから」

　微笑む真唯が、わたしの耳元に顔を近づけてきて、ささやく。

「……じゃあ、ほとぼりが冷めたら、いいのかな？」

「っ!?」

　わたしはのけぞって、耳を押さえながら、首を横に振る。

「だめ！　学校じゃだめ！」

「ふふふ」

「くぅ……」

　わたしとしたことが……。まんまと真唯の術中にハマってしまった。顔が熱い。

「と、とにかく……学校でそういうことは、だめだから」

「わかっているよ、もちろん。君にも迷惑をかけるね」

　……なんかそういう言い方をされると、わたしの方がキスしたいみたいに聞こえない？　こいつめ……。

　でも、気にしているのは本当だろうから。

「真唯も、ムリしないでね」

「ん」

「事実無根の婚約者騒ぎで、みんなに突っつかれるのも、メンタル消費しちゃうでしょ。わたしだったら屋上に、いつでも付き合うからさ」

　すると、隣に立つ真唯が。

　わたしの肩に、頭を乗せてきた。

「ちょ、ちょっと……」

「大丈夫さ、これぐらい」

「まあ……。そうかもだけど……」

　香か穂ほちゃんとか、教室で紫陽花あじさいさんのお膝ひざの上に座ったりしているからな。それに比べたら、確かにこれぐらい、ぜんぜん平気だろう。

　ただ、妙に胸の奥が、こそばゆいだけだ。

「ふと、こうしたくなったんだよ。私は、君のことが好きだから」

　……うう。

　絞り出すように、答える。

「わたしも……好きだけど……」

「愛しているよ」

　……そこまでは、言わない……。

　わたしはしばらく真唯の体温を感じながら、ぎくしゃくと遠くの方を眺めていたのだった。










メロンブックス特典ＳＳ




間話　７・５章　瀬名紫陽花のメイクパワーアップ大作戦









「これじゃ、だめだぁ……」

　ここは紫陽花あじさいさんのおうち。そしてわたしの目の前で、紫陽花さんは打ちひしがれていた。

　あ、紫陽花さん……!?

「私じゃ、れなちゃんのポテンシャルを１００パーセント引き出すことは、できないよ……」

「そんなことないよ!?」

　そう、そもそもが無理な話だったのだ。

　わたしが同窓会に出るからと言って、クインテットに協力を求めたのがつい先日のこと。真ま唯いからは衣装を、紗さ月つきさんに恋人役を頼み、香か穂ほちゃんには催眠音声をお願いした。

　そして、紫陽花さんはというと、わたしのメイク担当……だったのだが。

「そもそも０にはなにを掛けても０なわけで……。紫陽花さんの負担が大きすぎたんだよ……。素材がしょうもないのに、メイクだけでどうにかしてもらうなんて、ムリに決まってるよね……（※ムリだった！）」

「そんなことないよ!!」

　うわあ！　紫陽花さんのこんな大声、久しぶりに聞いた。『もー！』以来だ。

「れなちゃんのポテンシャルは、もう、すごい……すごいんだよ！　ひゃくおくぐらいあるよ！　だから、だめだめなのは、私の実力なんだよ……！」

　はわわわ……。

　紫陽花さんが頭を抱かかえてしまった。

　どうしよう、紫陽花さんが落ち込んでしまっている。わたしにできることは、なにか……なにかないのか……？

「そ、そうだ！　紫陽花さん、今度チーズケーキのおいしい店にいこうよ！　こないだタイムラインに流れてきたんだ！　ね、ね？」

「…………」

　落ち込んだ紫陽花さんは、無反応だった。

　無反応!?

　そんな……。どんなヘロヘロの状況になっても、ひとまず話に乗ってくれるはずの紫陽花さんが、無反応だなんて……。わたしは紫陽花さんをそこまで落ち込ませてしまった……。あうあうあうあう。

　わ、わたしは、どうすれば……。

「……よし」

　ただひたすらうろたえていると、紫陽花さんが静かに顔をあげた。

　その目には、まっすぐな輝き。

「……修行……」

「えっ!?」

　なにやら、紫陽花さんの発声しそうにない空気の震えが伝わってきたんだけど。

　紫陽花さんはぎゅっと拳を握って、改めて言い直した。

「修行するよ、私。れなちゃんを、世界一の美少女にメイクアップするために……！」

　お、おお……。

　その意気込みは嬉しいけど、ムリだよ紫陽花さん……！　魔法使いにでもなるしかないよ！




　その日から、紫陽花さんの修行が始まった。

　紫陽花さんは学校にメイク道具を持ってきて（しかもかなりたくさん）放課後ごとに、わたしの顔面にメイクを施ほどこした。

　家では毎日、プロのメイクアップアーティストの動画を見て研究しているらしい。

「なにが紫陽花さんをそこまで突き動かすの……？」

　ある日、そう聞いてみたことがあった。

　すると紫陽花さんは、真剣な顔で。

「……私、れなちゃんの顔が好きだから」

「えっ……」

　それはなかなか驚きの言葉だった。

　ふたりだけ残った、夕焼けの照らす教室。紫陽花さんはハッと気が付いたように頰を赤く染めて。

「あ、ええと。れなちゃんの顔、も、好き。顔も好き、なの。それでね」

「は、はい」

「私はぜんぜん、今のままでも、れなちゃんのことすっごくかわいいと思うんだけど……でもね、れなちゃんが私を頼ってくれたのも嬉しくて、だから、私だけじゃなくて、世界中の人が、れなちゃんのこともっともっとかわいいって思ってほしくて……」

　なんだか……勢いで、ものすごいことを言われている気がする……。

　もじもじする紫陽花さんに、聞き返す。

「そもそもわたし、紫陽花さんにかわいいって思われていたの……？」

「えっ？　いつも言ってるよね!?　かわいい、って……」

　わたしは有名なネットミームを思い出していた。『かわいいにも二種類！　わたしが言われていたのは恐らく……後者！』

　しかし、マスコットとしてのかわいさではなかったようだ。

　紫陽花さんはしっかりわたしを、女の子としてかわいいと認識している……!?

　この、世界でいちばんかわいい紫陽花さんが!?

　わたしは浄化されたような笑みを浮かべた。

「……ありがとう、紫陽花さん」

「う、うん？」

「紫陽花さんの今の言葉で、わたしは救われたよ」

「そ、そおなの？」

「たとえ世界中が敵に回ったとしても、紫陽花さんひとりがわたしのことをかわいいと思ってくれたら……わたしのこれまでは、無駄じゃなかったんだ。ありがとう、紫陽花さん」

「あれ!?　世界中の人に好きになってもらえるようにって話を今してたんだけど!?」

「いいんだ。そんな夢物語は……。わたしは、もうじゅうぶん報むくわれたから……」

「れなちゃん!?　れなちゃーん！」

　紫陽花さんに肩をがくがくと揺さぶられる。

　ふふふ。嬉しいな。自己肯定感が満ち足りてゆく……。きょうが最終回でもいい。

　紫陽花さんのその発言はたぶんひいき目で、例えるなら自分の飼っている猫がどんなにブサイクでも世界でいちばんかわいく見える現象なんだろうけど……でも、だとしても、嬉しいんだ。こんなに嬉しいことは、わたしの人生にはもうないかもしれない。

「と、とにかく！　私はやれるだけのことはやるからね!?　れなちゃん！」

「ふふふ。おっけー☆」

　わたしは朗ほがらかに笑った。もしかしたら、毎晩聞いている香穂ちゃんからの催眠音声の効果が出始めているのかもしれなかった。




　こうして、紫陽花さんの放課後の修行は、しばらく続いた。

　だが、紫陽花さんがわたしのポテンシャルを百億引き出すことはなく……。同窓会が間近に迫ってしまったからというタイムリミットでのおしまいがやってきた。

　紫陽花さんは悔しそうにしていたので、近々またリベンジの機会が訪れる、かもしれない。

　今まであんまり見たことがなかった紫陽花さんのこだわりと、頑固な部分を存分に味わえた日々であった。（恥ずかしかったけど！）










ゲーマーズ特典ＳＳ




間話　７・６章　小柳香穂と催眠音声リターンズ









「では、まずあなたのなりたい『理想の人物』を教えてください」

　コンタクトの上から伊達だてメガネをかけた香か穂ほちゃんが、脚を組み替えつつ、わたしに尋たずねてくる。香穂ちゃんはそれっぽいバインダーを抱かかえていた。

「えーと」

　わたしは一生懸命、考える。

　ここは香穂ちゃんの部屋だ。わたしは、同窓会というラストダンジョンに挑むため、剣と盾たて、そして鎧よろいと装飾品を集めていた。これは、その旅の途中。

　香穂ちゃんにわたし用の催眠音声を作ってもらい、メンタルの弱点を補おうという作戦だったのだが。

「なんか、こう……つよつよな、自分……的な……」

「イメージが足りない！」

「ひんっ」

　あまりにも歯切れ悪く答えると、香穂ちゃんに一いつ喝かつされた。

　セクシーな女教師キャラを秒で捨てた香穂ちゃんは、わたしに指を突き付けてくる。

「いい？　なにごともイメージです！　なりたい自分をどれだけハッキリと思い描くことができるかによって、成功率が段違いに変わってくるんだからね！」

　なんか念能力の話みたいになってきたな……。

「コスプレのときは、わたしなんにも言わなかったんだけど……」

「あれは、あたしがなってほしいれなちん像を押し付けただけだったから」

　さらっと言う香穂ちゃん。

　それ、わたしへの人権侵害では……？

「で、どんな風になりたいの？　マイマイ？　サーちゃん？　アーちゃん？」

「クインテットのみんなみたいになれたら、そりゃ理想だとは思うけど……でも、今回は微妙に目的が違ってて」

「ほう。目的。目的は大事だね。目的から逆算して考えられるからね」

「う、うん。真ま唯いとか紫陽花あじさいさんって、メチャクチャ優しいじゃん。だから、『わたし陽キャですよー！』って顔して参戦する同窓会向けの装備じゃないと思うんだよね」

「ふむ……なるほろ」

　香穂ちゃんは一応、納得してくれたみたいだった。

　たぶん、本人たちはやろうと思えばできるんだろうけどね。誰かに冷たい真唯とか、いつもよりちょっと圧を出す紫陽花さんとか。わたしより人生経験が豊富だから。

　でもわたしのイメージするふたりは、誰にでも分け隔へだてなく優しいふたりだ。そんなふたりを身にまとったところで、わたしが傍ぼう若じやく無ぶ人じんにふるまえるとは思えない。

「サーちゃんは？」

「そもそも紗さ月つきさんが誰かと積極的に交流する様子が思い浮かばない！　わかってて聞いたでしょ!?」

「にゃはは」

　香穂ちゃんは笑ってごまかした。人に言わせておいて……こいつ、悪い女……！

　それから自分を指差して。

「じゃあ、あたしは？」

「香穂ちゃんはぜったいむり」

「ほほう。なにゆえ？」

　今回はわかってて聞いているわけじゃなさそうだった。

　だが、あまり答えたくない……！

　渋るあたしの頰を、香穂ちゃんがツンツンとつついてくる。

「あーたーしーはー？」

　うう。

「香穂ちゃんはかわいすぎるので……どんな小生意気なことをしてきても、許されてしまう……。そんなミラクル、香穂ちゃんの顔面をもつ子にしかできない……」

「ほほおー」

　香穂ちゃんは顎あごの下に手を当てて、嬉しそうに目を輝かせた。

「れなちんは、あたしがなにをしても顔がいいから許してくれるんですにゃあ」

「だから！　違う人をイメージしなくっちゃいけなくて！」

　わたしはムリヤリに話を変えた。

「誰にでも好かれて、いかにも陽キャっぽくて、格上って感じがして、多少強引で、冷たいこともキッパリ言えちゃうような……」

　話していくうちに、わたしの中にはふたりの人物像が浮かんだ。

　ひとりは甘あま織おり遥はる奈な。妹だ。しかし、妹とケンカしているその真っ最中に、妹になり切って難関を解決するというのは、あまりにもプライドがなさすぎる。

　となると、残りひとり。

「よし、イメージした」

　わたしは心の中に、照てる沢さわ耀よう子こちゃんを思い浮かべることにした。

　わたしは耀子ちゃんを表面上しか知らない。

　だからこそ、その皮をかぶるという意味でもぴったりな気がする。

「おっけー。じゃあ、あたしも早速、作業に取り掛かるかあ」

　香穂ちゃんが指折り数える。

「れなちんが同窓会で無双する都合のいい脚本を書いてあげて、朗読してあげて、編集してあげて、音声データにしてあげて、それをれなちんに送ってあげて……と」

「なんかものすごいお手数をかけますね！」

　改めて作業工程を言われると、とてつもなく申し訳なくなってきた。

「わたしにできること、なにかあります……？　お金、とか……」

「うーん……」

　香穂ちゃんは眉根を寄せる。あっ、わたしの罪悪感から繰り出された押しつけがましい善意が、香穂ちゃんを苦しめてる……！　心苦しい……！

　しばらく悩んだ後、香穂ちゃんはニッコリと笑う。

「じゃあ、あたしが『もうやだー！　疲れたー！』ってなったら」

「なったら、隣で精いっぱい励ます……!?　あるいはパシリになりますか!?」

　違った。

「そのたびに、元気になーれー、ってあたしにチューすること」

　自分の下唇をつんつんと指で差しながら、香穂ちゃんがそんなことを言ってきた。

　なるほど、ね……。

「それ思いっきり浮気ですよね！」

「えー♡」

　香穂ちゃんが甘ったるい非難の声をあげる。

「れなちんのキスがないとぉ～♡　やる気が出ないにゃあ～♡」

「やる気というのはやれば出てくるものだって偉い人が言ってましたよ！　ほらがんばって香穂ちゃん！　ファイト！　香穂ちゃんならできる！　ファイトー！」




　こうしてわたしは、小悪魔のように絡からんでくる香穂ちゃんを励ましながら、その作業をひたすら応援し続けたのだった。

　でも憎めない……。だって香穂ちゃん、かわいいから……っ！










間話　７・７章　男装令嬢、琴紗月




アニメイト特典ＳＳ









「……こんな感じかしら？」

　着替えた紗さ月つきさんが姿を現す。

　それを見たわたしは、感かん嘆たんの声を漏もらした。

「うわあ……に、似合う……！」

　ここは、香か穂ほちゃんのおうちだ。紗月さんの隣には、ドヤ顔の香穂ちゃんが胸を張っていた。

「どうよ！　あたしのコーディネートは！」

「すごいと思います……！」

「でしょう！　あたぼうよ！」

　なぜか香穂ちゃんのほうが、圧倒的に自慢げだった。

「男装は、ありとあらゆるコスプレ女子の憧あこがれの的まと……。それをこんな抜群の素材でやらせてもらえるなんて、冥みよう利りに尽きるってモンですよ！」

　そう。きょうは、同窓会に行くための四種の神じん器ぎ。鎧よろい、盾たて、装飾品、そして剣のうち、剣を担当する紗月さんの仕上がりを見にやってきたのだ。

　紗月さんには、同窓会にわたしを迎えに来てくれる恋人の役をお願いしている。実際のわたしの恋人である真ま唯いや紫陽花あじさいさんを押しのけての抜ばつ擢てきというのは、ふたりが嫌な思いをしないか心配だったんだけど……。

　真唯も紫陽花さんも『紗月（ちゃん）なら』と首を縦たてに振ってくれた。というか、ふたりも純粋に紗月さんの男装姿を見てみたかったようだ。どうせ似合うだろう、と。

　そして結果が、今のコレ、である。

　似合いすぎる！

「なんだか窮きゆう屈くつね」

　ソール高めのスニーカーを履はいて、長い髪をウィッグに押し込んだ紗月さんが、姿見を覗のぞき込む。

　もともと顔立ちがあまりにもいいので、ちょちょっと男装メイクを施ほどこしただけで、ものすごく様になっていた。韓国のアイドルみたいだ。

「でも慣れてるでしょ？　サーちゃん、コスプレだっていろいろしてるんだから」

「してるというか、やらされているというか。でもまあ、そうね。すぐに慣れるでしょう」

　そのまま、くるりと回る。服装も体のラインが出ないものをチョイスしているから、いつもよりなんだか肩幅が広く見える。

「あとは演技指導だね！」

「そんなのが必要なの？」

「もちろんだよ！　歩き方ひとつで、違和感が出ちゃうんだから！」

　男装という未知のジャンルにおいて、香穂ちゃんの存在が頼りになりすぎる。

「いい？　歩幅ちょっと大きめに、内股にはならないよう気を付けて。あと、じゃっかん肩幅も広げて」

「こうかしら」

「そうそう！　いい感じいい感じ！」

　さすが何事も呑み込みの早い紗月さん。あっという間に香穂ちゃんの指導を吸収してゆく。

「すごい……。今ここに男装界の超新星が誕生しようとしている……！」

　わなわなと震える香穂ちゃん。

「しないけれど」

　氷のような紗月さんの声も、香穂ちゃんの情熱を冷ますことはできなさそうだった。

「サーちゃん！　次のイベント、男装で出ようよ！　万バズ間違いないよ！」

「しないけれど」

「じゃあお仕事として正式にご依頼を！」

「……まあ、考えておくわ」

　紗月さんはいつもの癖くせで髪をかきあげようとして、空くうを切った。今の紗月さんは髪が短いからね。

「あのー」

　僭せん越えつながら、わたしもご意見を述べさせてもらう。

「もしあれだったら、声も少し低めに話した方がいいのではないでしょうか」

「あ、確かに！　あたし撮るときのことしか考えてなかった」

　でしょうね！

　こほん、と紗月さんが何度か咳せき払ばらいをする。

「あ、あ、あー。どうかしら。このぐらい？　どうかしら」

「おお、いい感じ」

　一般的な男子高校生よりは多少高いけど、紗月さんがもともと低めの声をしているから、じゅうぶん中性的な印象になってきた。

　紗月さんが、おもむろに顔を近づけてくる。

「どう？　甘あま織おり。うまく、できてる？」

「えっ!?」

　やばい。ドキッとしてしまった。

　急に紗月さんの低音ボイスでささやかれてしまうと、なんというか、背筋が！

　紗月さんが口の端を吊り上げて、微笑を浮かべる。

「悪くはないみたいね」

　その様子を眺めていた香穂ちゃんが、腕を組んで。

「……これは、お金の匂いがするにゃあ……」

「それって『琴こと紗月の溺愛低音ささやきカフェ～あなたの帰りを待ち焦こがれる男装執事～』ってこと!?」

「良すぎるじゃん……」

　香穂ちゃんがうっとりする。

　まあ、別にわたしとしては、紗月さんが男性と思われようが、女性と思われようがどっちでもいいんですが……。

　ただ単に、見た目の圧がいちばんあったのが紗月さんというだけの話で……。

「よし」

　我に返った香穂ちゃんが、大きくうなずく。

「最終テストをしよう」

「テストって？」

「ふっふっふ」

　香穂ちゃんがスマホを持ち上げる。そこには紫陽花さんからのメッセージ。

『そろそろつくよー』とあった。





＊＊＊






　なにも知らない紫陽花さんが、小こ柳やなぎ家のチャイムを鳴らす。

　それから間もなく、ドアが開いた。

　当然、香穂ちゃんが出てくるだろうと思っていた紫陽花さんは、わっ、と目を丸くする。

　そこにいたのは、ものすごく顔のいい長身の男の子（？）だったからだ。

「えっ、えっえっ？」

「瀬せ名な」

　声をかけられてようやくわかったらしい。

「あっ、紗月ちゃん!?」

「別に……いつもとそう大差ないでしょう」

「そ、そうかな……？　そっか、それが香穂ちゃんプロデュースの恰かつ好こう？　わあ、すごい！　似合ってるね！」

「そう。ありがと」

　紗月さんが微笑を浮かべると、紫陽花さんは思わず頰を赤く染めていた。

「なんというか……紗月ちゃんは普段からかっこいいけど、いつもよりもっとかっこいいところが強調されて、すごくかっこいい、っていうか……」

　わたしと香穂ちゃんは、ドアの陰に隠れてその様子を見守っている。

「んふふ。これなら大成功だね……」

　思わずぼそっとつぶやいてしまう。

「紫陽花さん、動揺しすぎでは……」

「あーゆーのが好みなんじゃない？」

　確かに、紗月さんの顔面力は全人類が好みだが……。

　香穂ちゃんに肩を叩かれる。

「ドンマイ、れなちん……」

「同情的に見るんじゃないよ……！」

　声を潜ひそめてツッコミを入れる。紗月さんはわたしのために協力してくれてるだけなんだよ！

　しかし一方、紗月さんと紫陽花さんは。

「あなたにそんなに褒ほめられると、照れるわね」

「えっ？　そうかな？　紗月ちゃんには、いっつも褒めてると思うけど」

「じゃあ、いつも照れているのよ」

「あはは。それなら、もっともっと照れさせちゃおうかな」

　無限にいい雰囲気を振りまいていた。

　さ、さつあじ!!

　紗月さんと紫陽花さんがイチャイチャしているのはいつものこと（？）だけど、今はなんか、妙に絵え面づらがやばい。天使な美少女の紫陽花さんと、男装美人の紗月さんでは、見み栄ばえがよすぎる。

「ＮえぬＴていーＲあーる……」

　香穂ちゃんが物騒なことを口走る。おいやめろ。

　そこで、紗月さんが振り返ってきた。

「さて……これぐらいで、じゅうぶんでしょう？」

　わたしと香穂ちゃんの隠れている場所に、声をかけてくる。

「うん、おっけーおっけー」

　香穂ちゃんが姿を現す。同じように、わたしも。

「あ……香穂ちゃんと、れなちゃん……」

　目をぱちぱちとする紫陽花さん。

　香穂ちゃんが笑いながら、指でＯＫマークを作った。

「これだけアーちゃんをドキドキさせることができたなら、じゅうぶんじゅうぶん。どんな男子も女子も、イチコロだね！」

「頼もしい限りです」

　と、わたしは苦笑いしながら、なんの他意もなく言ったんだけど。

　そしたら、紫陽花さんはどんどん顔を赤くしていって。

　……ん？

　わたしと、紗月さんと、香穂ちゃんそれぞれに、まるで言い訳するように叫んだのだった。

「ど――ドキドキしてないから！　してないからね!?」




　その後、わたし宛てに『ドキドキしてなかった』『似合ってたから驚いただけ』『誤解だからね』と念を押すメッセージが何度も送り付けられることになるのだが……。わたしは、なぜ紫陽花さんがそんなことをしているのか、さっぱりわからないのだった。

　別にいいのでは……？　ドキドキしても……。（そしてさらに追加で『してないからー！』とメッセージが送られてくるのだった）
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メロンブックス　ノベル祭り２０２１年冬ＳＳ




れな子の生涯独身宣言
チキチキ、第一回お嫁さんにしたい女の子選手権、イン芦ケ谷









「チキチキ！　第一回、お嫁さんにしたい女の子選手権、イン芦あしケが谷やー！」

　一学期、終業式の日の休み時間のことだった。久々に五人揃そろったわたしたちが集まっていたところで、クラスに香か穂ほちゃんのかわいらしい声が響き渡る。

　わたしと、紗さ月つきさんと、紫陽花あじさいさんと、そして真ま唯いの注目を集めて、香穂ちゃんは人差し指を立てた。

「というわけで、お嫁さんにしたい人は誰ですか？　はいアーちゃん！」

「えー？　私かぁ、そうだなあ」

　突然の催もよおしが始まったようだ。わたしがルールも把握しきっていないうちに、会話が進んでゆく。世界はいつだってわたしを待ってはくれないのだ。

「だったら、香穂ちゃんかな？」

「あたし!?　マ!?」

　紫陽花さんがお嫁さんにしたい女の子は、香穂ちゃんだった！

　まじか、香穂ちゃんか。えっ、紫陽花さんそんなに香穂ちゃんのことを好きだったの？

　すると、香穂ちゃんもほっぺたを押さえて、もじもじと体をくねらせている。

「そ、そっかぁ、アーちゃんはあたしラブだったわけね……。で、では、これからどうぞよろしくお願いしますね……ふつつか者ですが！」

「香穂ちゃんと一緒だと、おうちが明るくて毎日楽しそうだもん」

　紫陽花さんと香穂ちゃんは、ふたりで『ねー』と頭を傾けていた。かわいい。

　このふたりの家庭は、きっと楽しいだろうな。賑にぎやかで、騒がしくて、きっと笑いのたえない毎日になるはず。ふたりの子供になりたい。

「ねえねえ、サーちゃんは？　サーちゃんは？」

　心底興味なさそうな顔をしていた紗月さんが、香穂ちゃんに言われて「そうねえ」と頰杖をつく。

「この中だったら……まあ、甘あま織おりじゃない？」

「え!?」

　めちゃくちゃ大きな声が出た。

　紗月さんにわたしが、結婚したいと思われていた……？　いつから!?　ずっと!?　初めて出会ったときから!?

　目と目が合う瞬間、恋に落ちていたの……？　そんな、わたしは紗月さんの気持ちに今まで気づかずに……。

「そんな期待するような顔のところ悪いんだけど、理由はぜんぜん大したことじゃないわよ」

「理由も教えてもらえるんですか!?」

「まあ……消去法？」

　消去法。

「瀬せ名なはこっちの良心がもたないから、長い間一緒にいるのは無理そうだし」

「そ、そうなの？」

　わかる。

「香穂はうるさい」

「ひど!?」

「というわけで、消去法で甘織以外いないわね」

　そうか、消去法か……。喜ばされた分、けっこうガッカリするもんですね、これ。

「私は？」

　胸に手を当てて微笑む真唯に、紗月さんはコーヒーのおかわりを頼むようなしれっとした口調で。

「論外でしょ」

　真唯が肩をすくめた。まあそうだね、紗月さんならそう言うよね……。

「あたしは断然、マイマイだよ！」

　ぐっと親指を立てて、ばちーんとウィンクをしてくる香穂ちゃん。紗月さんが落として、香穂ちゃんがあげる。真唯グループの黄金パターンだった。

　真唯が「光栄だね」と微笑む。その微笑みに今度は香穂ちゃんが胸を押さえてキュンキュンしていた。平和……。

「私はそうだな。あまり考えたことはないが」

　そして真唯は、顎あごに手を当てて一同を眺める。

　そのときだ。クラス中が耳をそばだてた気配がした。

　やばい。ここで『れな子しか勝たん』とか言い出したら、わたしは大したリアクションもできずにオロオロと困るしかない上に、新たにまいれな派が誕生してしまう可能性すらある。まいれな派、めちゃくちゃ勢力弱そう……!!

　しかし、真唯は美しく微笑みながら。

「まあ、紫陽花だな。彼女を生涯の伴はん侶りよに決める人は、きっと幸せだろう」

　めちゃくちゃ妥だ当とうなご意見であった。い、意外……。でもないか？　真唯って空気読もうと思えば、空気読む力はすごいもんな。これにはまいあじ派もご満まん悦えつ。

　しかし、だからといって誰にも気づかないようにわたしに目配せしてくるのは、やめてほしい。いいよいいよ、あんたの本命は紫陽花さんってことにしててくれ！

　と、みんなの話を聞いて、なるほど楽しかったね、という気分になったところで……自然と、全員の目がわたしのほうを向いてきた。うん？

　ハッ。そうか、全員が言うパターンのやつかこれ。そりゃそうだわ。みんなの話を追いかけるのに夢中になってしまっていた。

　え？　わたし？　わたしが誰をお嫁さんにしたいか……？　ええっ……？

「ちょ、ちょっと待って、えと、この中からだよね……えと、えと……」

　全員を待たせてしまっている状況に、冷や汗が流れ落ちる。ま、待って。いったん落ち着いて。

　この中から、この中から……。

「はい、じゃああたしは!?」

　うおっ、香穂ちゃんが挙手して立候補してきた。

　香穂ちゃんがお嫁さんのパターン。毎日、おうちに帰ると香穂ちゃんがいて『あー疲れたよねー！　ね、きょうは外になんか食べにいこーよ！　ふふっ、日々を生き抜くための息抜きは大事ですからにゃー』とわたしの腕を取って、外に連れ出してくれる。

「香穂ちゃんは、うん、いいよね……」

「えー？　じゃあ私は？　私」

　紫陽花さんが乗ってきた。つんつんと自分を指差している。

　紫陽花さんがお嫁さんだったら……。そりゃもう、絶対幸せなことは確定するよね。お風呂上がりに紫陽花さんが『きょうもお疲れ様、れなちゃん。ねっ、寝る前に、一緒に映画みよっ』と微笑みかけてくれるだけで、その日一日の疲れはきっと消し飛んで明日もがんばれるに決まってる。

「紫陽花さんは、鉄板だよね……」

「じゃあ私は？」

　紗月さんまで参戦してきた！　それは、わたしをからかうためにでしょ!?

　意地悪な紗月さんが、お嫁さんだと……。いや、でもしかし、わたしはもう紗月さんの嫁よめ力ぢからの高さを知ってしまっている……。こう見えて紗月さんは、教え方もうまいし、優しくて、時々怖くて、でもとっても情の深い、素敵な女の子なのだ。

「紗月さんだって！　ぜんぜん、アリ！」

　ぐっと拳を握って、わたしは熱弁した。紗月さんはめちゃくちゃ興味なさそうに「あ、そ」と言っていた。こ、この女ぁ！　自分から聞いておいて！

「では」

　しっとりとした声で、芦ケ谷のラスボスがわたしを見つめてくる。

「私はどうだい？」

　うっ……。真唯、か……。

　そりゃ、まあ、これだけ美しくて、頭が良くて、性格もよくて、そして大金持ちの女がね、お嫁さんになってくれたらね。もう人生、超イージーモードですよ。わかっているんだよ、そんなの誰よりもわたしがいちばんよくわかっている！　なんで自分が真唯のプロポーズを断っているのか、わからなくなってくるな！

「お、王おう塚づかさんは、もちろん、すばらしいと思います」

「なるほどな」

　真唯は面白そうに微笑んだ。

　答えが出揃ったそのタイミングで。

「つまり君は、この場にいる全員をお嫁さんにしたいってことか」

「………………え？」

　つ、つまり、そういうこと？

　香穂ちゃんが、紫陽花さんが、紗月さんが、そして真唯が、わたしに向かってそれぞれニヤニヤと、あるいはニコニコと、微笑みかけてくる。

「えー!?　ハーレムってことじゃん!?」

「れなちゃん、欲張りさんだねー」

「そういうとこ……」

「やれやれ、私たち四人を手玉に取るというのか。君は本当に面白いね」

　いや、ちが！

「あ、あの、えと！」

　追い詰められたわたしは、ぐるぐる目になりながら叫んだのだった。

「――わたしは生涯独身で生きていきますので！」










メロンブックス　ノベル祭り２０２２年冬ＳＳ




チキチキ、第一回誰を姉妹にしたいか選手権、イン芦ケ谷









　お昼休み、香か穂ほちゃんが唐突に一通の手紙を取り出す。クインテットが五人揃そろっている最中のことだった。

「初めまして、クインテットのみなさん。いつもお世話になっております」

「読み上げてる……」

　香穂ちゃんは周囲の注目を集めながらも、究極にマイペースな態度で続きを読む。

「突然ですが、質問です。クインテットのみなさんは、もしクインテットメンバーの誰かを姉妹にするんだったら、誰がいいですか？　姉でも、妹でも。また、理由があったらそれもお話ししてくれると嬉しいです。それではお体に気をつけて、学校生活がんばってください」

「誰からの手紙なの!?」

　紫陽花あじさいさんが突っ込む。

　香穂ちゃんが大きく手を挙げた。

「あたし！」

「お世話になっているわけだわ」

　紗さ月つきさんが納得する。するか？

「話すネタを用意してこようって思って、おうちで書いてきたの」

「なんでそんな努力を……」

　わたしがうめく。すると、香穂ちゃんが真ま唯いにぱっちりとしたカワイイ目を向ける。

「ね、マイマイは？　誰を誰にしたい？　どうしてやりたい!?」

「ふむ」

　真唯はいったん考えるそぶりをした後に、全員をぐるっと見回す。妙な緊張感が走る。

「紗月かな」

「え？」

　紗月さんが意外そうに真唯を見た。わたしもちょっと意外だ。

「私？　どうして？」

　真唯が朗ほがらかに微笑む。

「さすがに、一緒に過ごした年数が違うからね」

「ふぅん……。まあ、それはそうね」

　納得した紗月さんは、どこかまんざらでもないように見えるけど、わたしの気のせいだろうか。

「普段から、手のかかる妹のように思っているよ、紗月のことは」

「表に出なさいあんた」

　紗月さんが真唯の首根っこを引っ張っていこうとするのを、しばらくわたしと紫陽花さんと香穂ちゃんで止めた。

　めちゃくちゃ機嫌の悪くなった紗月さんに、香穂ちゃんがニコニコと尋たずねる。

「それで、サーちゃんは？」

　すごいな、香穂ちゃんのメンタル……。わたしひとりだったら、急用を思い出して保健室に向かうところだった。

「そうね、普段から手のかかる妹みたいな、真唯かしらね……って言いたいところだけど、こいつが四し六ろく時じ中ちゆう、家にいるのはさすがにかなり嫌だわ」

　真唯が肩をすくめる。不動のメンタル女王はこっちだったか。

「うーん……甘あま織おり、かしら」

「えっ!?」

　思わずドキッとする。しかし紗月さんは半眼を向けてきた。

「勘違いしないでね。消去法だから」

「と、言いますと……」

　だって、ここには芦あしケが谷やの妹と呼ばれる香穂ちゃんと、無敵可か憐れんの紫陽花お姉ちゃんがいるのに。

「まず香穂はうるさい」

「ひどっ！」

「それに瀬せ名なが身内にいると、いろいろと生きづらくなりそうだから」

「それで、消去法……」

　こないだのお嫁さん話とまったく同じ帰着だ……。

　わたしは静かにうなずいた。そして、両手を広げる。

「いつでもお姉ちゃんって呼んでいいですからね、紗月さん……」

「なんで当たり前みたいに自分が姉だと思っているの？　あなたが妹に決まっているでしょ」

　切って捨てられて、わたしは席に座り直す。

　紗月お姉ちゃんか……。それはそれで、なんか、いいやもしれん……。

「アーちゃんはー？」

「私はお姉ちゃんがほしいなー」

　ちらっと紫陽花さんがわたしを見る。ドキドキ。

　そう、紫陽花さんのお姉ちゃん役だったら、わたしはちょっとしたもんですよ。経験者ですからね！

　わたしはいつ指名されてもいいように毅き然ぜんと背を伸ばしていると、紫陽花さんが口を開いた。

「だから、真唯ちゃんと紗月ちゃん！」

「えっ!?」

　隣にいた香穂ちゃんが「なんでれなちんが驚くの？」と聞いてきた。

　いや……。だって……！

「真唯お姉ちゃんと紗月お姉ちゃんにね、いっぱい甘やかしてもらうんだー」

「紫陽花が妹だったら、溺愛してしまいそうだね」

「それは、そうね……。過保護になりそうな自分が嫌だわ」

　えへへと笑う紫陽花さんと、楽しそうな真唯、それにやれやれと肩をすくめる紗月さん。あまりにもお似合いな美少女三姉妹の誕生だった。

　紫陽花さんの姉はわたしのはずなのに……!!

「ちなみにちなみにあたしはー」

　香穂ちゃんが全員の顔を見回してから、告げる。

「やっぱマイマイかな！　王おう塚づか香穂です、どうぞよろしくお願いいたします！」

「よろしく？」

　香穂ちゃんと真唯が握手を交わしていた。それぜったいに玉の輿こしで選んだでしょ、香穂ちゃん……。

　そしてもたもたしている間に、全員の目がわたしに集まってくる。

「それで、れなちんは？」

「わたしはー……」

　えっ、どうしよう。

　紫陽花さんを見やる。紫陽花さんをもう一度妹に……って思ったけど、そうか？　本当にそうか？

　なんの制約もなければ、わたしはむしろ紫陽花さんを妹ではなく、姉に選ぶのではないか？　だって紫陽花さんがお姉ちゃんでわたしに優しくしてくれるんだよ？　それって、優勝じゃないか？

　そう、わたしは妹より、姉がほしい……。妹はもう間に合ってるんだ。妹がいたって、お姉ちゃんにはひとつも得がないんだよ！

　そしたら！　香穂ちゃんをお姉ちゃんに、というコースもある。普段から優しい香穂ちゃんは、きっとわたしに楽しいことをいっぱい教えてくれるはずだ。明るくかわいい香穂お姉ちゃん、いい……。

　さらに紗月さんもだ。勉強を教えてくれる紗月さんは優しかったし、それにお母さんに手編みの靴下をプレゼントするぐらい家族思いだ。妹のわたしを溺愛してくれる紗月さん概がい念ねん、尊すぎる。

　そこまでいったら真唯だって、恋人だから暴走するところもあったけど、妹相手にあのスパダリっぷりを発揮してくれるんだったら、わたしの気分はもう世界でいちばんお姫様。

「わたしはー……………………」

　ぷしゅーと頭から湯気が立ち上る。

「れ、れなちん!?」

「わたしは、わたしは」

　絞り出すように、言う。

「みんなに、お姉ちゃんになってほしい」

　頰を熱くしながらそう言うと、みんなが笑った。

　けどそれはわたしを馬鹿にする笑いじゃなくて、微笑ましいものを見るような笑顔だった。

　けっこう気持ち悪い言い方だと思ったのに、う、受け入れてもらえた……？

　紫陽花さんがさっきのわたしみたいに、両手を広げる。

「れーなちゃん」

「紫陽花お姉ちゃん！」

　香穂ちゃんがわたしの頭を撫でてくる。

「れなちん♡」

「うう、香穂お姉ちゃん……」

　真唯が頰杖をついて、微笑む。

「れな子」

「ま、真唯お姉ちゃん……！」

　やばい、なんか、禁断の扉が開きそうだった。

　こういう恋愛ゲームあってもいいんじゃない？　急にたくさんのお姉ちゃんができるゲーム。そのみんなにわたしは甘やかされるの。自己肯定感がひたすらに高まりそう。

　そして、最後。

　期待を込めた視線を向けると、だ。

　紗月さんが顎あごに手を当てて、うっとうしそうに言ってくれた。

「まったく……甘織」

「いやそこは『れな子』じゃないですか！　ちゃんとお姉ちゃんやってくださいよ、紗月さん！」

「うざ……」

　クインテットの平和な一日が、きょうもこうして過ぎてゆく。




「いや、でも紗月さんとは、親が再婚して急にできたお姉ちゃんで、まだぜんぜん馴な染じめてないけれど、本当はわたしともっと距離を詰めたいと思っているって設定なら、今の『甘織』もぜんぜんアリですね……！　アリでしたよ、紗月お姉ちゃん！」

「うざ………………」
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チキチキ、第一回クインテットのみんなでアイドルになっちゃおうぜ選手権









　お昼休み、香か穂ほちゃんが唐突に一通の手紙を取り出す。クインテットが五人揃そろっている最中のことだった。

「初めまして、クインテットのみなさん、いつもお世話になっております」

「香穂ちゃんの手紙芸だ……」

　クインテットに話題を提供するため、香穂ちゃんはこうやってたびたび自宅で手紙を書いてくる。なぜ手紙の形式なのかはわからないが、めちゃくちゃ努力家だ。努力……なのか？

「突然ですが、質問です。クインテットのみなさんは、アイドルには興味ありますか？　もしクインテットのメンバーでアイドルを結成したら、自分はどんなポジションになると思いますか？　理由があったら、それもお話してくれると嬉しいです」

「きょうはアイドルの話なの？　香穂ちゃん」

　紫陽花あじさいさんが問うと香穂ちゃんは「うん」とうなずいた後、手紙に目を落とす。

「あと、自分のイメージカラーはなんだと思いますか？　どんな歌を歌いたいですか？　どんなコールアンドレスポンスがしたいですか？　お風呂ではどこから洗いますか？　貯金いくらぐらいあります？　ぶっちゃけ彼氏いる？」

「多い多い多い」

「後半はアイドルぜんぜん関係ないわね」

　わたしと紗さ月つきさんが交互にツッコミを入れる。

「貯金か、いくらあったかな」

「言わなくていいから」

　真ま唯いがスマホを取り出し、紗月さんが真唯を止める。わたしはちょっと興味あった！

「というわけで」

　手紙をぱたんと折りたたむ香穂ちゃん。両手を組んで、夢見るような視線を浮かべる。

「やっぱ不動のセンターはマイマイだよね！　ダンスとかめっちゃくちゃかっこよさそう！」

「質問じゃなかったの!?」

「やりたい放題ね」

　びっくりする紫陽花さん。紗月さんがため息をつく。お昼休みは、香穂ちゃんオンステージだった？

　騒がしいお昼休み。クインテットの華やかなトークに、あたしもカスミソウを添えてみたりする。

「そういえば王おう塚づかさんって、ギターも弾ひけるんだよね。もしかして、他にも楽器ができたり？」

「ああ。と言っても、他に披ひ露ろうできるのはピアノぐらいかな」

「マイマイのピアノ……。そんなの『美』じゃん……」

　香穂ちゃんが感かん極きわまったようにつぶやく。わかる……似合う……。

「アイドルかあ」

「アーちゃんは詳しい？　アイドル」

「ううん、ぜんぜん。教育番組に出てくる子たちぐらいかな、知っているの」

　弟さんの影響だ。

「じゃあ、サーちゃんは」

「生きててアイドルに興味を抱いたことは一度もないわね」

「かーらーのー？」

「生きててアイドルに興味を抱いたことは一度もないわね」

　一いち言ごん一いつ句く、同じセリフを繰り返す紗月さん。ＮＰＣじゃん。

「マイマイはお仕事で絡からむこと、けっこうありそう」

「うん、そうだね。勧すすめられて、曲も聞いたりもするよ。畑は違うけれど、どの子もみんな努力家で、仕事に対する姿勢は見習うべきものがある」

「コメントが、同業者目線すぎる」

　香穂ちゃんのツッコミに、わたしもうなずいた。でもまあ、モデルもアイドルも、よくバラエティー番組に出てたりするし……？

「れなちんは？」

「え？　わ、わたし？」

　順番的に当然聞かれるはずなのに、答えを用意していなかったわたしは無様にも聞き返してしまう。はいテンポが悪いー！　はい失格ー！　ぶっぶー！　とか言わないで、香穂ちゃんは「うん」と、ちゃんと待ってくれた。優しい……好き……。

「うーんまあ、特定の人をめちゃくちゃ追いかけるってことはないけど……まあ、好き、かな」

「へえー、そうなんだ。どーゆーとこが？」

「だって、みんなかわいいし」

　さらっと言った直後、気づく。

　なんか……全員に視線を向けられている……。

　真唯は『やれやれ』という感じだ。紫陽花さんは『ふーん』って感じだし、紗月さんは『またか……』という顔。香穂ちゃんはなにやらニヤニヤしていた。

　えっ、な、なに!?

「かわいいから好きなんだねえ、アイドル」

「う、うん……。それがあの子たちのお仕事だし……」

　探り探り答えると、香穂ちゃんは口元に手を当てて笑う。

「れなちんは、ほんっとに、かわいい女の子が大好きなんだにゃあ～」

　わたしの頰が熱くなった。

「ち、ちが！　そういう意味じゃありませんけど!?」

「ほほー？」

「いやかわいい子は好きですけど！　でも決して好きすぎるとかそういうことではなく！　ほどほどですよ!?　適度に！　ちょうどよく好きです！　マーガリントーストぐらい！」

「息を切らしてまで叫ぶこと？」

　紗月さんがものすごく冷静に指摘してきて、わたしは呼吸を整えた。

「そ、そういうことですので……」

「ちなみに香穂ちゃんは、アイドル詳しいの？」

「ん～。並」

　紫陽花さんの問いに、香穂ちゃんは親指と人差し指でわずかな隙すき間まを作る。

「なんか、歌ってるマイマイが見たくなって、つい。あ、でもサーちゃんにも歌ってほしい！」

「いくら払う？」

　すかさず金額を聞く紗月さん。香穂ちゃんは顎あごに手を当てて、神妙な顔で。

「んー……時給１０００円ぐらいは……」

　なんてリアルな数字だ。紗月さんもじゃっかん揺らいだように「１０００円か……」とつぶやいた。

「１０００円で紗月さんのお歌を一時間も聞けるんだったら、わたしも参加したい」

「あ、じゃあ私も私も」

　紫陽花さんまで乗ってきた。香穂ちゃんが閃ひらめく。

「ハッ……なんか、お金の匂いがする……！」

「やらないけれど」

「なんで!?　２０００人集めたら、時給２００万円だよ!?」

　指でそろばんをはじく真似をする香穂ちゃん。

「フリルがいっぱいついたスカート履はいて、ノリノリでアイドルポップ歌うサーちゃんなら、きっと２０００人いける……！」

「そんなに甘いものじゃないと思うけれど。だいたい、流行はやりの歌とかあんまり知らないし」

「じゃあ、アーちゃんも加えたら!?」

　話を振られた紫陽花さんが、手をパタパタ振る。

「ええっ？　あはは、私の歌を一時間１０００円で聞きたい人なんて、どこにもいないよー」

「いやそれはぜったいいると思う。ね、れなちん」

「ぜったい間違いない」

「ええー？　だったら私、れなちゃんと香穂ちゃんの歌も聞いてみたいなあ」

「むむむ……。それは、しかし……２００万円のためなら……！」

　拳を握る香穂ちゃん。香穂ちゃんは声がいいので、確かに歌もうまそうだ。

「じゃあわたしは、曲が終わったときに拍手する係しますね……」

「それ、観客席に座る人たちの役割じゃないかな!?」

　うっ、紫陽花さんに日向ひなたに引きずり出されてしまう……。

　歌とか、ぜんぜん自信ないのに……！

「よし！」

　香穂ちゃんは大きくうなずいた。

「クールビューティーなサーちゃんに、正統派美少女のアーちゃん、素人しろうと感が初うい々ういしくて応援したくなるれなちん、さらにあたしがなんとか段取りをつけて……これに、スパダリのマイマイが加わったら！　いけるよ、２０００人！」

「なんだか、アイドルみたいだね」

「確かに[image: ]」

　真唯の感想に虚を突かれたように香穂ちゃんが胸を押さえて、思いっきり肯定した。

　わずかな間ま。

　香穂ちゃんが恐る恐る問いかけてくる。その瞳には、お金のマークがはっきりと映っていた。

「……みんな、クインテットでアイドルやらない!?」

　全員は声を揃えて、告げた。

『やらない』




「だったらアーちゃんは!?」

「や、やらないかなあ……」










メロンブックス　ノベル祭り２０２３年冬ＳＳ




チキチキ、第一回クインテットの欲望を解放しちゃおうぜ選手権









　お昼休み、香か穂ほちゃんが懐ふところから一通の手紙を取り出した。クインテットが五人揃そろってクラスでお昼を食べている最中のことだった。

「初めまして、クインテットのみなさん。いつもお世話になっております」

　いかにも誰かから届けられたかのような始まりだが、これは香穂ちゃんの自作自演だ。香穂ちゃんはたびたびこういうことをする。独特な話題の切り出し方だった。

「香穂ちゃん筆まめだねえ」

　紫陽花あじさいさんがほんわかと微笑む。筆まめってこういう意味だったっけ……。わたしは疑問に思う。

「突然ですが、質問です。クインテットのみなさんは、もし百万円をもらって今日中に使い切りなさいと言われたら、なにを買いますか？　貯金はナシで、ぜひ、みなさんのほしいものを教えてください」

　手紙の途中で「貯金」と言いかけた紗さ月つきさんが、ムカついた顔をした。こわい。

「ぜひ教えてください。ぜったいに教えてください。私は美少女集団クインテットが欲望にまみれた話をしている姿を見たいんです。所しよ詮せんは同じ人間なのだと、私に教えてください」

「理由がかわいくないなあ！」

「心に闇を抱かかえている子ね」

　わたしと紗月さんが交互にツッコミを入れる。

「百万円を使い切れ、か。なかなか贅ぜい沢たくな話だね」

　真ま唯いが微笑みながらそう言った。でも真唯の言う百万円の贅沢って、わたしたちにとっては学校帰りにパフェ食べるみたいな感覚なのでは……。

「というわけで」

　手紙をぱたんと折りたたむ香穂ちゃん。

「お金ほしいので、せめてみんなのお金の使い道を聞いて楽しくなっちゃおうかなって思いました！　ほしい、ほしすぎる！　あればあるだけいいお金！」

「声が切実だ……」

「少なくともひとりは、欲望にまみれている姿が見えたわね」

　香穂ちゃんはきょうも楽しそうだった。

　その楽しさのおこぼれに与あずかっているだけなのは申し訳ないので、なんとかわたしも話を広げようと試みる。

「香穂ちゃんは、百万円あったらなにに使うの？」

「あたしはねー！　もちろんアニ――」

　立ち上がって胸に手を当てた香穂ちゃんが、そのままストンと座り直す。咳せき払ばらい。

「アニマルセラピーしたいかな。百頭ぐらい大きな犬を借りて、その犬の絨じゆう毯たんに埋もれてみたいんだ。ささやかな夢、だね」

「わー、かわいいー」

　紫陽花さんが大喜びで両手を合わせたけど、今ぜったい『アニメ』って言おうとしたよね。アニメグッズか、アニメのブルーレイか、アニメのコスプレを作るための材料か。

　香穂ちゃんは学校ではオタ趣味を隠している。どうせバラしたところで、香穂ちゃんの魅力がもうひとつ増すだけなのに……。

「そう言うアーちゃんは？」

「使い切らなきゃいけないんだよねえ……。うーん、新しいフライパン、包丁、フードプロセッサー、あっ、チビたちの靴も新しくしなくっちゃ。もう、すぐボロボロにしちゃうんだから」

「自分のものを買ってよ！」

　香穂ちゃんが訴える。真っ先に家族のものを買いそろえようとする紫陽花さんの言葉を手紙の主ぬしが聞いたら、心の闇が浄化されてしまうんじゃないだろうか。

「くっ、アーちゃんに聞いたのが間違いだった。ここはやっぱりサーちゃんしかいない」

「どういう意味？」

　目つきを鋭くする紗月さん。

「まあ、そうね。本でも買おうかしら」

「高級ブランドの財布とかバッグじゃなくて!?」

「紗月さんがブランド品ほしがるイメージないなあ……」

　驚く香穂ちゃんに、わたしがうめく。それから紗月さんを見て。

「でも、百万円分も本買ったら、あのお部屋が埋まっちゃうんじゃ」

「だったら電子書籍かしらね。百万円あれば七百円の本が１４２８冊買えるから」

「一生かかっても読めなさそう……」

　と、ふと気づくと紫陽花さんにすっごく見られていた。え？

「あ、そっか。れなちゃんは紗月ちゃんのおうちに遊びに行ったことあるんだもんね」

「え、ええ、まあ……」

　一緒にお風呂にも入りましたしね。ははは。いや、それを口にするのはまずいんじゃないかと思うぐらいの理性はありますよ！

「だ、だったらわたしはそうだなー！　百万円かあ！　なんに使おうねー！　そうだなー！　いっぱいケーキ買っちゃおうかな！　あはは」

　わたしは『欲望』を押し殺し、陽キャが言いそうなことを口にしてみた。言うか？　こんなことを陽キャが。わからない。わたしも陽キャのはずなのにね。不思議だね。

「本当に？」

　え!?

　香穂ちゃんに詰め寄られた。その大きな瞳が、わたしを覗のぞき込む。

「それが、本当にれなちんの『欲望』なの？　そんなものでれなちんは満足？　ケーキが心からの望み？　違うよね……。そんなんで、れなちんの心は『解放』されないよね……？」

「あ、あの、アノアノ……」

「さあ、ほんとのことを言ってみてよ……。れなちんはなにがしたいの……？　わかるよ、百万円あったらなんだってできるよね……？」

　あ、あ、あ……。わたしの視界が歪ゆがむ。

　百万円あったら……。ＰＳ５がほしいし、最強のゲーミングパソコンがほしいし、ゲームもたくさんほしい……。おなかいっぱいポテトチップス食べたいし、プリンもアイスも好き……。あ、いいヘッドフォンもほしいな……。ソシャゲに課金して、じゃぶじゃぶガチャも回したい……。百万円じゃ足りないよぉ……。

「ああ、そうだな」

　そんなとき、真唯がポンと手を打った。

「考えていたんだ。百万円あったらなにをしようかなって。一晩で使い切るなら、百万円のスイートルームに、この五人で泊まろう」

「えっ、ま、マイマイ!?♥」

　さっきまでわたしを邪神のごとくささやいていた香穂ちゃんが、一瞬でときめいた女の子みたいな顔になる。

「さすがに私も泊まったことはないんだ。でも、いい機会だからね。みんなはどうだい？」

「わあ、すてき」

「……まあ、そういうことなら、別にいいんじゃない？」

　紫陽花さんが嬉しそうに笑って、紗月さんも不ふ承しよう不ぶ承しようとばかりにうなずく。

　真唯の指がわたしに伸びる。

「もちろん、れな子も一緒さ」

　そんな私利私欲とは無縁の真唯のロイヤルな微笑みに、わたしは、わたしは――。

　うっ。わたしは自分のことばかり考えていた！　自分が恥ずかしい！　そうだよ、わたしなんかが百万円もらったら、ここにいる四人に25万円ずつ配らなくちゃじゃん！　だってわたし、この四人がいるからきょうも生きていけるんだから！

「ごめん、王おう塚づかさん……。わたし、間違ってた……！　わたしも百万円出すよ！　一緒にホテルに泊まろ！」

「おや、そうかい？　ふふふ、それはいい。とっても楽しみだね。なら早速――」

　そう言って、真唯がスマホを取り出す。どこかに電話をかけようとして、ん……？

「あの、王塚さん？」

「うん？　ああ、さすがに人気のホテルだからね。今から予約を取らないと、いつになるかわからないと思って」

　わたしはあの王塚真唯の手から、スマホを奪い取ろうと手を伸ばす。

「これは、もしもの話だからね!?!?!?」

　わたしが百万円持っているわけないだろ！　ばか！　ばか！　王塚真唯！










メロンブックス　ノベル祭り２０２３年夏ＳＳ




チキチキ、第一回家電さんに感謝しちゃおうぜ選手権









　お昼休み、香か穂ほちゃんが懐ふところから一通の手紙を取り出した。クインテットが五人揃そろって、クラスでお昼ご飯を食べている最中のことだった。

「初めまして、クインテットの皆様。いつもお世話になっております」

　香穂ちゃんは髪を耳にかけながら、たおやかに微笑んで手紙を読みあげる。

　クインテットに届けられた手紙と思いきや、これはいつも香穂ちゃんが家で書いてきているらしい。ただ話題を提供するためになぜそこまでするかわからないけど、香穂ちゃんはひょっとしたらラジオ番組とか好きなのかもしれない。

「香穂の、いつものだね」

　真ま唯いが楽しそうに笑う。

「皆様に、ひとつご質問があります。最近買って、便利だった家電はなんですか？」

　家電の話……！　しかもこれ、みんなに聞かれるやつだ。わたしもなにか考えておかなきゃ！

「私たちが普段当たり前のように使っている家電について、この機会に感謝の念を述のべてみるのは、いかがでしょう……とのことですけれど。うふふ」

　口元に手を当てて、上品に微笑む香穂ちゃん。誰のコスプレかわからないけれど、かわいかった。

　早速、紗さ月つきさんが嫌そうな顔をする。

「なんで家電に感謝しなきゃいけないの。あれは人間の役に立つために作られたのよ」

　なるほど、確かに。わたしは紗月さんの意見にうなずく。

「むしろ家電側からわたしたちに感謝してほしいですよね」

「今回はずいぶん偽善ぶった投書をねつ造したのね、香穂」

「ものすごい言うじゃん紗月さん！」

　まあ、わたしもちょっとは思ったけど……。

　そこでおずおずと手を挙げる人がいた。紫陽花あじさいさんだった。

　紫陽花さんは顔を赤らめながら。

「あの……いつも香穂ちゃんがお手紙書いてきてくれるから、今回は、私が書いてみたの……」

「え!?」

　そうだったんだ……だから香穂ちゃん、さっきからあんな淑女みたいな顔をして……。

　そうとは知らず、わたしは紫陽花さんを傷つけてしまった……。どうしよう……。

　土下座案件……。

　紗月さんは柔らかな笑みを浮かべた。

「そう。瀬せ名なの手紙なら、しっかりと前向きに考えましょうか」

　出たー！　紫陽花さんにダダ甘な紗月さんの手のひら返しー！

「偽善がなんだって～？」

　香穂ちゃんの小悪魔スマイルに、紗月さんはしれっと答える。

「言葉の価値は、なにを言ったかではなく、誰が言ったかによって決まるのよ。普段から品行方正な瀬名が言えば、それは間違いなく善だわ」

「無敵の理論だー！」

　叫ぶ香穂ちゃん。紗月さんが「というかあなた、私をはめようとしたわね？」と香穂ちゃんの頰を引っ張る。

　ふたりがわちゃわちゃしている間に、わたしは（己おのれの罪悪感を軽くするために）紫陽花さんに謝った。

「え、えと……。とりあえずごめんね、紫陽花さん」

「え？　ううん、ぜんぜん。なんだか混乱させちゃってごめんね」

　紫陽花さんは困り眉で微笑む。これが本物の清せい楚そ……！

　真唯が口を開く。

「しかし、家電か。最近買い換えたのは、あれかな。空気清浄機だ」

「あ、いいね～」

　手を叩く紫陽花さん。かわいい。

「加湿と除湿の機能のついた、病院でも使用している業務用のでね。私の体調管理に一役買ってくれている存在だ。気に入ったから、まとめて買って、いくつかの部屋に置いてあるんだ」

「乾燥しちゃうと、すぐ喉のども痛くなっちゃうもんね」

　紫陽花さんはニコニコうなずく。

　ひょっとして紫陽花さんって、家電好きなのか……？　でもなんか、家電にすら『いつもありがとね』って声をかけてお礼を言ってるイメージある。

　いいな、丁てい寧ねいにお手入れしてもらえそうだ。わたしも家電だったらぜったい瀬名家に就職したいもんな……。

　紗月さんが続く。

「なら、私は読書灯かしら。充電式のものを買ったの。持ち運べるから、役立っているわ」

「あーいいなあ。いいね、充電式。学校行ってる間に充電すればいいんだもんね」

　人の家電の話を楽しそうに聞く紫陽花さん。かわいいがすぎる。なにかの罪に問われない？　大丈夫？

「そういう瀬名は？」

「あ、うちはね、新しいフードプロセッサー買ったの。もう、すごいんだよ。アタッチメントがいっぱいついてるし、ぱわーがすごくてね」

「へえ、どこのメーカー？」

　クインテットの普段から料理するふたりが、フードプロセッサーの話に花を咲かせる。わたしにはまったく入れない話題だけど、聞いているだけでなんとなく女子力あがってくる気がする。

「ね、香穂ちゃんは？」

「あたしは断然ＰＣ！　最近買ったわけじゃないけど、いちばん酷こく使ししてるからね。たまに感謝してあげないとにゃあ」

　なっ……。わたしも感謝するなら、パソコンさんだと思っていたので、香穂ちゃんに先を越されてしまった……！

「そうなんだ～。普段はなにに使っているの？」

　問われた香穂ちゃんは、たちどころに口をつぐんだ。

　動画見たり、画像編集したり、ＡＳＭＲ作ったり……。そんなことを果たして香穂ちゃんは、紫陽花さんに言うことができるのか……？

　答えはできません、でした！

「それはまた今度、ふたりっきりのときに……ネ」

　意い味み深しんにウィンクする香穂ちゃん。わっ、それはドキドキするやつ……！

　だけど、紫陽花さんは「ふふふ」と微笑んで受け止める。あ、あれ？　なんかふたりのやりとりだけ見てると、普通の友達同士みたいだな……。おかしい。

　最後に、四人の視線がわたしに集中する。

「れなちゃんが最近買った家電は？　なにかある？」

　ワクワクと尋ねてくる紫陽花さんに、わたしは。

「ええとね！」

　しまった！　こういうのは他の人が答えている間に、自分の答えを用意してなきゃいけないのに！　わたしはみんなの会話をただ聞いていた！　わたしはいつもそうだ！　同時にふたつのことができない！

　ぐっ……パソコンが封じられると、あとはゲーム機しかない！　それ以外に家電なんて知らないよ！

　うちには電気が通っていないってことにするか……？　それでみんなを納得させられるだけのユーモアが、わたしにはない！

　なにもなかったわたしに、しかし閃ひらめきがあった。そうだ、うちの妹が最近――！

「ど、ドライヤーかな！」

「ドライヤー？」

「そう！　なんか髪のダメージを抑える効果があるんだって。しかもね、ピンク色でデザインがかわいくて」

　わたしは妹が買ったドライヤーの情報を述べる。自分が買ったということにして。

　だから、いくらぐらいだったのか、どこのメーカーのものかもわからない。なぜ自分がこんな粗末なウソをついているのかも、さっぱりわからなかった。

　すると、紫陽花さんが両手を合わせてとんでもないことを言った。

「あ、そういえばれなちゃんの妹ちゃんも、新しいドライヤー買ったって言ってたねー」

「え!?」

「ああ、私にも嬉しそうに写真を送ってきたよ」

　うぐ!?

　それは紛まぎれもなく、ピンク色でデザインがかわいいドライヤー。コミュ力の高い妹め！　どうして人に話すんだ！

　ハラハラしていると、紫陽花さんがくすっと笑って。

「姉妹で同じ色のドライヤーを買うのって、仲良しだね」

「そ…………そうですね！」

　もう、そういうことになってしまった、いいんだ。真実はどうであれ、この話題をもってきた紫陽花さんが楽しそうなら。

　とりあえず……帰ったらドライヤーさんに感謝をしよう。遥はる奈なのものなのに、勝手に話題を使わせてもらってありがとう……。

　どちらかというと、必要なのは謝罪のほうかもしれない……と、家電の話題で引き続き盛り上がる四人を眺めながら、思った。










メロンブックス　ノベル祭り２０２４年冬ＳＳ




チキチキ、第一回好きな食べ物なんですか？選手権









　お昼休みのことだった。

「そういえば、私も手紙を書いてきたんだ」

　クインテットが五人揃そろってお昼ご飯を食べていると、おもむろに真ま唯いがそんなことを言いだした。

「なんだってー!?」

　香か穂ほちゃんが大げさに驚く。

「ふふ、いつも香穂がやっているのを見て、楽しそうだな、と思ってね」

「いい……いいよ、マイマイ！　あたしとマイマイで、みんなを質問攻めにしちゃお！」

　ふたりがウンウンとうなずき合う。これからわたしたちは質問攻めにされてしまうらしい。

「真唯の手紙って……どうせ、ろくでもないんじゃないの」

　紗さ月つきさんが冷めた目でつぶやく。隣に座っている紫陽花あじさいさんが、あははと笑った。

「でも、真唯ちゃんってお手紙書くの上手そうだよね。字もきれいだし」

「ふふ。では読み上げさせてもらうね」

　真唯は懐ふところから取り出した手紙を広げると、口を開く。

「Salut, mes chers amis,Aujourd'hui, j'ai une question à vous poser.」

　わたしが手を挙げた。

「わかんない！　わかんないわかんない！」

　チッと紗月さんが舌打ちして、なにやら手帳を取り出す。

「今回はこういうパターンだったか……」

　えっ、なに？　紗月さんって真唯のパターンぜんぶ網もう羅らするためにメモってるの……？　そっちのほうがこわいんだけど……。

　とりあえず、周りを見回しても、今のアルファベット語を聞き取れた人物はいなかったようだ。安心した。香穂ちゃんが何気ない顔で同じ言葉を返したら、『香穂ちゃん!?』ってなってただろう。

「ごめんごめん、読み直すよ」

　真唯は『ふふっ、びっくりさせちゃった♪』とでも言わんばかりの嬉しそうな顔で、続きを読み上げる。いや、まあ、こういうとこはかわいいんだけどね……真唯も……。

「というわけで、皆さまに質問です。好きな食べ物はなんですか？」

「質問が小学生レベルだ！」

　真唯の口から出てきたギャップで、もう面白い。

「ちなみに私は、ブランケット・ド・ヴォーかな」

　知らない言葉が出てきた。

　ああ、と紫陽花さんが手を叩く。

「フランスの家庭料理だよね」

「そうそう。ひらたく言えば、仔牛肉ヴオーを使った、クリームシチューだね」

　へー。初めて聞いた。

　……あれ？　ひょっとして真唯の家で食べたのって、それだったのかな？

　真唯ならもっと高い料理をいっぱい食べてるだろうから、キャビアとかフォアグラとか言うのかと思ったけど。クリームシチューが好きとか、案外かわいいところあるじゃん。

　続いて、香穂ちゃんが手を挙げる。

「はいはーい。あたしはね、チョコレートと、チョコチップクッキーと、わたあめと、大福と」

「甘いお菓子ばっかり！」

　確かに香穂ちゃんはいつでもお菓子を食べてるイメージある。

「三食ちゃんと食べないと、栄養バランスが……」

　案あんの定じよう、紫陽花さんが心配そうに香穂ちゃんを見つめる。香穂ちゃんは「あはは」と笑う。

「大丈夫大丈夫。エナドリも飲んでるから」

「余計に体に悪そう……！」

　じゃっかん心配になってしまったところで、今度は紗月さん。

「私の好きな食べ物は、豆腐かしらね」

　豆腐……。好きな食べ物で豆腐って言う16歳おる……？

　香穂ちゃんが紗月さんを指差して笑う。

「豆腐て！」

「……」

　べしべしと紗月さんが香穂ちゃんの頭にチョップをする。

　だけど、紫陽花さんは思いっきり同意した。

「いいよね、お豆腐！　どんなお料理に使っても相性がいいし、私も好きだよ！」

「え、ええ。そうね、瀬せ名な」

　身を乗り出した紫陽花さんの発言に、珍しく紗月さんが押されている。

　紫陽花さん、ひょっとして料理のことになると、少しアグレッシブになるのかもしれない。そういう紫陽花さんもかわいいよね。

「れな子は？」

「私はー……」

　頭の中に浮かんできたものを順番に思い浮かべる。ピザ。ポテト。ポテトチップス。ハンバーガー。ハンバーグ。チーズ。カレー。肉。焼肉……。

　なんか、すごい普通だ……。

　いや、いいじゃないか。わたしは普通になりたかったんだ。普通であるということは、平均値ということ。つまり、共感してもらえる率がもっとも高いってことだ。勇気を出して、言おう。

「私は、えーと」

　口を開いた途端、全員からの視線が向けられる。うっ。

　目をそらす。

「か、カロリーメイトとか……」

「れなちゃんも～？」

「そ、そうだね！　そうかも！」

　だめだ！　言えなかった。

　普通のことを普通に言うのって、難しいんだよ……。だって『あっ、ふーん？』みたいな空気になるかもじゃん……!?　うわ、コイツつまんねえやつ……って思われたくない……。どうせもう思われてるだろうけども！　うう。

　わたしがきょうのお布団反省会に持ち帰る内容を抱かかえていると、残るメンバーの視線が紫陽花さんに集まった。

「紫陽花の好きな食べ物は、なんだい？」

「瀬名はレパートリーが多いでしょうから、絞るのが大変そうね」

「でもお菓子は全女子が好きだよねー？　ねっ？」

　紫陽花さんは口元に手を当てて、それからためらうように。

　……なんだろう？

「わ、私の好きな食べ物は……」

　一いつ拍ぱく置いてから、告げてきた。

「白いご飯……かも……」

　白米！

　確かにおいしいけど。でも、なんとなくどんぶりに山盛りの白いご飯をよそって、ニコニコしながら箸はしを動かしている紫陽花さんのイメージ映像が思い浮かんだ。

「あーっ、れなちゃん！　今、私が食いしん坊だと思ったでしょ！」

「え!?」

　名指し!?　しかも心の中を読まれた!?　それ紗月さんの得意技では！

「い、いや、そんなことないよ！　かわいいと思う！」

「だっておいしいもん！　白いご飯！」

「そうだね！　おいしいね！　わたしは焼肉でもご飯を頼む人なので！　いいと思う！」

　全力で同意する。

　うう、と紫陽花さんはなぜか頭を抱えていた。別に紫陽花さんが食いしん坊でも、ぜんぜんかわいいと思うんだけど……なぜ……？

「やっぱりケーキって言えばよかった～……」

　顔を赤らめながらの紫陽花さんの発言に、真唯は苦笑いし、紗月さんは小さくため息をつく。

　ええと……。

　香穂ちゃんは、私と紫陽花さんを交互に眺めながら、やれやれと肩をすくめた。

「食いしん坊って思われたくないなんて……アーちゃんはオトメだにゃあ……」

　なに!?　わたしになにか関係あるの!?

　他のみんなはわかっているみたいだ。わたしだけなにもわからず、心の中、叫ぶ。

　なにがー!?
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チキチキ、第一回なんか面白い話ある？選手権









　お昼休みのことだった。

「あー……」

　クインテットのメンバーで席を集めてごはんを食べている最中。一足先に食べ終わった香か穂ほちゃんが、机にべったりともたれかかっている。目がとろんとしてて、お疲れのご様子だ。

「なにかあったの？」

　紫陽花あじさいさんが聞くと、マックステンションの低い香穂ちゃんはそのままの姿勢でうめく。

「だるい……。理由もないのにひたすらだるい」

　その気持ちはメチャクチャ共感できるんだけど、香穂ちゃんにもそういうことあるんだ……。香穂ちゃんって３６５日ずっと理由もないのに楽しいんだと思ってた。

「どうせ夜よ更ふかしでもしてたんでしょ」

　紗さ月つきさんが興味なさそうにお弁当をつっつく。

「うぼあー」

　冷たくあしらわれた香穂ちゃんは、懐ふところから一枚の折りたたんだ紙を取り出して。

「えー……拝啓、クインテットのみなさん、中略」

「そんな状態でも、手紙書いてきたの!?」

　これは香穂ちゃんが毎回毎回お昼休みに、クインテットメンバーに話題を提供するために自作自演で書いてくる質問のお手紙だ。

　今まで、『好きな家電は？』とか『もし百万円もらったらなにに使う？』とか、定番の質問を用意して、わたしたちのお昼休みを香穂ちゃんの色に彩ってくれた。

　しかし、今回の香穂ちゃんはこのありさまだ。いったい、どんな質問を……。とドキドキしながら待っていると。

「というわけで、なんかおもろい話をしてください。以上」

「雑！」

　陽キャの悪いところが出てきたな。

　そう、無茶ぶりという文化だ。

　面白いことを言えたらよし。スベったとしても、そのスベったことを笑いに変える隙すきを生じぬ二段構えの無茶ぶりだが……。そりゃその場では、ウケるのかもしれないけど、精神的なダメージを考慮に入れてくれてないんだよね……。

　あのときああ言えばよかったと、お布団の中で何時間、悶もだえることになるか……。わたしはぜったいにやらないぞ。

　そこでまっすぐに手を挙げた子がいた。真ま唯いだ。

「仕方ない。香穂を元気づけるためにもだ。私からいこうじゃないか」

「真唯ちゃん、自信ありそう……！」

「ふふふ」

　さすがの度胸だ。人を楽しませることが大好きなお姫様は、微笑んで。

「Une maîtresse de maison interpelle la petite bonne. La maîtresse：Marie! Vous venez encore de casser quelque chose?」

「わかんない！」

「おっと」

　アルファベット語を羅ら列れつする真唯に激しく突っ込むと、真唯は照れ笑う。

「フランス語のジョークだったんだ。日本語だとニュアンスを伝えきれないかもしれないな」

　こいつめ……。『なにを言っているかわからない』という、高度な面白い話を……！

「おもろいおもろい」

　ぱちぱちと手を叩く香穂ちゃん。その瞳がわずかに光を取り戻してきた気がする。

　香穂ちゃんが元気になるまでもう一歩だ。

「じゃあ次は、サーちゃん」

　指名制……!?　地獄かな。

「やらないわよ」

　しかし地獄の獄ごく卒そつのご指名すら、紗月さんには微み塵じんも響かない。

「おもろいはなし！　おもろいはなし！」

　手て拍びよう子しだ。ますます最悪だ。

「いやよ。面白い話がほしければ、本を読みなさい」

「マイマイは言ったのに～？」

「成立してないでしょあれ」

「ま、まあまあ。香穂ちゃんも、ムリヤリ聞きだそうとするのは、ね？」

　紫陽花さんが助け船を出してくる。優しい。これには香穂ちゃんもすぐ引っ込んで。

「そっかぁ。サーちゃんができないんだったら、しょうがないにゃあ」

「別にできないとは言ってないけれど」

　ん？

「いいんだヨ、サーちゃん。恥ずかしがり屋さんだもん、ネ☆」

「その場にいる人間を退屈させないよう楽しませるぐらいのことは、常にできるわ。相手があなただからやりたくないだけで」

　そんな自負があったんだ、紗月さん……。お母さんの教えとかなのかな……。

「うんうん、そうだネ☆」

　ぱちっとウィンクする香穂ちゃん。ものすごく挑発してる……！　見ててひやひやする！

　そこで紗月さんは、食べ終わったお弁当に蓋ふたをする。

「まあ、やらないけど」

「結局やらないんじゃん！」

　耐え切れなくなった香穂ちゃんが、思わずツッコミを入れた。どうやら、紗月さんのほうが一枚上うわ手てのようだった。ホッ。

「あ、じゃあじゃあ」

　紫陽花さんが小さく手を挙げる。

「普通の話、普通の話なんだけどね。こないだ、チビたちとスーパーにお買い物いったときのお話だったんだけど」

「うんうん」

　軽快な相あい槌づちを打つ香穂ちゃんを見て、もはや元気なのでは？　と思わないでもない。でも、紫陽花さんの面白い話は純粋に気になった。

「いつも、お菓子はひとり一個までだよ、って言ってるんだけど。そしたら、なんていうのかな、ポテチがいっぱい入ってる、バラエティパックみたいなのを見つけてきて」

「法の抜け道！」

「包装されてるんだから一個でしょ派のチビと、いっぱい入ってるんだから複数だよ派の私で、しばらく言い合ってたら……」

　紫陽花さんが顔を赤らめる。

「馴な染じみの店員さんがそばを通ってね、『一個だから揉もめるんだよ。２００円以内とかにすればいいんじゃない？』ってアドバイスしてもらって……。じゃあこれからそうしようかってなったら、今度はふたりがちっちゃいお菓子をいっぱい持ってくるようになって……。最終的に２００円以内のお菓子を一個だけ、ってルールが定まりました」

「うん」

　しばらく待つ。紫陽花さんは肩を小さくしながら。

「……えと、終わり、です」

　うん。

　面白いかと聞かれると、うん、まあ、お、面白いよ!?　という感じのお話ではあったけど、お話してくれたのが紫陽花さんなので、ひたすらにかわいかった。満足度で言えば１２０点の話だった。

　紫陽花さんが紫陽花さんの声で喋しやべる時点で、もう１２０点なので……。

「やっぱり、急に言われても出てこないよ～！」

　恥ずかしい思いをした紫陽花さんが、香穂ちゃんの肩をぺちぺち叩く。あっ、さらにかわいいやつだ！　香穂ちゃんもへへへと笑っている。２億点！

「よっしゃ、それじゃいよいよトリ……お願いしましょうかね」

　香穂ちゃんがこちらに目を向けてきたので、わたしもそろそろ用事を思い出すことにしよう。

「さ、トイレトイレ……」

「逃げるんですか!?　れなちん！」

「え？　なにが？　わたしはただ、席を外すだけですけど……」

「ていうかそれなら、香穂。あなたが話しなさいよ」

「ぬっ？」

　紗月さんがわたしへのご指名をインターセプトした。

「あなたはさぞかし面白い話をたくさんもっているんでしょうね。ねえ？」

　微笑を浮かべる紗月さん。その話し方は、どこか粘着質な響きがあった。

「いや、あの。きょうはあたしが聞きたいなーって会だったんですけど」

「ほら、話してみなさいよ。抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうのコメディアン、小こ柳やなぎ香穂さん」

　これやっぱり、さっきのやり取りに腹立ってたんじゃん！

　あんなに紗月さんを挑発するから！

「無茶ぶりだめ、ぜったい！」

　その後のことを見ていたかったのはやまやまだけど、一度トイレに行くと言った手前、席を立つわたしの後ろから、香穂ちゃんの悲鳴が聞こえてくる。真唯や、紫陽花さんの笑い声も。

　……ん？　あれ。

　ひょっとしてこれ、最終的に香穂ちゃんがオチになることで、お昼休みを楽しく過ごそうって算段だったり、する??

　お手紙さえもあくまで楽しく過ごすためのツールでしかないなんて……。（自己保身のことばっかり考えてしまっていたわたしは……）改めて、陽キャのコミュ力の恐ろしさを知ったのだった。
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れな子と真唯の、音ゲーチャレンジ









　音楽ゲーム。通称、音ゲー。

　流れてくるマークノーツをタイミングよくタップすることにより、コンボを繫いでいくゲームの総称だ。もとはゲームセンターで一世を風ふう靡びしたジャンルだが、昨今は、ソシャゲにもたくさんのポップな音ゲーがあふれている。

　この日、わたしは屋上でフェンスに寄りかかりながら、スマホで音ゲーを遊んでいた。

「れな子、それは？」

　隣に立って金髪を風になびかせているのは、王おう塚づか真ま唯い。

　わたしと彼女の関係性を表す言葉は無数にあるけど、今は屋上友達……とでも言っておこう。

「んー、音ゲー。最近、配信開始されて」

「キミは見るたびに違うゲームを遊んでいるね」

「触るだけならタダだからねー。ソシャゲはあんまり長続きしないんだけど、今回のは、なかなか、おもしろい」

　わざわざ屋上に来てまでスマホで遊ぶのもどうかと思うけど、わたしは普段、陽キャを装よそおうことでその恩恵にめいっぱい与あずかってるわけだから、都合のいいときだけ周りの声を遮断して自分ひとりの時間を過ごすなんて許されないのであった。

　なので屋上だ。屋上は常にわたしを救ってくれる。

　なんだけど。

「難易度ＭＡＳＴＥＲ難しい！」

　わたしは空を仰いだ。

「無理に難しい曲をプレイしなくても、自分に合った難易度を遊べばいいのでは」

「クリアーすると、石がもらえるんだよ。ガチャが回せるやつ」

「なるほど？」

　真唯はピンと来ていないみたいだ。

「私も一度やってみてもいいかな」

「え？　いいけど、真唯って音ゲーやったことあるの？」

「テレビの企画で、ゲームセンターの太鼓を叩いたことがあるよ。面白かった」

「う、うん。それよりは複雑かも」

　わたしは長押しや同時押しなどのシステムを簡単に説明し、真唯にスマホを渡した。

　とはいえ、初心者が一いつ朝ちよう一いつ夕せきでできるようなゲームではない。リズムゲームは基本形が存在している慣れゲーだ。ＦＰＳと一緒だね。わたしがコツコツと積み重ねてきた経験値は、もはや素人しろうとでは到達不可能な領域に達して――。

「できたよ」

「なんでえ!?」

　真唯が見せてきた画面には、しっかりとＣＬＥＡＲの文字。

「音ゲー初心者のくせに！」

「ピアノの経験が活いきたかな」

「あっ…………そういう…………」

　わたしは瞬時に敗北を悟った。音ゲーマーは所しよ詮せんゲーマー。実際に音楽をやっていた人間にコンプレックスがあるのだ……。（わたしだけかもしれない）

「あ、じゃあこっちもクリアーしてよ。石ほしい」

「いいとも」

「わーい」

　と、わたしは真唯のおかげでたくさんのガチャ石をゲットしたのだが……。（そして回したガチャはそこそこの結果だった。真唯に回してもらえばよかったかもしれない）

　それから、家に帰ってハイスコアを見ると、そこには真唯の記録ばかり。

「……」

　自分ではなにひとつ成し遂とげられず、他人の能力を利用して利益だけをかすめ取ったことの証明が、ずらりと並んでいた。

「…………」

　こ、これは……まずい。





＊＊＊






「真唯、見て」

　翌日の屋上、わたしは真唯にスマホを突きつけた。

「なんだい、きょうも協力しようか？」

「そうじゃなくて。ほら、ハイスコア。わたしが更新しておいたから」

　そう、あくまでもわたしは、ゲームの中でくらいは真唯を凌りよう駕がしていないといけないのだから……！

　目の下にクマを作ったわたしは、満足げに笑う。

　真唯は、ふふっ、と美しい微笑を浮かべた。

「なるほど。じゃあ私もそのアプリを入れて、本格的にやり込んでみようかな」

「それだけはやめて!!」

　わたしのちっぽけなプライドを一緒に守ってよ、真唯！
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甘織れな子の取るに足らないお昼休み









　こんにちは！　わたしの名前は甘あま織おりれな子！　どこにでもいるフツーの女子高生だよ☆

　ただ、フツーとちょっぴり違うのは、わたしには『ふたり』のとーってもかわいい『カノジョ』がいるってことかな♡

　ほんとモテモテで困っちゃう☆　どーしてわたしがー（笑）なーんてね（笑）




「ふふふ……ほんとに、どうしてわたしが……ふふ……」

　お昼休み。わたしは屋上で11月の冷たい風に吹かれながら、定期的にやってくる死にたみの波に揺られていた。

　あ、大丈夫です。いつものことなので……。

　あなたの死にたみはどこから？　わたしはＳＮＳから！

　いつものようにＳＮＳを巡回していると、不意に飛び込んできたニュースは、それほど知らない芸能人の二股騒ぎだった。ぶっちゃけメチャクチャよくあるやつである。なんなら毎日どこかしらで発生しているスキャンダルだ。

　平時ならわたしも『フーン』とスルーできるんだけど、この日は当たりどころが悪かったらしい。ニュースについたコメントが妙に刺さってしまった。

『二股するようなやつは人間的に問題がある』

　よせばいいのに、わたしはそれからコメント欄を読み尽くしてしまった。二股を擁よう護ごしている人なんて、いるわけないのに！

　軽いダメージでも一万人に殴られたら致命傷だ。わたしはどんどんと落ち込み、そしてついにメンタルがノックアウトされたのだった。

「あー……」

　まあ、人間だしね。どんなにがんばるって決めてても、こういう日もあるよ。うん。

　わたしは自分のメンタルを甘やかすことにかけては、手て練だれだ。今もこうして、ムリヤリひとりの時間を作っている。

　屋上のフェンスにもたれかかる。見上げた空は、どんよりと曇り空。気持ちが沈むのも気圧のせいかもしれない。（そう思って調べるたびに気圧まったく関係なかったりするので、わたしは調べることをやめたのだ）

「……待てよ」

　そこでわたしはふと思った。

　発想の転換だ。

　もしかしたら、二股だから叩かれているのかもしれない、と。

　例えばだ。これが三股だったらどうだろう。……いや、あんまり変わらないな。余計にたちが悪くなった。

　でも！　だったら、十股なら!?

　二股で三人同士で付き合っているのがおかしいなら、十股で十一人同士で付き合っているということになれば、もう、なにがなんだかよくわからない。そういう世界観のような気もしてくる。

　もしかしてわたしの二股は、スケールの小ささが問題だったのか……!?

　わたしはさらに妄想を広げた。現実逃避ですけど！

　甘織れな子とその恋人たち。もちろん、わたしは恋人たちひとりひとりに真剣だ。その人のことが好きだから付き合っているという基本原則は、決して変わらない。数を増やすために付き合うだなんて、そんなのよくないからね！

　でも、わたしが今付き合っている人たちと同じくらい好きになれる人が、あと98人……？　見つかるわけがない……。どうかしすぎている……。

　いやいや！　例えばの話！　例えばの話じゃん！

　そう、見つかったとして！　そしたら百人で付き合えばいいんだ。大きな家にみんなで住んでさ。マンションかもしれないけど。きっと楽しいよ。５対５のＦＰＳなんて、いつだって人数集まるじゃん。

　いいな……この際、クローンとかでもいい。わたしと真ま唯いと紫陽花あじさいさんのクローンを、32人ずつ作っちゃおう。合計99人だ。なんかそれはそれで違う倫理問題に引っかかりそうだけど……。

　てか、クローンて。甘織れな子、お前、自分と付き合いたいのか……？

　このクエスチョンには、ほとんどの人はノーと答えると思う。

　クインテットのメンバー、真唯、紫陽花さん、紗さ月つきさん、香か穂ほちゃんなら、仮に『自分と付き合いたいよそりゃ』って言ってきたとして、まあそうだよねえ、って納得できるけど、たぶん言わないと思う。いや、どうかな……紗月さんは言うかも……。

　翻ひるがえって、甘織れな子だ。

　ちょっとしたことでメンタルやられてお昼休みに逃げ出す人間であり、別に話も面白くない小悪党と、付き合いたいか？　言いすぎじゃないか!?　あいつにだっていいところはあるんですよ！　例えば………………ＦＰＳが好きだから、話が合うかも！

　いや、どうだろう……。あいつすぐにキャラ批判してくるからな……。イラっとするんじゃないかな。一緒にゲームで遊んでても『あ、こいつ今負けたの仲間のせいだと思ってるな』ってわたしにはわかってしまうだろうし。なぜならわたしだから！

　そう考えると、甘織れな子のクローンはいらないな……。作らない方がいい。地球上の酸素がもったいない。

　ていうか！　もしクローンが作れるなら、わたしをふたり作ればそもそも二股は解消するんじゃないですかね!?　片方が片方と付き合えばいいわけだから！

　なるほど、盲点だった……。そうか、解決するのか、二股……。

　誰も不幸にならず、誰もが社会的ルールを守りつつ、穏便に収まる。皆が、納得する。

　めでたしめでたし、だ。

　……。

　と、そこまで考えて……。お昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。

　わたしは曇り空を見上げる。

「なにやってるんだわたしは……」

　思わずため息が漏もれた。ほんとだよ。

　ずいぶんと取るに足らない現実逃避に時間をかけてしまったけれど、結局のところ。

　誰になんて言われても、それでわたしが『はい二股やめまーす』とは言わない以上、まるっきり意味のない話なのだ。

　クローンにだって、渡したくない。わたしが、あのふたりと付き合いたいんだから。

　どんな誹ひ謗ぼう中傷だって、乗り越えて進まなきゃ。

　このわたしが、幸せになるために。

「強くなりたーい」

　開き直ったら、ほんの少しだけ心が軽くなった。わたしはうめきながら、教室に戻ってゆくのだった。










「10年後、10周年目のわたしたち」




ダッシュエックス文庫１０周年記念ＳＳ









「10周年？」

「そうそう」

　休み時間の教室。

　わたしが首を傾かしげると、隣の席の紫陽花あじさいさんが、嬉しそうに人差し指を立てた。

「近くのドラッグストアが、オープン10周年で、クーポンを配っててね。全品、10パーセント引きになってるんだよ！」

　笑顔で力説する紫陽花さん。そんな紫陽花さんを見て、わたしも幸せだょ……。

「気になってたコスメ、ぜんぶ買っちゃうんだ～」

「すばらしい」

　ぜひ買ってほしい。望めばすべてのものが手に入る立場になってほしいよ、紫陽花さん。

　急に思想がまろび出てきたわたしに構わず、紫陽花さんはニコニコしてた。

「これを逃すと、次のセールは20周年になっちゃうからね」

「だいぶ先だなあ」

　20周年……10年後か。

「10年後の紫陽花さんは、25歳ですね」

「そうだねえ。オトナのお姉さんになったら、セールじゃなくても欲しいもの買えちゃうかな？」

「それはもう」

　わたしは未来の紫陽花さんを想像しながら、力いっぱいうなずいた。

「紫陽花さんは、巨万の富を得ていますよ！」

「どうやって!?」

「それは……正しく生きてて偉いで賞、とかで……」

「わたしがもらえるんだったら、みんなもらえちゃうよ～」

　紫陽花さんは笑いながら謙けん遜そんしたけど、そんなことはないと思う。少なくともわたしはもらえない。

「やあ。楽しそうだね」

「なんの話なんの話ー？」

　すると、真ま唯いと香か穂ほちゃんがやってきた。

「10年後の紫陽花さんが巨万の富を得ている、という話です」

「そこっ？」

　わたしの大おお真ま面じ目めな要約に、紫陽花さんがツッコミを入れてくれる。ありがてえ。

「なんでなんで？　アーちゃん、玉の輿こしに乗るの？」

「えー、乗っちゃうかもー？」

「いいじゃーん。ファーストレディになっちゃいなよ！」

　アメリカ合衆国の大統領夫人か……。確かに紫陽花さんならそれぐらい上り詰めてほしい。そうすればきっとわたしもこの世界のことを、好きになれるだろう……。

「あ、でもそーなると」

　香穂ちゃんが口元に手を当てて、ニヤニヤしながらわたしを見やる。

「れなちん、大統領にならなくっちゃだね。がーんばれー」

「ならないけど！」

　わたしは思いっきり首を横に振る。紫陽花さんがちょっと照れていた。照れる！

　普段からきらきらとした光をまとっている真唯が、微笑む。

「10年後か。そんな未来のことは、さすがに考えたことがなかったな。私はどうなっているだろうか」

「マイマイは世界的なトップモデル！」

「でもそれは、今でもそうなんじゃ？」

「そっかー。じゃあなんだろ……。宇宙大統領……？」

　香穂ちゃんと紫陽花さんがきゃいきゃいと真唯の未来を妄想する。宇宙大統領ってなに??

「どうだろうね。できるところまで現役を続けて、それからは母の会社を継ぐんじゃないかな？」

　真唯が現実的な意見を述のべる。でもそれってつまり……。

「女社長！」

　目がキラーンと光る香穂ちゃん。かわゆ。

「26歳の真唯ちゃん……」

　紫陽花さんも、斜め上を見ながらぽわぽわと想像する。うっとりと口を開いた。

「ハリウッド映画とか、出てそう……」

「確かに……」

「なんなら主演してそう……」

「ははは」

　爽さわやかに笑う真唯。なんだったら『実は来月、私の出ている映画が公開されるんだ』って言われても、そこまで違和感がない。

「実は来月、私の出ている映画が公開されるんだ」

「違和感がない！」

「冗談だよ」

　真唯のシネマジョークであった。違和感がなかった……。

「香穂ちゃんは？」

「んー、10年後のあたし……」

　紫陽花さんの問いに、香穂ちゃんは顎あごの下に手を当てて目をつむり。

　パッと目を開ける。

「わかんない！　あたしの未来は無限大だから！」

　なんてポジティブなんだ。いや、なんにも考えてないだけか？

　でも確かに、香穂ちゃんってなんでもできそうだし、あんまりこれってイメージがないかもしれない。コスプレ好きが高じて有名配信者になってても驚かないし。ていうか、すぐにでもなれそうだし。

「あ、手芸とか好きだから、お店やってるかも！　ぬいぐるみ作ったり」

「わ～、素敵～」

　紫陽花さんがニッコリと目を細めて手を叩く。

「お洋服を作ったりしてるかも！　マイの会社で！」

　ばーん！　と真唯の横に並び立つ香穂ちゃん。

「それも素敵だねえ」

「くふふ……コネ入社……学生時代の縁で、トントン拍びよう子しに成り上がってゆくのだ……なんてパーフェクトなライフデザイン……」

　なにやら香穂ちゃんが悪い笑みを浮かべる。真唯は冗談だと受け取って「はは」と笑っていたけど、３割ぐらいは香穂ちゃんの本音が混ざっている気がする……。

「紗さ月つきちゃんは、どう？」

　自分の席で次の授業の準備をしていた紗月さんを、紫陽花さんがおいでおいでする。

「なんの話？」

「10年後の自分がどうなっているかって、今話していたの」

　素直にやってきた（紫陽花さんが呼んだからだろう）紗月さんは、わずかに眉をひそめて。

「そうね……。就職していると思うわ」

「ふつう！」

　香穂ちゃんが大げさにリアクションをする。

「もっと夢を語らなきゃ！　ここは夢を語る場なんだよ！」

　いつの間にかそうなっていたらしい。

　夢……。紗月さんの、夢……？　ぜんぜん想像つかない。

　しかし、そういうことなら、とばかりに、紗月さんは胸を張った。

「真唯を完全に屈服させているわ」

「それ夢!?」

「そうよ」

　香穂ちゃんが小声で「なんかエロい……！」とつぶやいた。確かに……。

　ふふっ、と真唯が笑う。

「私に勝つまで10年かける気かい、紗月」

「違うわ。よく聞きなさい。『完全に屈服』と言ったでしょう」

　顔のいい紗月さんが、ドヤ顔で謎のビジョンを語り出す。

「まずは５年ほど連勝を繰り返すのよ。一度も負けずにね。それでもあなたの心はなかなか折れない。でも、徐々に明確な差が開いていくの。あなた自身が自覚するほどに。もう二度とこの人には勝てないのだと、心がすべて諦あきらめに染まってしまうまで、ええ、ざっと10年というところね。それから先は、私も少しはあなたに優しくしてあげてもいいわ。どう？」

　楽しそうだなこの人……。

「実現不可能なプランを声こわ高だかに語って、空むなしくならないのかい？」

「ならないわね」

　紗月さんは優雅に笑みを浮かべた。なんでそこで優雅な笑みを浮かべられるのか少しもわからないけど、紗月さんはきょうも美人だった……。

「でもでも」

　紫陽花さんがにこやかに流れを引き戻す。

「紗月ちゃん、一流企業で毎日忙しくしてるのも、似合うよねえ」

「バリキャリってやつですなー」

「どうかしら」

　あまりピンと来ていないらしい。紗月さんも首を傾かしげる。

「なぜだか、仕事のストレスで毎日帰ってから浴びるほどお酒を飲む自分の未来は、容易に想像できるのだけれど」

　お母さんの影響だ……！　ツッコミづらい……！

　怖おじ気けづくわたしの代わりに、紫陽花さんが「そうかなあ？」と首を傾げた。クインテットの光だった。

「じゃあ、れな子はどうなんだい？」

「うっ」

　ついに話を振られてしまった。

　当然だ。なぜなら残るはわたしだけだからだ。そして、クインテットの面々は優しいので、わたしに話を振らずに放置することをよしとしないからだ……！

「わ、わたしは～」

　目を泳がす。

　自分の10年後の未来……か。来年ですら想像できないわたしが、そんなものを想像できるとでも……？

　そもそも大学行くのかなわたし。一応、進学希望だけど、それも高校３年間をまっとうできてからだと思うし……。

「れなちゃんかあ」

「10年後の甘あま織おり、ね」

　紫陽花さんや紗月さんも、わたしの名前を口にする。

　わたしには三つの将来が浮かんだ。





①：大学に進学し、友達もできて、一般企業の就職に成功する。パーフェクト！

②：大学には行かなかったが、なんやかんや就職して生きてる。グッド！

③：大学にも行かず、高校もドロップアウトしてひきこもる。バッド！






　③だけは嫌だ！




「就職して、一般企業で働きたいですね！」

　わたしが必死にそう言い張ると、ああ、と紫陽花さんも紗月さんも納得してくれたようだ。

　香穂ちゃんが、わたしの肩にポンと手を置く。

「あたし、れなちんの将来、わかっちゃった！」

「え、なに？」

　反射的に聞いてから、なんだか嫌な予感がした。

　香穂ちゃんが八や重え歯ばを見せつつ、笑顔で指差してくる。

「女のヒモ！」

　わたしは目をつむって、すぅ、と息を吸った。

　真唯の家で（あるいは一人暮らしの紫陽花さんの部屋で）だらだら毎日ゲームばっかりしている自分の姿は、あまりにも容易に想像できた。

　それは…………確かに…………。

「いやいやいや、だめに決まってるでしょ！　ムリムリ！」

「あはははは！」

　わたしがムキになって否定すると、香穂ちゃんは爆笑した。まったくもう！　まったく！

「まあ、なんにせよ」

　真唯も苦笑いをしつつ、一同を見回して。

「私はここにいるみんなと、10年後も親しん睦ぼくの深い関係を続けていたいと思うよ」

「そうだね」

　紫陽花さんが嬉しそうにうなずく。

「おう！」

　香穂ちゃんが親指を立てて。

　紗月さんはなにも言わず肩をすくめた。

　そしてわたしも、真唯のその言葉には。

「うんっ！」

　心からの笑顔で、応こたえることができたのだった。
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『甘織れな子、プールで一生を終える』




書き下ろし









　がっしりと爪が食い込むほどに右腕を摑まれ、わたし甘あま織おりれな子はその上で朗ほがらかな笑みを浮かべなければならないという試練を課されていた――。

「そ、それじゃ、あたしはれなちんとウォータースライダー行ってこよっかな！　ね、ね、れなちん！」

「そ、そうだね！　誰よりも早く乗りたいもんね！　よっしゃ急ごうぜレッツゴー！」

　わたしは水着姿の香か穂ほちゃんと顔を見合わせて、そしてお互い微妙に視線を外しつつ、うなずき合った。

　ここは年中やってる、都心のレジャープール。

　妹との問題がひと段落してから、数日。

　香穂ちゃんに誘われて、わたしたちはクラスの女子を含めて六人で遊びに来ている。……本来、わたしは来るつもりじゃなかったんだけどね！

「あ、だったら」

　きっと紫陽花あじさいさんが『私も行こうかな』と言おうとしてくれたのに、その言葉を振り切って、香穂ちゃんが摑んだままのわたしの腕をむんずと引っ張る。

「じゃ、じゃあいこっか！」

「お、おうー！　プール最高―！」

　まるで逃げ出すように、わたしたちはその場を離れてゆく。

　ううう……！　あまりにも、罪！

「香穂ちゃん……。やっぱりちゃんと話した方が……」

　先ほどからわたしを遮しや蔽へい物ぶつかなにかだと勘違いしている香穂ちゃんに、小声でつぶやく。しかし香穂ちゃんは怯おびえた顔でこっちを見上げて、端的に言い放ってきた。

「ムリ！」

「あはは……。そっかぁ……」

　香穂ちゃんの大きな瞳に、じわっと涙が浮かぶ。

「れなちん……あたしを見捨てるの……？」

「い、いや、そういうわけじゃ！」

「こんなあたしなんて、救う価値がない……？　やっぱり、めんどくさい……？　そうだよね……。今やもうれなちんなんて友達がいっぱい、クラスの人気者だし、あたしのことなんて放っておいて心置きなくプールを楽しみたいよね……。ごめんね、生まれてきて……」

「言いすぎ言いすぎ言いすぎ！」

　陰キャ丸出しの早口で自じ嘲ちようする香穂ちゃんに、叫ぶ。

　どうしてこんなことになってしまったのか。

　わたしはつい先日の出来事を振り返るのだった……。





＊＊＊






　学校にやってくるなり、わたしは香穂ちゃんにトイレに連れ込まれた。

「なに、なになになになに!?」

「……」

「なんでさっきから無言なの!?」

　香穂ちゃんはまるで頭痛をこらえるように、無言、無表情。ずっと唇を結んでいる。様子がおかしいよ！

　小こ柳やなぎ香穂と言えば、芦あしケが谷や高校の妹と呼ばれるぐらい愛あい嬌きようにあふれてて、いつも明るく笑顔を絶やさず、話も面白いからどこにいても輪の中心。みんなが香穂ちゃんのことを大好きで、もちろんわたしだってそのうちのひとり。

　なのに、今ここにいる香穂ちゃんは、まるで感情をどこかに落っことしてきたみたいに、のっぺらぼうの香穂ちゃんだった。こわい！

「……大変なことになってしまったんだよ」

　重々しく口を開く香穂ちゃん。

「そんなテンションで来られると、わたしより真ま唯いとか紫陽花さんとか紗さ月つきさんに相談した方がいいんじゃないかな……!?」

　人には適材適所というものがある。水をこぼしたぐらいなら雑ぞう巾きんがあればなんとかなるけど、家の一階が水没したレベルの相談に対して、雑巾一枚があったところでできることはなにもない。誰が雑巾だ！

　香穂ちゃんが、静かにかぶりを振る。

「これは、他の誰でもなく、れなちんにしか話せないことなんだょ……」

「そ、そうなんだ」

　唇を尖とがらせる香穂ちゃんを見て、わたしはほんの少しだけホッとする。今、おちゃらけてくれたので、もしかしたらそこまで深刻な話ではないのかもしれない。

「実は来週、宇宙海賊が３００隻の戦艦と40億の兵隊で我が家に攻め込んでくることになっちゃっテ……」

「世界でいちばんわたしに話すべきことじゃないよ！」

　わたしになにができるんだよ！　ＦＰＳのランクマでイキってるだけのただの中級者だよわたしは！

「あたしたちで、なんとか撃退しよう！　力を貸して、れなちん！」

「ドラえもんのび太の鉄人兵団じゃないんだよ！」

　劇場版わたなれが始まりそうになったところで、香穂ちゃんが真顔で首を振る。

「って、そんなジョーダン言ってる場合じゃなくて」

「なんなの……」

「来週、プール行くことになっちゃって」

「問題のサイズダウンがすさまじい」

　一気に手の届きそうなスケールになった……。わたしでもなんとかしてあげられそうだ……。いや、香穂ちゃんのそういう手口なんだろうけどさ……。

「もう11月なのに」

「都内の温水プールにね、うちのクラスの女子五人で遊びに行くんだ」

「はあ」

　なんだろう、ただの自慢かな？

　いや、別に羨うらやましいとは思いませんけど。友達とプールに遊びに行くだなんて、ハチャメチャに疲れそうだし……。

「で、実はれなちんにもついてきてほしいんだ」

「う……」

　しかし、誘われてしまった。誘われたことを断るのは、トラウマではなくなったものの、苦手であるのは今も変わらない。

「クラスの女子って……」

「メンバーは～」

　香穂ちゃんが挙げた名前は、クラスでも陽キャ側のポジションにいる面々。香穂ちゃんと仲良さそうにしているので（といっても、香穂ちゃんはクラス全員と仲良いんだけど）、わたしだって面識は当然ある。

「あ、それとアーちゃんも来るよ」

　アーちゃんというのは、瀬せ名な紫陽花さんのことだ。紫陽花さんは芦ケ谷高校の天使と呼ばれるほどにかわいらしく優しくて、あまりにも人格が優れているお方。

　もし宇宙海賊が攻め込んできたって、紫陽花さんが微笑みかければ、たちどころに彼らは改心し、戦争は終わるだろう。『愛・おぼえていますか』を歌うまでもない。間違いない。

「紫陽花さんと一緒にプール……」

「いいでしょう！」

「え、やっぱりただの自慢？」

　胸を張る香穂ちゃんに、ジト目を向ける。

「ていうか……紫陽花さんが来るんだったら、紫陽花さんにお願いすればいいんじゃ。わたしにできて紫陽花さんにできないことなんてなにもないよ」

「まあそれはおおむねそうなんだけど」

　しれっと肯定して（怒）、香穂ちゃんは腕を組む。

「そんなアーちゃんだからこそ頼みづらいことというのも、ありまして……」

　しばらくうなった後、香穂ちゃんは微妙な話題を振るように顔を曇らせて。

「あのさ、プールって泳ぐとき、コンタクト外すじゃん？」

「ん……まあ……？」

　確かに、とうなずく。

　てか、コンタクト……？

　……わたしは少ししてから、ハッと気づいた。

「え、やばいじゃん香穂ちゃん！」

「そうなんだよ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　頭を抱かかえて嘆なげく香穂ちゃん。

　なるほど。わたしは問題のすべてを百パーセント把握した。

　香穂ちゃんは陽キャだが、根っからの陽キャというわけじゃなくて、自己暗示によって自分を陽キャたらしめている言わば人造陽キャだ。なんだよ人造陽キャって。

　そのトリガーはコンタクトをつけること。まるで冗談のような話だけど、コンタクトを外した香穂ちゃんはこんなわたしですら付け入る隙すきありまくりの、よわよわ陰キャ香穂ちゃん♡になってしまう。

　そんな姿を、紫陽花さん含む学校のみんなには見せたくない！　だから力を貸して！　それが香穂ちゃんの相談、というわけだ。

「ね、お願い。ごまかすのに協力して！　れなちん」

　うるうるとした瞳で上うわ目め遣づかいにお願いしてくる香穂ちゃん。

　そのあまりにもかわいらしい姿に、わたしはまるで催眠術にかけられたように『よーしこのれなちんに任せとけ☆　香穂ちゃんのためなら、火の中水の中だよ♡』と胸を叩く……ということは、特になく。

「……行くのやめたらどうですかね……」

　思いっきり目を逸そらしつつ、そうつぶやく。

「え[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　黄色い悲鳴をあげる香穂ちゃん。

　仲良くなったばかりの頃ならともかく、わたしはいつまでもいつまでも香穂ちゃんのかわいさに押し切られて首を縦たてに振るだけの全肯定ガールではないのですよ……。

「やだ！　プール遊びに行きたいもん！」

「陰キャが行ったって楽しめませんて……」

「楽しいもんきっと！　友達とプールだよ!?　新しい水着だってもう買っちゃったんだし！　安くないんだから元を取らなきゃ！」

　香穂ちゃんがグッと身を寄せてくる。うっ……かわいい……！

「プールに入らなければ……？」

「泳ぎたい！」

「なにかを選ぶということは、なにかを選ばないということ……」

「大丈夫大丈夫！　れなちんがいれば、なんとかなるって！」

　わたしの手を両手でぎゅっと握った香穂ちゃんが、キラキラした視線を向けてくる。

　ううう。信頼……。

「ね、お願いれなちん。一緒にプールいこ？　そしてあたしのサポートして？　れなちんとふたりなら、きっと乗り切れるから。ね、ね、ね？」

　香穂ちゃんの甘いおねだりの声が、わたしの脳をぐわんぐわんと揺らしてくる。

「ねっ？」

　トドメとばかりに、小首を傾けた超絶美少女にしか許されない圧倒的な顔面力の微笑みを浮かべる香穂ちゃん。自分のかわいさを完全に理解した必殺技である。

「わ……」

　目をつむり、力いっぱいペットボトルの蓋ふたを開けるように、わたしは言い放つ。

「わかったよ！　行くから！　ご迷惑でなければ！」

「やったぁ～♡」

　香穂ちゃんが抱き着いてくる。美少女特有のいい匂いに包まれて、わたしは歯嚙みした。

　違う……。これは香穂ちゃんの可愛さに負けたんじゃない。香穂ちゃんは今まで何度もわたしを助けてくれたし、今はすごく困ってそうだし、そんな香穂ちゃんをわたしも助けてあげたいって思ったし。だからこれは友情……！　友情の証あかしなんだよ！

「はぁ……。わたしも水着買わなきゃな……」

「お礼にあたしが選んであげる♡　こういうのとか、ドウ？」

　にっこりと、香穂ちゃんがスマホを突きつけてきた。ほとんど紐ひもみたいなビキニであった。

「あ、おひとりでがんばってください……」

「ジョーダン！　ジョーダンだってばぁ！」





＊＊＊






　というわけで。

　わたしは香穂ちゃんと一緒に買い物に行った上下のビキニ（下は大きめのパレオがついているやつだ。もちろん）を着て、ウォータースライダーの列に並んでいた。

　正直しっかりとお腹なかを隠せるような水着がよかったんだけど、胸が大きいと太って見えがちだよ、という香穂ちゃんのアドバイスにより、フリルのついたビキニになってしまった……。

　一方、更衣室で着替えと一緒にコンタクトを外した香穂ちゃんは、水色のストライプビキニに、デニムのショートパンツっぽい水着を上から穿はいている。健康的ではつらつとした香穂ちゃんの魅力が十全に発揮されていて、見み栄ばえはパーフェクト。まさかこんな女の子が陰キャだとは、シャーロックホームズでも見抜けないだろう。

　水みず辺べの麗うるわしきアイリーン・アドラーは、しかし先ほどからずっと恥ずかしそうに、わたしの腕にしがみついている。

「うう……あたし、どうしてこんなはっちゃけた水着を選んじゃったんだろ……。これなら中学のときのスクール水着で来ればよかった……」

　それは需要がありすぎるからだめでしょ……。

　陰キャの香穂ちゃんは、いつもの香穂ちゃんとはすっかり別人のように、縮こまっている。

「ていうか、よかったの？　最初から別行動になっちゃったけど」

「いいか悪いかでいうと、あんまりよくはないよね……」

　やっぱり……。

「あたしがみんなに『遊びにいこー』って誘っておいて、あとから誘った子とふたりで行動するって、なんか感じ悪いし……。あたし次から学校でもみんなにハブられるかも……」

　あっ、香穂ちゃんの顔がどんどん暗く沈み込んでいく！

「だ、大丈夫でしょ！　細かいことはあんまり気にしないメンツっぽいし！　香穂ちゃんが急に自由行動始めるのも、だいたいいつもの香穂ちゃんだよ！」

「あたし……普段からそんな、身勝手だった……!?」

　がーん、とショックを受ける香穂ちゃん。

「い、いやいや！　そういう自由奔ほん放ぽうなとこも香穂ちゃんの魅力だから！」

「……周りの優しさに甘えて、迷惑かけてるのにお目こぼししていただいてる……？」

「そういう香穂ちゃんもかわいいってこと！」

　ううう、と両手で顔を覆おおう香穂ちゃん。耳が赤くなっている。

「ごめんねぇ、れなちんにも厚かましいお願いしちゃって……あたしってほんとに、周りに助けてもらわないとなんにもできない人間で……」

　きょうの香穂ちゃんは、身長よりずっと小さく見える……。ミニマム香穂ちゃん……。

「陽キャモードのときは、深く考えずに『イケるイケる！』って思ってたんだよぅ……。どうせプールいったらなんだかんだ楽しめるっしょ、って……。あのときのあたしを、思いっきり殴ってやりたぃ……」

「ああ、あるよね……。なんかやけにテンション高いときに思いついたことを、冷静になってからメチャクチャ後悔するのって……」

　いくら素すの香穂ちゃんが陰キャだからといっても、普段はここまでひどくない。わたしや周りのみんなに迷惑をかけている、という思い込みが、香穂ちゃんのネガティブを加速させているのだろう。

　ただ、香穂ちゃんには悪いんだけど……。

　わたしはじっと香穂ちゃんを見つめる。両手で顔を覆っていた香穂ちゃんは、わたしの視線に気づいて、頰を赤く染めながら胸とお腹をサッと手で隠す。

「……な、なに？」

「えっと」

「な、なんで見るの……？」

　外見は、芦ケ谷の妹。太陽のような愛され美少女ガール。

　しかし中身は、内気で恥ずかしがり屋の女の子。

　なんというか……ギャップがすごくて……。

「れなちん……？」

　つい、いじっちゃいたくなる、っていうか…………！

「わ、わたしは似合ってると思うよ！　すっごく！　香穂ちゃんの水着！」

　香穂ちゃんが困ったような顔で、上目遣いに聞き返してくる。

「……そぉ？」

「う、うん！　すごく！　いつでもどこでも香穂ちゃんはかわいいもん！」

　ダメダメ！

　香穂ちゃんは秘密を共有する友達として、わたしを指名してこの役目を任せてくれたんだから！　そんな香穂ちゃんの弱みを突くようなことは、しちゃダメ！　メッ！

　たとえ、打てば響くようなかわいらしいリアクションを返してくれる最高にかわいい小動物が目の前にいても！　『っ……にゃっ……』みたいな声がどれだけわたしの理性を溶かそうとしても！　わたしはそういうこと、しません！

　すると香穂ちゃんは、へにょりと眉を下げて、無邪気な笑みをこぼした。

「えへへ、ありがと……。れなちんにそう言ってもらえると、お世辞でも嬉しいよ……」

　わたしは自分の腕に自みずから爪を立てた。

「ああああー！」

「れなちん!?」

　果たしてわたしは丸一日、香穂ちゃんを守り切れるのか！

　わたし自身の！　邪悪から！




　しばらく並んでから、わたしたちはウォータースライダーで滑り落ちてきた。（香穂ちゃんは高いところにビクビクしてたけど、いざ滑ると楽しそうにしてた）

　しかし当たり前だが、試練はわたしの飼う邪悪以外にもたくさんあって。

　降りてきたところで、ちょうど紫陽花さんと出くわしてしまった。

　うっ。

「ウォータースライダーどうだった～？」

　ニコニコ笑顔の紫陽花さんは、たっぷりのフリルがついた白のビキニだ。紫陽花さんの清せい楚そで柔らかな印象にあまりにも似合ってて、香穂ちゃんのエスコートをしていなければ、何千枚も写真に収めたいぐらいの魅力であふれてた。

　でもね、まあね、紫陽花さんとは一緒に温泉にだって入った仲だ。今さら水着にドキドキしたりしませんよ。

「あ、うん。楽しかったよ！」

「れなちゃん、ジェットコースターも好きだったもんね」

　優しく微笑む紫陽花さん。その笑顔に、心摑まれてしまう。

　だめだよ！　裸は裸！　水着は水着！　どっちにもドキドキする要素が山ほど含まれてる！

　わたしは浅はかだった。そもそも、制服姿の紫陽花さんにだってドキドキするんだから、紫陽花さんが紫陽花さんとして存在するだけで魅力的なのは自明の理。

「香穂ちゃんは、高いとこ、へいき～？」

　そうだ、香穂ちゃん。香穂ちゃんはどうなってる？

　見やる。紫陽花さんに話題を振られた香穂ちゃんは、実は意外と紫陽花さんとは素で楽しくおしゃべりできそうだったり……？

　香穂ちゃんは、もじもじしてた。

「え、う、うん、まあ…………へへへ……」

　ダメそう！

　いつもは１を１００にして返してくれるのに、ぜんぜん言葉が出てきてないじゃん！

「ね、香穂ちゃん！　次はあっちの流れるプールにいこ!?　ね、ね！　じゃあ紫陽花さん、わたしたちはこれで！」

「えっ？　あっ」

　紫陽花さんの制止を振り切って、わたしは香穂ちゃんを引っ張っていく。

　しばらく歩いて、姿が見えなくなった辺りで。

「香穂ちゃん、もう大丈夫だよ、香穂ちゃん」

「ふぅ……」

　わたしたちは、深い息をつく。

「ね、陰キャモードのときって、紫陽花さんもダメな感じ……？」

　香穂ちゃんは儚はかない笑みを浮かべた。

「ダメっていうか……瀬名さんって、誰にでも分け隔へだてなく優しいから……こんなあたしを視界に入れてもらうのが、申し訳なくなるっていうか……」

「もう呼び方『瀬名さん』になってるじゃん……」

　紫陽花さんが聞いたら卒そつ倒とうしちゃうよ。

「普段は、紫陽花さんのお膝ひざの上に乗ったりしてるくせに……」

「陽キャモードのあたしって、恐れを知らないよね……」

「それはメチャクチャそう思うけども！」

　本人の口からその発言が出てくるの、面白すぎるでしょ。

「ワンチャン、あたしも瀬名さんならいけるかなって思ったけど、ぜんぜんムリだったね……。美貌が、すごかった。遮しや光こう板ばんなしで太陽を観測した気分」

「普段は香穂ちゃんが太陽って感じのくせに……」

　なんかこの香穂ちゃんって、平ひら野のさんとか長は谷せ川がわさんに似てる……。いや、紫陽花さんを前にした陰キャは、等しくあんな風になってしまうだけなのかもしれないけど……。

「れなちんは、よく平気でいられるよね……」

「そ、そりゃあ、さすがに付き合いも長くなってきたし……」

　４月から数えて、もう半年を超えた。最初はわたしだって紫陽花さんの光に毎日焼き尽くされていたよ。いや、今だって気を抜くと邪じや王おう炎えん殺さつ黒こく龍りゆう波はを食らった是ぜ流るみたいになるけど。

「れなちんは、やっぱりすごいねぇ……」

　目を細めて気弱に微笑む香穂ちゃん。

　……すごい？　わたしすごい？

「そ、そうかな？」

「うん。れなちん、毎日がんばってて、すごく成長したんだな、って……」

「へへへ……。そうかな？　それほどでもあるかな？」

「尊敬しちゃう」

「尊敬しちゃう!?」

　あの香穂ちゃんに尊敬されてる……！

　なんてこった……気分がいい！

「それと」

　香穂ちゃんが、素朴な笑みを浮かべた。

「助けてくれてありがとね、れなちん。やっぱりれなちんにお願いして、よかった」

「い、いえいえ。そのために来たわけですから」

「うん……心強いよ、れなちん」

　外見はスーパー美少女の香穂ちゃんが、まるで親鳥を見る雛ひなのような目で、わたしに全ぜん幅ぷくの信頼を寄せてくる…………。

　体の奥から、なにか、こう、言いようのない感情があふれてくる……。

　あれ……。これもしかして、普段の香穂ちゃんよりずっと『沼』じゃないか……？

　危ないな？

「って、わたしが普段から香穂ちゃんに助けられてるんだから！　これぐらい、当たり前だって！」

　わたしはいったん正気度を回復するために、謙けん遜そんした。謙遜っていうか、ただの事実なんだけど。

　だけど香穂ちゃんは、迷子の子どもがようやく見つけたお姉ちゃんにそうするみたいに、ぎゅっと手を握ってきて。

「あたし、れなちんがいてくれて、幸せ……だね」

　沼香穂ｔｙａｎｎｎｎｎ[image: ]

　やばいよ！　元の小悪魔な香穂ちゃんに今すぐ戻ってほしい！　狂う！

　やっぱりこの力関係、不健全だよ！




　流れるプールでふたりでぱちゃぽちゃ遊んだ後、香穂ちゃんがトイレへと向かい、わたしはようやくひと心地ついた。

　プールのへりに寄りかかって、大きなため息をつく。

「ふぅ……。あかんて……」

　思わず関西弁でつぶやく。陰キャに優しい陽キャである香穂ちゃんが、陰キャに優しい陰キャ（ただし外見はそのまま）になってしまったギャップの破壊力に、粉々にされそうだ。

　どうにかなってしまう。誰にでも優しい香穂ちゃんが、わたしだけを見つめて、わたしだけに感情を向けてくれるとか……。勘違いしちゃうよこんなの……。

　もし週に一度でも香穂ちゃんがメガネで学校に来たら、香穂ちゃんの人気は今の二倍三倍どころか、五億倍になるに違いない。

　そうか……。わたしが香穂ちゃんにいじられるのは、正しい世界の在あり方かただったんだな……。これから先も一生、香穂ちゃんにからかわれたい……。にひひと笑う香穂ちゃんじゃなきゃ、ドキドキしすぎてそのうち心臓が破裂しちゃうょ……。

　考えてみればこれって、あの頃に仲良かった幼おさな馴な染じみ（果たして塾で一年だけ仲良かった子が幼馴染なのか？　という疑問はありつつ）が、あの頃の性格のまま美しく成長して再会したっていうシチュエーションなんだな……。

　そりゃ、オタクはみんなやられちゃうよね……。

　つまりわたしに非はない……？

　なんだかだんだんワケのわからない考えに取りつかれてきたところで。

「えいっ」

「ひゃあ!?」

　突とつ如じよとして、何者かにわき腹をつつかれた。

　ばしゃんと水しぶきをあげながら振り返ると、そこにはイタズラな天使の笑い声。

「あはは」

　水着姿の天使、紫陽花さんが口に手を当てて笑っていた。

　思わず、拝おがむ。

「ああ、紫陽花さんだ……。ＳＡＮ値が回復していく……」

「えっ、えっ？」

「やっぱり紫陽花しか勝たん……。紫陽花さんはわたしの心にいつだって平穏をくれる……。わたしがまっとうに生きていくための北極星ポラリスだよ、紫陽花さんは……」

「れなちゃん、いつの間にまっとうじゃなくなってたの……？」

　怪け訝げんそうに聞き返されてしまった。

　ぜんぶ説明したい。小悪魔じゃなくなった香穂ちゃんは、本物の悪魔なんだよ、って……。したいけど、香穂ちゃんの名誉のためにも、その秘密は守らなきゃいけない……。

「えい、えい」

「えっ、ちょっ!?」

　とかなんとか思ってると、紫陽花さんは正面からもわたしのわき腹をつついてきた。データにない行動!?

「な、なんですか……？」

　両手で胸をかばいつつ、後ずさり。

「んー」

　紫陽花さんは色の見えない微笑みを浮かべて、それからまたわたしをつついてきた。

　三み度たび！

「なに、なになになに!?」

「……だって」

　紫陽花さんは言葉を切ってから、それから目を逸そらして。

「……なんかれなちゃん、きょう、私のこと避けてる」

「えっ!?!?」

　待って！　どうしてそうなるの!?

　わたしはただ、香穂ちゃんをサポートするために、常に香穂ちゃんとふたりっきりの状況になるよう、巧妙な策略を弄ろうして……。

　それでウォータースライダーにいったり、紫陽花さんを置いて流れるプールに向かったりしてた、だけで……。

　……!?

　わたし、紫陽花さんを避けるような行動をしてた!?

「寂しいなー、って」

「あうあうあうあうあう」

「せっかく香穂ちゃんが、れなちゃんのことも誘ってくれて、だから私も楽しみにしてたのになー、って」

「いや、それは！」

「きょうは友達で遊びに来たけど、もしかしたらふたりっきりになれちゃったりするのかなー、って」

　紫陽花さんは胸元で指を組んで、それからあからさまにわかるぐらい顔を赤くして。

「水着もかわいいの選んだりして……ひとりで、勝手に舞い上がっちゃってたんだけどなー、って……」

　ドカーンと心臓が爆発した。

　口をわななかせてなにも言えなくなってるわたしに、紫陽花さんがさらに小さく小さくつぶやく。

「い、一応、私、れなちゃんのカノジョなんだけどなー……って」

　もう、木こっ端ぱ微み塵じんだ。

　無防備な香穂ちゃんにドキドキしてたわたしは死んだ。

　今ここに新しく生まれたのは、紫陽花さんの気持ちを汲くみ取れなかったことを海よりも深く反省し、そして、そんな紫陽花さんにもう二度と寂しい想いをさせたくないと願う、恋人をがんばると決めた甘あま織おりれな子だった。

「あ、紫陽花さん……」

　言葉が出てこないわたしに、紫陽花さんは。

　その場で、きょろきょろと辺りを見回す。

　一度だけではなく、何度も周囲を確認して、それから。

　顔を近づけてきた。

　…………えっ!?

　固まるわたしの、その。




　頰に、紫陽花さんの唇が、押し当てられた。




　!?

　目を白黒させるわたしに、紫陽花さんはさっきよりもずっと小さな声で。

「い、一応……私、れなちゃんの、カノジョなんだから……ね」

「…………は、はい……」

　こんなお外で、あまりにも大胆な……。

「……え、えへ」

　意地張るみたいに唇を尖らせて、でもそれが長く続かなくて、照れ隠しの笑みを浮かべちゃう紫陽花さん。

　……か、かわいすぎる……。

　こんなのもう、わたし、このまま紫陽花さんとふたりっきりのプールを楽しんで生涯を終えてしまう……。

　ずっとずっと、この温かなプールにいよう……。わたしの目にはもう、紫陽花さんしか見えない……。

　だが！

　香穂ちゃんが帰ってきた!!

「あ……せな、さ……アーちゃん」

「あっ、お、おかえり、香穂ちゃん」

　照れ照れの紫陽花さんが、にこやかに両手を振る。

　それを受けた香穂ちゃんは、なかなか紫陽花さんには目を合わせられず！

「う、うん」

　……。

　沈黙が、この場に舞い降りた！

　ちょっと待って！　さすがにわたしでも、この空気はわかるよ！

　香穂ちゃんはわたしと一緒に行きたがってて、でも紫陽花さんはそれを寂しいって思ってるんだよね!?　うんわかる！　わかるわかる！　わかるけど!?

　ふたりのシャドウが現れて、わたしを両側から追い詰める！




『れなちん、きょうはあたしを守ってくれる約束だよね……？』

『私、れなちゃんのカノジョなんだけどなぁ～……』




　うううう。




『れなちん、もうあたしのこと、助けてくれないんだ……』

『れなちゃん、行っちゃうの……？　私より香穂ちゃんを選ぶの……？』




　このまま押し潰つぶされて絶命できたら、楽になれるのに！




『れなちんの、うそつき……』
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『れなちゃんの、うわきもの……』




　気絶しろわたし！　今すぐ！　ほら！　死ね！

　ムリだ！　打つ手がない！　ゲームオーバー！　わたしの冒険はここで終わりたい！　終わらせて！

　あっ！　そんなこと言ってたら、空から隕いん石せきが!?

　降ってこない!!

　だめだ。どうにもならない。

　この空気をどうにかできるのは、もはやわたししかいない。

　水着姿の香穂ちゃんと、水着姿の紫陽花さんに挟まれるという、世界でいちばん幸せなシチュエーションで、わたしは脳が焦こげるぐらい考えて、考えて。

　そして。

「ね、ねえ、香穂ちゃん!?」

「えっ、な、なに？」

　目を丸くする香穂ちゃんに、声をかける。

　紫陽花さんが、ほんの少し、笑みを曇らせる。

　でも！　大丈夫!!

「水着って、ある意味コスプレっぽいよね!?」

『……へ？』

　香穂ちゃんと紫陽花さんが、急になにを言い出すんだ、という声をあげる。

　しかしわたしは泳ぎ続けなければ死んでしまうマグロのように、必死になって叫ぶ。

「ほら、非日常っていうか！　香穂ちゃんのその水着って学校指定のものじゃないし！　普段は着ないよね!?　だったらそういうのもほとんどコスプレみたいなものじゃないかなって！　だっていつもと違う自分の姿を見せられるもんね！」

　身振り手振りを交えて。

「ほらほら！　水着での撮影会とかもあったりするでしょ!?　ソシャゲのキャラってよく水着になったりするし！　わたしはコスプレみたいなものだと思うなー！　そういえば香穂ちゃんの水着ってなんかソシャゲのあのキャラに似てる気がするなあわたし！　ね、香穂ちゃんは似てるって思いませんか!?　紫陽花さんもそう思いますよね!?」

「え、えっと」

　流れがよくわからない紫陽花さんが、困こん惑わくして首を傾かしげる。

　……。

　……、

　……。

　香穂ちゃんが、口元に手を当てた。

「…………確かに」

　！

　その目が、きらりと輝く。

「水着って、コスプレみたいなもんじゃん！」

「だよね！」

「れなちん天才！」

「やったー！」

　わたしたちは飛び上がって喜ぶ。

　そうだ。香穂ちゃんはコンタクトをつけることによって、陽キャのコスプレをまとう。つまり、香穂ちゃんはコスプレさえしていれば無敵なんだ。だったら今がコスプレってことにすれば!?　効果は、ご覧の通り！

　甘織れな子、天才！　ノーベル小柳香穂賞！

「確かに、そう、なのかな？」

　なんの話だろう、と戸と惑まどう紫陽花さんの腕を、香穂ちゃんが取った。

「よっしゃアーちゃん！　あたしたくさん泳いでお腹減っちゃった！　フライドポテト買いにいこ！」

「う、うん」

「どんどん行こ！　フードコートのごはん、上から下までぜんぶ食べ尽くそう！」

「そ、そんなに!?」

　香穂ちゃんに引きずられてゆく紫陽花さん。

　わたしは心の底から安あん堵どして、笑みを浮かべる。

　なんとか……なった！

「よっし！　みんなで行こ！」

　香穂ちゃんが振り返ってくる。

　芦ケ谷の愛され美少女ガールは腕を突き上げて、そして、太陽のような笑顔を輝かせた。

「うぇーい！」




　こうしてわたしは、今世紀最大のピンチを、なんとか切り抜けることができたのだった。

　甘織れな子、奇跡の生還！　やったー！





＊＊＊






　そして、後日談だ。

　わたしは学校で机にもたれかかりながら、スマホの画像――合流して一緒にプールを満喫した紫陽花さんと、そしてポーズを決めてカメラにウィンクする香穂ちゃんの、ツーショット画像を眺めていた。

　いい写真だ……。

　いやあ、一時はどうなることかと思ったけど……。最終的にはグループのみんなとわいわい盛り上がって、楽しいプールだった……。一時は死すら覚悟しましたけども……。

　そんなわたしのもとに、やってくるちっちゃくてかわいらしい女の子。

　香穂ちゃんだ。

「れーなちん」

　わたしの後ろから、がばっと抱きついてくる。ひえっ!?

「こないだは、ありがとね……♡」

　声をひそめて、わたしの耳元にささやきかけてくる香穂ちゃん。

　あの、あのあの……。

　胸がぞわぞわするんですけど……！

「ほんっとに助かったにゃあ……。れなちん、すっごくすてきだったよ……♡」

「そ、そうですか」

「うん……。だからぁ……♡」

　あらゆる乙女を堕だ落らくさせることを生きがいにするような小悪魔が、さらに甘い声を出す。

「また今度……ふたりっきりで、いーっぱいお礼、しちゃうから……ね♡」

「――」

　わたしは身を翻して、香穂ちゃんを慌あわてて振り払う。「あうっ」と後ろから声がした。でもそんなのに、構ってられない。

　確かに言ったよわたしは。陽キャモードの香穂ちゃんが恋しいって。元の小悪魔な香穂ちゃんに今すぐ戻ってほしいってさ！　言ったけども！

「お、お、お気になさらず！」

「えー？」

「わたしは普段の借りを返しただけ、だからね！」

　言い張る。ぶー、と口を尖らせた香穂ちゃんは、今にも『つまんなーい』って言いそうな顔で、わたしをからかう隙を探してるみたいだった。

　まったくもう……まったくもう！

　この香穂ちゃんはこの香穂ちゃんで、かわいすぎるんだよ！　当たり前じゃん！　なに血迷ってんだ甘織れな子！

　だって裏でも表でも――香穂ちゃんは香穂ちゃんなんだから!!




　おしまい。















あ と が き







　ごきげんよう、みかみてれんです。

『みかみてれんを椅子に縛りつけろ！　アニメ化記念！　わたなれ３か月連続刊行キャンペーン』の第一弾は、これまでにわたしが書店特典などで書いてきたショートストーリーをまとめたものとなります。

　ショートストーリーの内容は、大きく分けてふたつ。１巻から７巻までの書店特典と、専門店さんでのキャンペーン特典です。

　キャンペーン特典は、クインテットが教室でダベる内容になっており、ゆるーく読めるお話。

　対して、本編の書店特典のショートストーリーは、その巻の隙すき間まを埋めるようなお話がメインです。時系列が飛び飛びでわかりづらいものに関しては、どのタイミングのお話なのかの補足を主おもに加筆修正で加えさせていただきました。お手持ちの本編をチラ見しつつ、楽しんでいただければ幸いです。

　それともう一点。巻末に書き下ろしの水着回がついてきます。香か穂ほちゃんと紫陽花あじさいさんをピックアップした、表紙のお話ですね。こちらは最新刊７巻と、次に出る８巻の間に起きた出来事、という平和な時期。竹たけ嶋しまさんのハイパーかわいいイラストと合わせて、お楽しみいただければ、と。

　というわけで、あの話をします。小こ柳やなぎ香穂ＡＳＭＲ特典の話を。





１：小柳香穂ＡＳＭＲ特典企画の起こり（ネタバレなし）



　みかみてれんは思いました。

　せっかく３か月連続刊行キャンペーンなんだから、面白いことしたい……。

　しかしね、『わたなれ』っていう作品は不思議なことに、わたしが働かないとコンテンツが増えないんですよ……。おかしいな……。わたししか書かないじゃん……。（当然）

　そもそも８巻に真剣に向き合ってる最さ中なかのわたしを引っ張ってくるなら、もっと早く８巻を出せ！という話になる！　すみません今もがんばってます！　うう。

　八方ふさがりの状況で、いつもの編集者Ｋ原さんが提案してくださったんですよね。「じゃあ、香穂ちゃんのＡＳＭＲとかどうですか？」って。

　ヤバ……。天才じゃない……？　目の前で光が弾はじけた気分でした。これならわたしが働かなくても小柳香穂役の田た中なか貴たか子こさん（マウスプロモーション所属）ががんばってくださるので、コンテンツが増える……。最高のアイディアだ……。

　そしてわたしは気づけば、４巻の書店特典をもとに、ＡＳＭＲ台本を完成させていたのです。

　結局お前働いてんじゃねえか!!





２：小柳香穂ＡＳＭＲ特典企画の収録（ネタバレなし）



　収録当日は、わたしも見学に行かせていただきました。仕事なので！

　ＡＳＭＲって面白いですね。アニメのアフレコで使っている音響スタジオで収録していただいたんですが、アニメともぜんぜん違って、動きがあったり、その場で効果音を作ったり。

　田中さんはＡＳＭＲ初挑戦だったらしく、緊張しながらも意気込んでくださいました。

　初挑戦でいきなり、ダミーヘッドの周りを行ったり来たりして動きや音を乗せつつ、香穂ちゃんの演技で、香穂ちゃんが演技するメイクさんや社会人のお姉さんの演技をするという、聖しよう徳とく太たい子しみたいなことをしてもらいました。（聖徳太子はたぶんＡＳＭＲしてないと思う）

　なのに、できちゃうんですよ……。プロの声優さま、やばすぎる……。あるいはおうちでよっぽど練習してくださったのか……。努力する天才……。

　こうして、田中さんとスタッフさんのがんばりがメチャメチャ実って、ウルトラキュートなＡＳＭＲが誕生しました。

　以下は、わたしが収録中に口走った発言の一部です。




「れな子、いい身分だな」

「れな子、ひどすぎるだろ！」

「田中貴子さんになに言わせてんだよ！」

「これもう香穂ちゃんが仕掛けたれな子のネガティブキャンペーンでしょ」

「この特典、ほんとにタダでつけるんですか??」




　楽しい収録現場の雰囲気が少しでも伝われば、幸いです。




　それでは、謝辞に参ります。

　竹嶋えく先生、今回も最高！　ていうか毎秒ごとに絵がうまくなってきてない!?　なんかすげースケジュールになっちゃったけど、８巻もがんばって一緒に乗り越えようね！

　担当のＫ原さんありがとう。世界50億人の香穂ちゃんファンの歓声が聞こえているか？

　さらに、この本を作るために協力してくださったすべての方に、ありがとうございます。

　読者の皆様は、どうぞこの後も、３か月連続刊行（コミカライズも含めたら４か月連続だ！）のわたなれ月間をお楽しみください。

　では！　原稿に戻ります！　ウオオーがんばります！

　それでは、みかみてれんでした！
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夏だ！水着だ！わたなれアニメだ！

最高ですね…。

水着イラストやＳＤがたくさん描けて楽しかったＳＳ集。

次は本編新刊に向けてがんばります！

てれんさん、ファイト!!
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